















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──邪竜レーヴェンディアは時として、獲物をわざと見逃すことがあるという。




　決して慈悲の心からではない。相手に敗北という屈辱を与え、無惨なる生き恥を晒さらさせるためである。

　それは誇り高い戦士にとって、死よりも遥はるかに残ざん酷こくなものといえた。




　空が赤く染まる夕刻。ペリュドーナを囲う城壁のすぐ外で、大小二つの影が平原に並んでいる。

「……なあお前、本当の名前はなんていうんだ？」

「雪辱を遂げるその日まで、我が真名は捨てたも同然。今の俺はただのドラドラだ」

　今、ライオットの前にはそんな邪竜の気まぐれによって人生を狂わされてしまった一頭の銀竜がいる。この自称・ドラドラは、しばらく前からペリュドーナに居着いている奇妙なドラゴンである。

　街や民間人を襲うこともなく、ただ「訓練」と称して冒険者たちと戦闘を行うのみ。魔物としては異例の存在ではあるが、今では格好の特訓相手サンドバツグとして冒険者たちから人気を集めている。

　だが、しばらく前にライオットは彼が抱える事情をアリアンテから聞いたのだった。

「師匠から聞いた。お前……邪竜の奴やつに負けて、名前を奪われたんだって？」

「邪竜とは手合わせすら叶かなわなかった。俺がやられたのは、その眷けん属ぞくの娘だ」

「眷属の娘じゃねえ。あいつはレーコっていうんだ」

「知り合いか？」

「俺の友達だよ。だけど今は邪竜の奴に操られて、眷属を名乗るようになってる。本当はちょっと風変わりだけど普通の子で、あんな魔法なんて使えるはずないんだ。早く連れ戻してやらないと……」

　きっとドラドラをいたぶったのも、そして屈辱的な名前を与えたのも、レーヴェンディアが戯れとしてレーコに行わせたことに違いない。

　ライオットが焦燥に歯を食いしばると、ドラドラは微かすかな笑みを漏らした。

「ふ。貴様もまた、取り戻したいものを抱えているというわけか。貧弱極まりない小僧のくせに、かの邪竜に敵てき愾がい心しんを燃やそうとはなかなか身の程知らずだ」

「今から強くなるんだよ。そっちも同じつもりなんだろ？」

「その通りだ──で、小僧。そろそろ食事を寄よ越こせ。そのために来たのだろう？」

「お、おう」

　言われてライオットは手に野菜を持ったカゴを抱えていたことを思い出す。アリアンテから給餌の役目を命じられ、道場から一っ走りしてきたのだ。

「だけどこんなのでいいのか？　量も足りないだろうし、そもそもお前そんな凶悪な顔で野菜とか食うのか？」

「いいや、俺は魔物だからな。糧は魔力のみだ。何の足しにもならん野菜など食おうとも思わん。まだ獣肉の方がマシなくらいだ」

「じゃあどうして」

　ライオットが地面に置いたカゴから風で野菜を吸い上げ、ドラドラはいかにも不味まずそうに顔をしかめる。

「『さあ野菜だドラドラ好きなだけ食べろ』──そう言ってあの娘は、俺の口に野菜を詰め込んできた。俺がこうして味わっているのは野菜の味ではない。決して忘れぬよう、あの日の屈辱の味を嚙かみしめているのだ。この屈辱を糧に俺は強くなってみせる」
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　夕日を照り返して茜あかね色いろに輝く銀竜の姿に、ライオットは眩くるめく目を細めた。これだけのドラゴンでも邪竜の足元に遠く及ばないという。

　ならば自分はどうか。

　果たしてこのまま普通の修行を続けただけで、太刀打ちできるようになるのだろうか。特にライオットには魔力がほとんどない。肉体をいくら鍛えようと、あの邪竜を相手にまともな戦いができるとは──

「しかし近頃、俺は不満があってな」

「うおっ」

　そのとき、いきなりドラドラが牙と鱗うろこに覆われた強面こわもてを近づけてきた。

「俺は名を取り戻すため、この街に人間式の修練法を学びにきた。だが、人間どもと戦闘を続けてみても一向に強くなる気配はなくてな……それどころか、魔力を補給できていないから少し弱くなったようにすら思う」

「ああ。それなら師匠が言ってたぞ。魔物の強弱は魔力の多寡で決まるから、そもそもトレーニングしたところで強くなるような仕組みじゃないって」

「何……？」

　ドラドラは驚きよう愕がくに目を見開いた。「この街に来るときに散々そう説明した」とアリアンテが言っていたが、たぶんあまり聞いていなかったのだろう。

「俺は騙だまされていたというのか？」

「騙されてたっていうか、お前が勝手についてきたんだろ。師匠がぼやいてたぞ」

　犬のような姿勢で座りながらドラドラは唸うなった。

「言われてみれば確かに、人間どもの修行はまるで効果があるようには見えなかった。特に小僧。貴様なんか毎日のように走り回ってボコボコにされているというのに、ほんの少しも成長しているように見えん」

「悪かったな」

　無自覚な批判にライオットは悪態で返す。こう見えても打たれ強さだけはほんの少しだけ伸びてきたと思う。

「ともかく、そうと聞けばもはやこの地にいる意味はない。俺は俺なりのやり方で強くならせてもらうぞ！　風の暴竜として人間どもを恐怖の混こん沌とんに陥れ、その恐怖を我が魔力としてくれよう！」

「うわっ！」

　ライオットが止める間もなく、ドラドラは翼をはためかせて空に舞い上がった。そしてそのまま空の彼方かなたに──消えるかと思いきや、くるりと旋回してこちらに戻ってきた。

「な、なんだよ」

「よく考えたら、それでは今までの俺と同じだ。同じやり方で勝てぬから、俺はここに来たのだった。おい小僧。本当に他に強くなる方法はないのか？　手っ取り早く強大な魔力を得られるような」

「あのなあ。そんな方法があるんだったら俺の方が知りてえよ」

　弟子入りして間もない頃、ライオットも同じようなことを言ってアリアンテに殴られたことがある。地道な鍛錬以外に強くなる道はない、と。

　そういえば──とライオットはそのときの説教を思い出す。

「そういう風に安直に強さを求めるのを、冒険者の界かい隈わいじゃ『精霊探し』とかいうらしいぞ。無い物ねだりとかそういう意味で……」

　武者修行に出ようとする冒険者も、旅立ち際に「精霊でも見つかりゃ儲もうけもん」などと挨拶代わりに残して行ったりする。何かしらの慣用句なのだろう。

「──精霊？」

　だが、この何気ない発言で急にドラドラは目つきを鋭くした。

「そうか……そういう変わった存在もいたのだったな。おい小僧」

「な、何だ？」

「志を同じくする者同士、協力しろ。ひとまずその精霊の話をもっと詳しく調べて来い」




　　　　＊




　ちょうど同じ頃。ペリュドーナの城壁の上から、ドラドラとライオットを見下ろす者たちがいた。

「だいたい予想通りの流れになりましたね」

「ああ。事あるごとに『精霊』という言葉をあいつに吹き込んだ甲斐かいがあった」

　アリアンテをはじめとした冒険者の一同である。見つからないように気配を遮断する魔法を張りつつ、二人の会話の一部始終を完全に見張っている。

「これであのガキはしばらくコソコソと精霊について嗅ぎまわるだろうな？」

「そしたら、あたしたちが小出しに情報をあげてけばいいのよね？」

　意地悪い表情でにやりと笑う冒険者たちに、アリアンテはごく真顔で頷うなずく。

「生来の魔力に乏しい者が、力を得るために精霊を求めるのはよくある話だ。どうせいつか辿たどる道ならば、通過儀礼としてさっさと済ませておいた方がいい……努力が徒労に終われば、あいつも諦めて村に帰るかもしれんからな」

　精霊とは決して手に入らぬものだからこそ、冒険者の中で「無い物ねだり」の代名詞となるのだ。少なくとも修行を始めて間もないただの少年が得られるような存在ではない。

　戦士たちは呆あきれたような目でライオットを遠く眺めている。

「あのガキも馬鹿だよな。どう鍛えたところで、あの邪竜に敵かなうわけねえってのに」

「少し酷だけど、さっさと諦めさせた方が身のためよね」

　そんな中。ただ一人アリアンテだけは他の者の身を案じていた。脳裏に思い浮かべるのは、貧弱すぎる大トカゲの姿である。




「絶対にあいつを戦わせるわけにはいかんからな……」




　心配する対象は違えど、冒険者たちも揃そろって頷いた。
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　遅々とした歩みのことを牛歩というが、トカゲの歩みはなお鈍のろい。




　アスガを出国してからというもの、わしらの旅路はほとんど進んでいなかった。レーコを背中に乗せ、牧歌的なペースで草原を西へ東へフラフラしているだけである。

　わしは晴天の日差しに目を細めながら、鼻先を吹き渡る青草の香りを優雅に楽しむ。

「いやあ、今日もいい天気じゃのうレーコ」

「そうですね邪竜様。まことに爽やかな魔王との死闘日和かと思います。奴やつめ、今日こそはノコノコとやって来るでしょうか」

「どうかなあ。あちらもいろいろ忙しい身じゃろうしのう」

　アスガで夢の別荘暮らしを逃してしまった後悔も今となっては昔の話。ここ数日のわしは、この旅が始まって以来の平穏な日々を満喫していた。

　その平穏の理由は──魔王に関する手掛かりが何一つないということである。

　レーコの千せん里り眼がんをもってしても所在不明。魔王軍がらみで大きな事件が起きたという情報も見えず、わしらの道行きは完全に当面の目的地を失ってしまったのだ。

　もちろん当初は「手当たり次第に魔物を狩りまくって尋問しましょう」と気合を漲みなぎらせたレーコだったが、わしの渾こん身しんの説得が功を奏した。

　その説得内容とは──

「しかし邪竜様の余裕はさすがでございます。私などは打って出ることばかり考えていましたが、まさか『待ち受ける』という発想をなさるとは」

「うん。そうじゃね。大物というのは堂々と構えて待つものじゃからね」

　そう、わしは方便を尽くして『待ち』の姿勢を訴えたのだ。

「確かに思い返してみれば、既に私たちは魔王軍の刺客を何度も退けてきました。となれば、そろそろ業を煮やして魔王本人が出向いてくる頃と推測できます。魔王とて邪竜様ほどの脅威をいつまでも無視できるはずがありませんからね」

　レーコはわしが説いた理屈を思い出してしきりに頷いている。

　実際のところ魔王はわしみたいなトカゲのことなど知らないだろうから、無視以前の問題である。これまでに魔王軍と出くわしてきたのも単なる偶然であり、決してわしを狙った刺客などではなかったはずだ。

　ただ、あの偽にせ眷けん属ぞくについてだけは真意がよく分からない。わしのことを本物の邪竜と言っていたが──

「では邪竜様。来たる魔王との決戦に備え、今日も存分に英気を養っておくとしましょう」

「あ、ご飯とお昼寝の時間ね？　そうしよそうしよ」

　目の前の吞のん気きな誘惑に、わしの懸念はあっさりと吹き飛ぶ。

　ともかく、こうしてひたすら時間を潰していれば、そうそう厄介事に巻き込まれることはないはずなのだ。今までのように大きい街や国に行けばトラブルの種も転がっているだろうが、今後はそういう場所をできるだけ避さければいい。

　それさえできれば、わしの窮状の根本的な解決にはならずとも、小康状態くらいには持っていけるのではないかと思う。

　荷物から食料を漁あさりながら、レーコが上機嫌そうに言う。

「それにしても、今日こそは何かしら動きがありそうですね」

「ん？　どうしてかの？」

「ふふ、私が気付いているか試しているのですね邪竜様。ご安心ください。あれのことはすでに察知しております」

「え？」

　レーコが指差したのは空。はっとなってわしがその先を仰ぐと、そこには上空を旋回しながらこちらを見下ろす一羽のカラスがいる。

　わしの眼力をもってしても、普通のカラスにしか見えない。

「ええと、あれはカラスじゃよね？」

「はい。巧妙にカラスを装っていますが、魔物の気配がほんの僅かに漏れ出しています。あそこまで本物の鳥に似せるとはなかなか見事です」

「……レーコ。ちょっと捕まえてきてくれる？」

「かしこまりました」

　その瞬間、レーコは跳躍した。翼を生やさずとも一瞬で上空まで跳び上がり、逃げる暇も与えずカラスの両翼を正確につかみ取って降りてくる。

「こいつはしばらく前から私たちを追ってきていました。きっと私たちの所在を探るために、魔王が放った偵察の使い魔でしょう。どうしますか？　敢あえてこのままリリースして、魔王をこの場所におびき寄せますか？」

　爆発しそうになる心臓の鼓動を抑えながら、わしは必死に言い訳を取り繕う。

「ま、待って。一旦落ち着こうのレーコ。いくら怪しくても、まだこのカラスが魔王の偵察と決まったわけではないじゃろ？」

「しかし使い魔を放ってまで我々を探す者など、魔王以外に考えられません」

　魔王にもそんな動機はないと思うが──いや待て。

　もしかして、これまでのレーコの戦績が警戒されて、わしらは本当に魔王からマークされるような存在になってしまったのだろうか。

　どうすべきか。リリースしてこちらの居場所を魔王側に知らせるなど論外だ。

　しかし『堂々と魔王を待つ』という建前を事前に語っていたせいか、レーコは既にリリースする気満々である。

「では邪竜様。リリースということでよろしいですね？」

「レーコ、そう迂う闊かつに対応を決めるものではないよ。ここは一旦その鳥をカゴとかに入れてゆっくりと考えながらね」

　そのとき、レーコに捕まっていたカラスが唐突に嘴くちばしを開いた。ただしそこから発せられたのは鳥らしい鳴き声でなく、無機質な単語の羅列だった。

『黒こく鱗りん。蒼そう眼がん。レーヴェンディア。見つけた。手紙。届ける』

　それだけ告げると、唐突にカラスの身は砂さ塵じんとなって崩れ落ち、レーコの手指をすり抜けていった。すり抜けずに掌てのひらの上に残ったのは、ただ一通の便箋のみだ。

「なるほど。偵察ではなく、伝令だったようですね。果たし状でしょうか？」

　ごくりとわしは唾を飲む。

「れ、レーコ。まずわしに見せてくれるかの？」

　果たして吉か凶か。

　もしもわしらを厄介と見た魔王が相手なら、悠長に手紙など送るとは思えない。となると、この手紙はアリアンテやアスガの国王様といった知り合いが送ってきたという可能性も大いに存在する。

　差し出された便箋を口に咥くわえ、わしはちょっとだけレーコから距離を置く。

　祈りながら手紙を開く。わしの見たことのない文字だったのは驚いたが、それ以上に驚いたのはそれでも意味が伝わってくることだった。情報を伝える特殊な魔法文字なのかもしれない。

　書き出しはこうだ。




『親愛なるレーヴェンディア様』




　これでわしは勝利を確信した。この距離感は間違いなく邪教徒の人たちである。胸につかえていた憂鬱が綺き麗れいさっぱり吹き飛び、安あん堵どとともにその先を読み進める。




『突然のお手紙をお許しください。つい先日、風の噂うわさであなたが魔王様に反旗を翻したと聞きました。

　同じ魔王軍幹部として、大変驚いています。

　それだけ重大な決断をしたということは、あなたにも思うところがあったのでしょう。

　しかし、どうか一度冷静になって考え直してください。【天地喰くらう大牙】の異名を持つあなたとはいえ、既に年老いて全盛期を過ぎた身。今なお力を増し続けている魔王様には敵いません。速やかに降伏することをお勧めします。

　なに、一度剝むいた牙をそう簡単には収められない？

　あなたならきっとそう言うと思っていました。そこで提案です。

　この私が魔王様とあなたの仲裁を務めましょう。

　反逆の代償は支払うことになるかと思いますが、命までは取られないはずです。たとえば六つあるあなたの心臓のうち、半数ほどを捧ささげてみるのはどうでしょう？　助命嘆願には十分な交渉材料になります。




　同じ幹部の地位とはいえ、別格の存在であったあなたには多大な敬意を抱いています。どうかこの提案に耳を傾けください。

　さもなくば、あなたは遠からず悲惨な死を迎えることになります。

　伝説の最期を醜く散らせることのないよう、賢明な判断を祈っております。




　ところで自己紹介が遅れました。幹部とはいえ面識はありませんでしたね。私は──』




「どのような内容でしたか？　邪竜様」

　歩み寄って来るレーコに対し、わしの行動は迅速だった。

　くしゃくしゃ便箋を畳んで丸まる吞のみにしたのだ。この緊急時にあって、紙をも喰らう草食という持ち味が存分に活いきた。

「ああ。遠くにいる邪教徒の人からのファンレターじゃったよ。『とっても美味おいしい紙でできているから、読み終えたら食べてね』って書かれておったから、ついお主に見せる前に食べてしまったわい」

　わしは死人のような笑顔で淡々と述べた。混乱は一定以上の域を超えると、かえって冷静になるものである。

「そうなのですか？　人間の仕業とは意外でした。あのカラスからは魔性の者の気配を感じたのですが」

「そりゃあわしの信者さんじゃからの。お主みたいに闇の力に目覚める人もおるじゃろう」

「くっ。負けぬよう精進いたします」

　拳を握って決意を新たにするレーコの前で、わしは静かに問う。

「ねえレーコ。さっきのカラスみたいなのはまだ近くにいるかの？　あと、わしらの居場所を誰かが探ってそうな気配とかある？」

「今のところは他にないですね」

　なら、今すぐここから逃げ出せばさっきの手紙の主は撒まける。

　どこに逃げる？

　わしは脳のう味噌みそをフル回転させて考える。非力なわしがこの歳としまで生き延びてこられたのは、上手うまく外敵から身を隠してきたからである。

　特に若い頃はどうしていたか。邪竜じみた外面になって周りから恐れられるようになるまでは、外敵もたくさんいたはずだが……

「あ」

　そこでわしは、ある場所を思い出した。レーコのいた村の洞窟に住み付くよりもずっと昔。わしが生涯でもっとも長く暮らしていたであろう場所を。

「……レーコ。少しよいかの？」

「はい」

　わしは出来る限りの威厳を発揮して咳せき払ばらいする。

「魔王との決戦は迫っておる。わしは悠然と待つつもりじゃったが──やはり敵の力も未知数のところがあるでの。万全を期すために、若き時分に修行した場所へ行って往年の力を取り戻しておきたいと思うのじゃ」

「かつて邪竜様が修行した場所……？」

　レーコの目がワクワクとした輝きを発し始めた。比喩ではなく、本当に光を発している。

「うん。予定は変わるんじゃけどね、そこに行ってみる気はないかの？」

「もちろん行かせていただきます。私もそこで修行をすれば眷属としてさらなる高みに上れるというわけですね」

　こくこくと何度も頷いてレーコは賛意を示す。

　この子ならそう言ってくれると思っていた。実際はただのんびり暮らしていた古巣というだけなのだが。

　そうと決まれば話は早い。荷物をまとめて、レーコを背中に乗せて──ぎゅっと目を瞑つぶって勇気を振り絞る。

「じゃあ方角はわしが案内するから、いつもみたいに翼を任せてもいいかの？　お願いだから低めに、ゆっくり飛んでね。全速力のとんでもないスピードを出しては絶対にダメじゃからね」

　追手を撒くためには、大至急でこの場から離れる必要がある。空を飛ぶのは不本意ではあるが、ここはレーコに頼るほかない。

「承知しました。いざ吹け覇道の風よ──『影なる双翼』」

　案の定。詠唱が終わるや否や、わしの身は超速で空中に射出された。




　　　　＊




　謎の手紙については、とりあえず忘れることにした。

　読んだ限りでいえることは、魔王軍の幹部に「邪竜レーヴェンディアは魔王軍幹部」と信じ込んでいる人（魔物）がいるということ。そして、その魔物がわしに「裏切りを撤回しろ」と説得してきたということ。

　とんだお門違いである。

　そもそもわしが魔王軍にいた事実がないのだから、裏切るも何もあったものではない。ついでにいえば、わしの心臓は六つもない。

　魔王の方も部下に対する情報共有をしっかり意識して欲しい。「邪竜なんて奴やつはいない」と適切に周知してくれるだけでいいのに。




　そんな憂いを悶もん々もんと抱えていたせいか、高速で飛行しながらもわしはギリギリ意識を保っていた。上手い具合に恐怖と恐怖が相殺したのもあるかもしれない。

　そうこうしているうちに、目的地の古巣が見えてくる。

「あの森ですか？」

「そ、そうみたいじゃな。一旦スピード緩めてくれる？」

「承知いたしました」

　眼がん下かに広がるのは、一面を埋め尽くす鬱うつ蒼そうとした緑である。いわゆる樹じゆ海かいというやつだ。青空の中をそよぐ風に混じって、森から巻き上がった深緑の香りが鼻をくすぐる。

「ああ……懐かしい匂いじゃのう。この森はね、たぶん今までわしが一番長く過ごした場所でね」

　正確にカウントしていたわけではないが、およそ五千年の生涯のうち千年以上はここで過ごしていたのではないかと思う。なにしろ夏場は葉っぱに事欠かず、秋にはドングリを山ほど拾うことができる夢のような環境だったのだ。

「楽しみです。邪竜様が爪を砥とぐにふさわしいほどの強敵がウヨウヨと住んでいるというわけですね」

　レーコが短剣を鞘さやから抜く音がした。背中を振り返らなくても、好戦的な顔をしているのが想像できる。

「あー……レーコ。実はね、この森にはほとんど魔物はおらんのよ」

「いない……？　はっ、なるほど。既に邪竜様がすべて滅ぼしてしまったのですね」

　わしは苦笑しながら首を振った。

「そういうわけではなくて。昔からこの森の近くには魔物がほとんどおらんかったのよ」

「それではどのような修行を？」

　わしは少し迷いつつも、できる限りの言い訳を試みる。

「えっとね……以前わしが『草を食べるのは大地のエネルギーを喰らうも同然』と言ったのを覚えておる？」

「もちろんでございます。邪竜様のお言葉は一言一句すべてが至言として私の心に永久保存されています」

　わりと普段から都合よく取捨選択しているとは思うが、いまさらそこを突っ込むほど野や暮ぼではない。

「何を隠そう、わしはこの森の草木を食べて大きくなったんじゃよ。だからある意味では修行したという風に言えるじゃろ？」

「なるほど」

　おや、とわしは目を丸くする。

　わしの言うことを絶対視するレーコとはいえ、この解説には少し拍子抜けするものかと思っていた。現に武闘派な修行をやる気満々だったみたいだし。

　なんにせよ嬉うれしいことではあるが。

「では舞い降りるといたしましょう。森のどのあたりにしますか？」

「緑の深そうなところにしてもらっていいかの。空から目立たないところね。決して隠れたいとかそういう意図ではなく、わしが純粋にそういう場所が好きなだけだから」

「了解」

　黒翼が風を切ってじわりと高度を下げていく。緑が迫るにつれて徐々に濃くなっていく古巣の香りに、わしの心はじわりと癒いやされた。

　郷愁というのだろうか。この場所は不思議と落ち着くものがある。

　下降しながら木々の葉を潜くぐり抜ぬける。そうして降り立ったのは、草と苔こけがすべてを覆い尽くす湿潤な世界である。

「おお！　これじゃよこれ！　いやあ、こりゃ止まらんのう」

　わしは童心を呼び起こされて、尻尾を振りながら足元の草に齧かじりつく。みずみずしい食感がたまらず、あやうく涙が出るところだった。

「見事な食べっぷりです邪竜様。魔王との決戦に備えてこの樹海から大地のエネルギーを存分に搾取なさるわけですね」

「うん、そういうこと」

　ここに潜伏しておとなしくしていれば、しばらく見つかることはないはずだ。

　と、レーコはその辺の朽木や腐葉土を手に取り、観察するようにじっと眺めている。

「どうかしたの？」

「感服していたのです。さすがは邪竜様の胃袋を長きに渡り満たしてきた森。そこらのものとは比べものになりません」

「そうじゃね。元々ここら辺は荒れた土地ではあったんじゃけど、森が広がっていくにつれてどんどん土も肥えていっての」

　若い頃のわしが獣や魔物から逃げ回ってこの地に流れ着いたときは、ここら一帯は岩だらけの荒野だった。

　人も魔物すらも寄りつかぬその場所にあってわしの胃袋を支えてくれたのが、僅かな土壌に生えていた数本の木々──この森の原点である。

「たぶんあれは、鳥とかが運んできた種が運よく生えたんじゃろうなあ……」

　腹を減らした普通の獣なら食欲のままに木々を食い尽くしたことだろうが、いちおうわしはそれなりの知能を持つ獣である。枯らさぬように食事の節度を保ちつつ、一部の木の実は土に埋めて芽吹きを促した。

　そんなこんなで十数年が経たった頃にはちょっとした雑木林にまで成長して、あとはわしが世話をするまでもなく森が勝手に広がっていったのだ。

「それにしてもレーコ。お主も土の質というのが分かるのね」

「はい。私もまだ未熟ではありますが、これだけ異質な土とあらば驚嘆せざるを得ません」

「異質？」

　確かにいい土ではあるが、そこまで大おお袈げ裟さにいうほどだろうか。

「はい。土に限らず、そこらじゅうの苔も草も木も、すべてが魔力を帯びています。こうして一握りにしただけでは微々たる量ですが、この樹海全体ではとてつもない総量の魔力となるでしょう。これを喰らい尽くせば、確かに大きな力の足しとなるに違いありません」

「へ？」

　年の功である危機察知能力として、わしも魔力の気配を感じることはできる。しかし、どれだけ注意深く周りを意識してみても、魔力の欠片かけらも感じられはしない。

　だが、レーコが言うのであれば単なる勘違いではあるまい。この子の感覚は（わしに関することを除けば）異常なほど鋭敏なのだから。

「それって魔物とかの魔力ではないよね……？」

　わしは額に汗を浮かべながら言う。魔物から逃れるためにここに来たのに、肝心のここに魔物が潜んでいては話にならない。

「邪悪な気配は感じません。ただ自然に宿っているだけとしか」

　そのとき、いきなりレーコが形相を険しくして背後を振り返った。わしには見えないくらいの速度で短剣も同時に抜き放っている。

　そして横よこ薙なぎに斬撃を放つと、風の刃やいばが立ち並ぶ木々の根元を水平に切り裂いた。株と泣き別れになった大木の幹が次々と傾き、轟ごう音おんとともに大地を揺らしていく。

　わしは怯おびえて身を伏せながら、

「ど、どうしたのレーコ？　急に技なんか撃って。危ないじゃろ」

「申し訳ありません。何者かがそこにいたかと思ったのですが、気のせいだったようです」

　気のせい？

　視界の悪い森の中では見間違いなど日常茶飯事だが、果たしてレーコがそんなミスを犯すだろうか。

　わしは不吉な寒気を覚えながら、レーコが斬撃を放った倒木のあたりを見た。

　すると、そこには信じられない光景が広がっていた。

　倒れたばかりの木々がみるみるうちに苔むして深緑の土壌と化し、切株からは新たな芽が吹いて天へと伸びあがっていく。数十年かけて育つべき大樹が、たったの十数秒で再びその姿を復元しようとしていた。

「おお、さすがは邪竜様の古巣であります。これなら無限に食べ放題というわけですね」

「わし、一気に食欲がなくなってしまったなあ」

　うにょうにょと蠢うごめいていた芽は、もはや元通りの大樹にまで成長して何事もなかったかのように鎮座している。

　こんな得体の知れない植物、いくら美味しくても食べたくない。

　いったい何事か。

　わしの知らぬ数千年の間に、この森はどんな魔境に変へん貌ぼうしてしまったというのか。




　──ぶらり、と。




　悲嘆に暮れるわしの視界の隅を何かが大きく横切った。

　一瞬のことだった。わしが視線を上げたときにはもうその「何か」は通り過ぎた後で、辺りを見回しても見当たらない。

「んん……？」

　わしが目をゴシゴシと擦こすっていると、またしても何かが視界の隅を横切った。今度は素す早ばやく視線で追おうとするが、かなりの速さで過ぎ去ってしまい、またしても見失う。

「猿とかムササビかの……？」

　そう思ってわしが視線を正面に戻したとき、謎の物体は唐突にその正体を見せた。

　再生していく木々の間を、長いツタにぶらさがった幼い少女が悠々と揺れ動いていたのだ。レーコよりもさらに背丈は低い。全身を葉っぱで覆っており、ぱっと見ると緑色のミノムシのように映る。

「こ、子供……？　こんな森の中に……？」

　何度か瞬まばたきしてみるが、ぶら下がっている少女の存在は見間違いではない。

「どうかされたのですか邪竜様」

「れ、レーコ。もしかしてあれ。お主がさっき見たやつ？」

　わしがミノムシ少女を指差すと、すかさずレーコも頭上にぶら下がったツタに視線を向ける。

　だが既にその姿は消えていた。残っていたのは、どこか不自然に揺れるツタのみだ。

「見当たりませんが……邪竜様は何者かを捕捉されたのですか？」

「なんだか今、そこに子供がおったのが見えたのよ。もう消えてしまったけど」

　レーコが鼻をひくひくとさせて周囲をぐるりと眺める。

「周囲に人間はいません。同じく魔物もいません。この近辺に感じる気配は、私と邪竜様のものだけでございます」

　自信たっぷりにそう言い放つレーコのすぐ背後に、蜘蛛くもの糸のようにツタが伸びてまたもミノムシ少女が降りてくる。

「む？」

　レーコも違和感を覚えたのか、すぐに首を回して背後を向く。今度は隠れる暇もなく、レーコとミノムシ少女は至近距離で顔を突きあわせた。

　しかし、レーコは反応を見せずに首を傾かしげた。

「おかしいですね。今、すぐ後ろに何かが降りてきたような気配があったのですが」
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　目の前にいるにも拘かかわらず、レーコの目にミノムシ少女は映っていないようだった。

　だが、なぜわしにだけ見えているのだろうか？　わしにも多少の眼がん力りきがあるとはいえ、探知能力でいえばレーコの方が大きく上だというのに。

　疑問に感じながらミノムシ少女をよく見て、あることに気付いた。

　森の中が薄暗いせいで今まで見落としていたが、ミノムシ少女の身は霧か幻であるかのごとく──半透明に透けていた。

　一気にわしの肝が凍り付いたところで、追い打ちのごとくレーコが言う。

「あるいは、この世ならぬ亡霊の類でしょうか。冥府の支配者である邪竜様の目にだけ留とまるということは、その可能性が極めて高いかと思います」




　わしは脱だつ兎とのごとくその場から逃げ出した。




　　　　＊




　逃げてばかりの一日である。

　謎の魔王軍幹部の手紙から逃げて懐かしの森に来たかと思えば、そこで亡霊と思おぼしきミノムシ少女に遭遇して二度目の逃走。

　わしの安住の地はどこにあるというのだろう。

「うう。どこかに静かで安全でいつまでも寝て暮らせるような場所はないかのう……」

　疾走しながら嘆くわしと対照的に、レーコは楽しそうに森を駆け回っている。猿よりもなお機敏な仕草でスルスルと木に登り、樹じゆ上じように実っている果実をむしゃむしゃと──

「ってレーコ！　拾い食いはいかんよ！　わしと違って、お主はお腹なかを壊してしまうかもしれんのじゃから」

「いえ大丈夫です邪竜様。この果実は無害です。ライオットの家でハチミツ漬けにしていたのを見たことがありますから」

「それもあるけど……魔力も宿っておるんじゃろ？　普通の果実とは違うんじゃから」

　わしの言葉を受けたレーコは、木の上でしばし考え、桃に似ている果実をぱくりともう一度齧かじった。

「あ、こら！」

「……なるほど。仰おつしやるとおりのようです」

「え？」

　すたっ、とレーコが地面に着地する。

「私では食べてみてもこの森の魔力は吸収できないようですね。無駄にしてはいけないので、無む暗やみに食べるのは控えさせていただきます」

「そういう意味ではないんじゃけど……まあ拾い食いをせんならそれでええかな」

　レーコは食べ残しの果実を地面にそっと置いた。普段のわしなら勿もつ体たいないから残りをいただくところだが、いかんせん得体の知れない森の産物である。

　どうせレーコが切り倒した大木のように、すぐ苔こけに覆われて消えるだろうし──

「ありゃ？」

　そう思って恐る恐る果実を眺めていたが、まるで消える気配はなかった。樹上を仰いでみても、レーコがもいだ果実も再生していない。

「どうかしたのですか？」

「いやね。さっきと違って果実は元通りにならないんじゃなあって」

　そういえば、到着してすぐにわしが食べた草もすぐに生え変わったりはしていなかった。単純に壊すのと食べるのでは何か違うのだろうか。

「試しにもう一回このあたりを更地にしてみましょうか」

「いやいや。そこまでせんでもええよ。ほんのちょっと気になっただけじゃから」

　わしは慌てて首を振る。迂う闊かつにまた木を倒して騒ぎを起こせば、さっきの幽霊（？）がまた寄って来るかもしれない。

　思い出しただけで背筋が寒くなり、わしはさらに逃げの足を早める。魔王軍から身を隠すためにもこの森から出るわけにはいかないが、できるだけ不穏な存在とは距離を置きたい。

「──ん？」

　そこで、わしは自分の目を前脚でごしごしと擦こすった。

　立ち並ぶ前方の木々の向こう側に、あるはずのないものが見えたからである。

　緑に苔むした地面ではなく、乾いた土質の平らな地面。丸太組みの小屋が立ち並び、獣よけのためか篝かがり火びの台座がいくつも並んでいる。

　明らかに人の住む集落だった。

「レーコ。ここは森の中じゃったよね……？」

「そのように見えましたが……」

　わしらが樹海の上空にいたとき、こんな人里はまるで見当たらなかった。

　と、そこでレーコが眼めを蒼あお色いろに輝かせた。千里眼を発動しているときの特徴である。しかも輝きの強さからして、かなり気合を入れているようだ。

「迂闊でした。どうやら、何かしらの魔法で村の存在が隠蔽されていたようです。森の外からでは視認できないようになっているのでしょう。私の目を謀たばかるとは、なかなか小こ癪しやくなことをしてくれます。焼き払いますか？」

「村を発見してからの第一発想が修羅すぎではない？」

「邪竜様の私有地ともいえるこの森を勝手に住すみ処かとする不届者には厳罰を処さねばなりません」

「そんなの全然構わんって。森はみんなのものなんじゃから」

　そう言いつつ、わしの胸には僅かな希望が湧いていた。切り倒してもすぐ再生したり、亡霊のような少女が跋ばつ扈こしていたり──わしの記憶と違ってずいぶんと妙なことになっていたこの森だが、ここの住民たちは何か事情を知っているかもしれない。

　今のわしは薬も飲んで何の変哲もないトカゲの状態である。レーコも外見だけでいえば普通の少女。この秘境のような村ならば、これまでペリュドーナやセーレン、アスガで起きた騒ぎが伝わっているとは思えないし、先入観なく本当のわしを見てもらえる。

「レーコ。今回こそは住民のみなさんと平和的に接したいと思うから、暴れたりはしないようにね。ただの旅人という設定で」

「承知いたしました」

　そして森のことを知る以上に、これは大きなチャンスである。

　レーコですら容易には見破れぬほどの魔法に護まもられた人里。ここで好意的に滞在を受うけ容いれてもらえれば、わしの安息はぐっと近くなる。

　絶対にこの機を逃すわけにはいかない。

　わしはレーコと並び、意を決して森の木陰から集落へと踏み出していく。

「おぉーい。誰かいませんかのー？」

　声を上げてみると、即座に反応があった。

　一斉に村中の小屋の戸が開け放たれ、世にも恐ろしい鬼神の木面を付けた半裸の男たちが飛び出してきたのだ。

　握る得物は斧おのや槍やりと様々だが、全員がこちらに明確な敵意を発していた。

「侵入者。侵入者」

「森。荒らした。侵入者」

「血肉。散らせ。償え」

　あっという間にわしらは包囲される。男たちは謎の民謡を歌いながら、武器を振りつつじりじりと距離を詰めて来る。

　早くも駄目そうな気配が濃厚に漂うが、まだわしは諦めなかった。

　もしかするとこれは彼らの部族に伝わる歓迎の儀式かもしれないのだ。次の瞬間には破顔一笑して宴うたげの準備を始めてくれる可能性もゼロではない。きっとそうだ。それ以外考えられない。

　問題はそれよりもレーコだ。案の定、こめかみに青筋を浮かべて不穏な魔力を放ち始めている。

「貴様ら。その切っ先を向けているのが誰か理解しているのか？　よほど消されたいらしいな……」

「駄目じゃってレーコ。お願いだから落ち着いて。千載一遇のチャンスを無にしないで」

「しかし、先に喧けん嘩かを売ってきたのはこいつらです」

「これはきっと歓迎してくれておるんじゃよ。そういう儀式なの。じゃから怒ったりしてはいかんの。ね？　そうじゃよね？　みなさん？」

　わしは仰あお向むけに転がって無抵抗をアピールする。と、木面の男たちは寄り集まってゴソゴソと密談を始めた。それから槍や斧を地面に捨てる。

　──わしの祈りが通じた。

　そう思った途端、男たちはどこからともなく縄を取りだし、わしの四肢をぐるぐると拘束し始めた。

「獲物。獲物」

「新鮮。新鮮」

　いつの間にやら丸太に手足を括くくりつけられ、狩られた鹿のように担がれてしまう。

「邪竜様。さすがにこれは粛清対象なのでは？」

「レーコ。これはね、わしを神み輿こしに担いでくれておるのよ。決して短気を起こしてはいかんよ」

　他人を信じる心は何よりも尊い。火を起こしてわしを丸焼きにしようとしているのはきっと錯覚に違いない──いやもうさすがにレーコ的ポジティブ解釈は無理である。

　限界を迎えたわしが悲鳴を上げかけた、そのときだった。




「こらぁっ！　皆さん！　そういう風に外の人を脅かすのはやめなさいと言っているでしょうっ！」




　木面の男たちを一喝する声があったのだ。

　声の主は村の奥から走ってくる一人の女性だった。半裸の男たちとは違って、こちらは革製ジャケットに登山ブーツという整った装い。歳としは二十代半ばだろうか。クリーム色の長髪が揺れており、分厚いレンズの丸メガネは知的な印象を与える。
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　と、いきなり男たちが面を外して流りゆう暢ちような言葉遣いで話し始めた。

「いやあ、そうは言ってもねシェイナ先生。軽い気持ちで森に入っていく奴やつは今も多いんですわ。こうして脅かしとかないとまた繰り返すでしょう？」

「わざわざ追い打ちをかける必要はありません。不用意に森に入った者には、既にそれなりの罰が下っているはずですから」

　焚たき火びの傍そばで転がされたままのわしは、恐る恐る発言する。

「あ、あの。これは演技ということでええの？」

　シェイナと呼ばれた女性が困ったような表情で頷うなずく。

「ええ、そうなんです。無暗に森に入った者はたっぷり脅かして二度と立ち入らせぬようにするのがこの村の風習でして──ただ、ここまでやると反撃してくる方もいますからね。私としては、もう少しやり方を穏当に改めた方がいいと常々思っているのですが」

　待った待った、と男衆が腕を組む。

「俺たちだってこの儀式をやって長えんだ。相手は十分見極めた上でやってらあ。今だって、こんな小さい嬢ちゃんを直接脅かしちゃ可哀かわい想そうだから、こっちの荷馬……荷トカゲ？　の方を脅したってわけよ」

「悪いけど、わりと重大な過ちじゃったと思うよ」

　現に今もレーコから放たれる殺気が一段階強くなった。あと何度か逆げき鱗りんに触れたらこの村が蒸発するハメになる。以後の言葉は慎重に選んで欲しい。

　ただ、わしらに非があるようだということは分かった。

「森に入ってはいけなかったのかの？　すまんの、本当に悪気なく入ってしまったんじゃよ。もしかしてお主たちにとって大事な場所とか？」

「大事は大事だけど、立入禁止なのはそういう理由だからじゃねえな。ここは『惑わしの森』っていって、入ると絶対に遭難しちまう危険地帯なんだよ。脅してるのは、遭難者を増やさないためってところかな。物見遊山で遭難されちゃこっちも迷惑だし。あんたらもこの村に出られるまでずいぶん迷ったんじゃねえか？」

　男衆がわしの拘束を解きながら快活に笑う。一方わしは少し首を傾げて、

「遭難……というほどは迷わなかったのう。この村もすぐに見つけられたしの」

　急に男たちがざわついた。

「すぐに？　森に入ってどのくらいで脱出できたんだ？」

「えっと。この森に入ったのが三十分くらい前で、この村に来たのがちょうど今じゃよ」

「同じ木々の間を何百回も巡り続けたりしなかったのか？」

　無論である。いちおう野生動物なのだから、わしもそこまで方向音痴ではない。

　だが、面々は信じられぬ様子でわしとレーコを交互に見定めている。

「そういえばそっちの子、遭難したとは思えないほど身なりが整ったままだな……」

「馬鹿な。それじゃあ、森の主に化かされなかったのか？　脱出には最低でも一か月はかかるはずだぞ。おいあんたたち、いったいどうやって森から抜け──」

「え、え」

　男たちからの詰問に当惑するわしの前に、かばうようにして人影が割り込んできた。

「落ち着いてください皆さん。そんな風にいきなり問い詰めても、この方たちが困るだけでしょう？」

　眼鏡めがねの女性、シェイナである。

「しかしよ先生。森の主が侵入者を化かさなかったなんて聞いたことないぞ？　森に異変でも起きてるんじゃないか？」

「焦る気持ちは分かります。しかし、だからこそ冷静に対応を考えましょう。この方たちは森について何も知らないようですし、ここで一方的に問い詰めても有意義な話になるとは思えません」

　落ち着いた雰囲気である。先生と呼ばれているし、もしかすると村の中で知識人的な役割を担っているのかもしれない。

「ここは私に任せてください。この方たちからゆっくり話を聞いた上で、森に異変が起きていないか確認したいと思います」

　男たちはしばし話し合っていたようだが、やがて全員が頷いた。

「それもそうだな。俺たちゃ魔法とか魔力なんてのはよく分からんから、先生に任せることにするよ。よろしく頼むぜ」

「はい！　お任せください！」

　手をぱちんと叩たたいてシェイナが自信に満ちた笑みを作る。小躍りしそうな雰囲気ですらある。

「おい貴様ら。勝手に何やら話しているようだが、それよりも先に邪竜様への非礼を謝罪すべきではないのか？」

「まあまあ、済んだことはええじゃないレーコ。心は広く持たんといかんよ」

　のほほんと浮かれてわしはレーコを宥なだめる。一時は焼肉にされるかと思ったが、まずまず好意的に受け容れてもらえそうなのだ。それだけでお釣りが来るほどである。

「ん？　邪竜？」

　と思ったら、藪やぶ蛇へびを踏んでしまった。立ち去ろうとしていた男たちがわしの呼び名に反応してしまった。

「そういえばさっきからそう呼んでたっぽいけど……なんだか穏やかじゃねえ呼び名だな。森を無事に抜けて出たってのも、只ただ者ものとは思えねえし……」

「あ、あのね。違うのよ。ほらわしって見た目は黒いから怖そうじゃろ？　だから邪竜ってあだ名で呼ばれておるのよ」

「ふ。バレてしまってはしょうが──」

「レーコ。お願いだから自らフリを放って回収しないで。あとまだバレてはおらんから。挽ばん回かいできそうな状況では諦めずに最後まで可能性を追って」

　必死で取り繕おうとするわしだったが、その慌てぶりがかえって彼らの警戒心を刺激してしまったらしい。

「なあ先生。あんたみたいな魔導士なら、他人が魔力を持ってるかどうか分かるんだろ？　こいつらは怪しくないのか？」

　はっとしてわしはシェイナの方を振り向いた。よくよく見てみれば、彼女には僅かながら魔力の片へん鱗りんが見て取れた。

　相手の魔力を見定めるというのは基礎的な技能だ。経験さえ積めば魔力を持たぬわしですら可能になる程度である。魔導士なら何をかいわんや。

　──そしてさっきまで、レーコは殺気混じりの邪悪な魔力を放ち続けていた。




「魔力は感じますが、決して邪悪なものではありません。みなさん心配しないで下さい」




　ところが。

　わしの危惧に反して、シェイナはニコニコとしながらこちらの弁護を述べてみせた。

　眼鏡の中央をくいと指で持ち上げ、彼女はわしらに手招きする。

「さあ、ついてきてください。私の家にご案内します」

　魂胆は不明ながらも、庇かばってくれたことはありがたい。わしらはシェイナの先導に従って、村人たちから足早に逃れる。

　シェイナに追おい縋すがりながら、わしは小声で礼を告げる。

「あ、あの。さっきはありがとうの。でも本当にわしらは無害じゃから」

「今後も無害かどうかは貴様らの態度次第だがな……」

「レーコ。お主ってばなんでそういう怖い発言をしちゃうの。態度に関わらず恒久的に無害なスタンスを心がけなさい。ええと、シェイナさんじゃっけ？　この子の言動についてはどうか大めに見て──」

　しぃ、とシェイナは人差し指を口の前に添えて沈黙を促した。

「他人に聞かれたらいけません。すべて分かっています。詳しい話は屋内に入ってからにしましょう」

「え？」

　眼鏡のレンズを白く輝かせてシェイナは不敵な表情を見せる。

　わしらを庇ってくれて、しかも状況の理解が早い人となると……

「邪竜様。これでしょうか？」

　レーコが胸元に下げた銀の首飾りを指差す。アスガを出国するときに【レーヴェンディア様ファンクラブ】の邪教徒一同からプレゼントされたものである。

　この首飾りは各地に潜伏している邪教徒たちに周知されており、見せて歩けばそれとなく支持者が接触して来るはず──という話だった。

「この人もそうなのかの？」

「もしくは邪竜様のご威光を肌身に感じ、今この場で帰依したという可能性も」

　その線はたぶんないから、元からの邪教徒という可能性が大である。

　そう分かった途端にわしの肩から力が抜ける。邪教徒の人たちは初見時こそ危険集団かと思ったが、実際に会ってみると（レーコ的な趣味趣向の偏りはあるものの）意外と良識的な人たちだった。

　こうして見知らぬ土地で会えたのは幸運といえる。

「ささ、こちらです。どうぞどうぞ」

　小さい村ゆえに、シェイナの家にはすぐ着いた。基本的には周りの小屋とほとんど変わらぬ丸太組の造りだが、高床式になっていて少し上等そうに見える。

「あの、家に入る前に脚を洗わんでも大丈夫かの？　わしとレーコ、森の中を歩いてきたから土とか苔こけとか付いておると思うんじゃけど」

「そんなこと気にする必要はありません。さあ、すぐに入ってください」

　せめて濡ぬれ布ぶ巾きんの一枚くらい欲しかったが、家主であるシェイナは「いいから早く」とわしらの背を押してくる。この強引さはやはり邪教徒で間違いなさそうだ。

　レーコは得心した様子で「ふっ」と笑う。

「邪竜様の足跡が床に残れば、そこはもはや聖地といっても過言ではありません。自宅が聖地と化せば信者にとっては光栄の極み。ここは遠慮せずに敢あえて大いなる一歩を刻み付けてやりましょう」

「そ、そうなの？　悪い気がするけど……」

「とんでもありません。なんなら今から全身に土を塗り直して五体投地した方が喜ばれるくらいかと思います」

「魚拓みたいじゃね」

　さすがに気が引けるのでそこまではしない。後で掃除したくなるかもしれないし。

「んじゃあ、お邪魔しますの」

「上がらせてもらうぞ」

　シェイナに背後から促されつつ、わしとレーコが敷居をまたぐ。

　その瞬間。

　ガチャン、と。

　ほとんどノータイムでシェイナが背後の扉を閉じ、さらにその上から鎖と錠前を何重にも張り巡らせ始めた。

「え、えっと？　戸締りにしては厳重すぎないかの？」

「ふふふ。念のためですよ、念のため。お気になさらずごゆっくり座っていてください」

　一心不乱に作業を続けながらシェイナは答える。

　一抹の不安を覚えたわしだったが、彼女の奇行はこれで止まらなかった。扉を完全に封じきったと思ったら、今度は家中の窓という窓に木板を打ち付け始めたのである。

　金かな槌づちを振るう音に身を震わせながら、わしはおずおずと尋ねる。

「あ、あの……？　なんで窓を塞いでおるの？」

　これは事実上の監禁ではないのか。

「念のためです。あ、暗いようでしたらランプをどうぞ。そこに置いてありますから」

　レーコが手を伸ばして光を灯ともす。炎ではなく魔石を光源とするタイプのランプだ。

　照らされた室内をよくよく見れば、家具らしい家具は机と椅子くらいで、後は本棚ばかりが並んでいる。もしかするとこの家が高床式だったのは、本を湿気に晒さらさないためなのかもしれな──

　と、考えかけたが、鳴り響く金槌の音の前ではそれ以上の感想は浮かばなかった。ただひたすら当惑の感情がこみ上げてくるばかりである。

　たまらずわしは声を落としてレーコに尋ねる。

「ねえレーコ……この人って何をしようとしてるのかの？」

「邪竜様と同じ空気を吸う喜びを堪能するため、家中の通気口を塞いでいるものと推察されます。流れ出る空気を減らせば減らすほど、空気中の邪竜様濃度が上がりますから」

「レベルの高い発想じゃなあ」

　わしでは一日考えても出ない類の発想を即座に回答してみせるレーコ。しかし、その解釈ではシェイナの「念のため」という言葉といまいち嚙かみ合わない気がする。

　しばらくして、窓を塞ぎ終えたシェイナがわしらの前に正座で腰を下ろした。

　床に置いたランプを中央に三者が輪になる形となり、下から照らされる表情はどこか不気味に見える。

　そこでレーコは、ローブの懐に手を突っ込んである物を取り出した。

「貴様は運がいい。こうして邪竜様をもてなすという大役に与あずかれたのだからな。末代までその栄誉を語り継ぐとともに、これを記念にとっておくがいい」

　そう言ってレーコが差し出したのは、自然に落ちたと思おぼしきわしの古い鱗うろこだった。

「お主。まだそんなもの持っておったの？」

　プラバス公の墓にも供えていたが、あれ以外にも持っていたとは。

「はい。邪竜様から落ちた鱗は一枚残らずすべて拾い集めております」

「そんな大層なものじゃないんだから、わざわざ集めなくても」

「何を仰おつしやいます。邪竜様を拝する者にとって、この鱗はどんな宝よりも価値のある逸品でございます。そうだな貴様？　今後はこれを家宝として仰ぐが──」

「あ、そういうのは別に結構です」

　しかし、レーコが差し出した鱗はあっけなく差し戻された。遠慮という風ではない。完全に興味がない様子である。

　──しまった。

　この反応は邪教徒のものではない。ごく普通の一般人がわしの鱗を差し出されたときのリアクションである。あまりに決めつけが早すぎた。

　しかしポジティブをこじらせたレーコはこの程度で水を差されない。

「そう遠慮しなくてもいい。邪竜様の鱗を手に入れる機会など、この場を逃したら今後一生訪れるものではないからな」

「へえ、これってそこまで珍しいものなんですか？」

　レーコの押しの強さにシェイナも聞き返してくる。わしは「彼女は邪教徒ではない」とレーコを止めにかかろうとしたが、それよりもレーコが語り始めるのが早かった。

「もちろんだ。邪竜様の鱗は煎じれば万病の薬となり、武具に用いればあらゆる魔力に打ち勝つ究極の素そ材ざいとなる。求める者はこの世に数多あまたといる至上の宝物だ」

「邪竜……あっ。それって、もしかしてあの有名な邪竜レーヴェンディアのことですか？　そういえばそちらのドラゴンさん、目と鱗の色が噂うわさと同じですね」

「はぁっ！」

　あっさりバレてしまった。そして、こうなるともうレーコは止まらない。

「なんだ気付いていなかったのか。そう、ここにいるお方こそ正真正銘、本物の邪竜レーヴェンディア様だ。姿を小さくしていたから分からなかったか？」

「待ってレーコ。たぶんこの人はファンクラブの邪教徒さんではないから！　それ以上の暴露は厳禁じゃから！」

「そうだったのですか。では、乗りかかった船ですし今から勧誘して邪教徒にしてしまいましょう」

「後付けで辻つじ褄つまを合わせればよいというものではないよ？」

　レーコを止めながら必死にこの場を乗り切る理屈を考えていると、ふいにわしの肩がつつかれた。指の主は──シェイナだった。

「あ、あのね。違うのよ。わしがレーヴェンディアっていうのはね」

「そんなことはどうでもよいので、早く本題に入りましょう！　どうやってあなた方は森の主──精霊さんに認められたのですか？」

　興味津々で尋ねてくるその表情ときたら。レーヴェンディア云うん々ぬんの話題など、まるで眼がん中ちゆうになさそうだった。




　　　　＊




「ぬふふ。こう見えても私、何度も森に侵入を試みていましてね。既に五回以上はトライしているのです。しかし恥ずかしながら最短の脱出記録でも一週間はかかっておりましてね。ぜひともあなたたちの経験を参考にさせていただけませんか？　たった三十分で脱出とはこの『惑わしの森』脱出タイムアタックにおけるブレイクスルーといって過言ではありません。過去に私が挑戦した際にネックになったのが──」

　知的で落ち着いた雰囲気の女性、といった第一印象はどこへやら。

　今現在、シェイナは怒ど涛とうの長広舌を繰り広げている。

　状況についていけないこちらは完全に置いてけぼりなのだが、熱のこもった話し方ときたら、わしについて語るときのレーコや邪教徒たちとそっくりである。これが俗にいうマニアというやつか。

　それにしても気がかりなのは、

「タイムアタックといっても……森に入るのは禁止されておるんじゃなかったのかの？」

「もちろんです。だから、村の方々にバレないように侵入する必要がありまして。村外に用事があるとか理由を付けて、長いこと行方不明になっても問題ないように下準備するわけです。つい先ほど扉と窓を閉じたのも、この会話が外に漏れないようにするためですが、何よりも大事なのは日頃からの信頼というべきで、品行方正に努めてこそ──」

「ま、待っておくれ。そこまでは聞いておらんから」

　一を聞いたら早口で十の答えが返って来る。わしは慌てて手を振って制止した。

「それに、いきなり森がどうこうという話をされても、わしらは何が何だかさっぱりじゃよ。わしらは全然ここのことを知らんわけじゃし」

「むむ？　しかし先ほど同志と言っていましたよね？」

　くいっ、とシェイナが眼鏡のつるを持ち上げる。

「お主がどういうつもりで言ったのかは分からんけど、あれは誤解じゃよ。レーコが言った同志というのは、わしのファンの方という意味でね……」

　わしは自分で言いながらちょっと頰ほおを赤くした。自分で自分にファンがいると説明するのはこの上なく恥ずかしかった。

「そうだったのですか。それはまた早とちりで失礼いたしました。こちらとしましては、森の主たる精霊さんを敬愛する同志かと思ったのですが、いやはや思い違いだったのですね。残念です」

　精霊さん？

　それは魔物の類では──とわしが聞き返す前に、レーコが会話に割り込んできた。こちらもシェイナに負けずの長広舌を披露する。

「もしも貴様が望むなら、今からでも邪竜様の信徒に迎え入れることはやぶさかでないぞ。日頃守るべき最大の戒律は、一日一度は邪竜様の偉大さをさりげなくアピールすることだ。もちろん自身が闇の組織たるファンクラブ会員だと悟られぬように、細心の注意をもって自然なアピールをする必要がある。たとえば『今日もいい天気だな。きっと邪竜様がその大いなる御お力ちからで雨雲を消し飛ばしたんだろうな』などという風に天気に絡めて話すのが初心者向けだ」

「初心者向けにしては危ない橋を渡りすぎではない？」

　ほとんど自白に近い。というか、そんな教義はたぶん存在しない。邪教徒の人たちはわりと巧妙に隠れていたみたいだし。

　と、シェイナは笑いながら軽く掌てのひらを振った。

「申し訳ありませんが私は精霊さん一筋なのです。あなたの熱量を見る限り、二股の生半可な気持ちで務まる会ではなさそうなので遠慮させていただきます」

「そうか。いずれ生半可ではない覚悟が決まったらまた門を叩くがいい」

　微妙にズレたやりとりだったが、シェイナとレーコの間の齟そ齬ごは軟着陸に成功したようだった。

　わしは咳せき払ばらいして、とりあえず場の空気をリセットする。

「ともかく、まずはお主がどういう人なのか教えてくれんかの？　村の掟おきてを無視しておるみたいじゃけど……悪い人というわけではないよね？」

「嫌ですねえ。悪い人は悪いなどと自分で言いませんよ」

「それはそうじゃけど」

　とりあえずわしの眼力で見定めてみても、さして悪意は感じない。ただし、世の中には悪気のない迷惑というものもある。眷けん属ぞくを自称して大暴れするとか。

「冗談はさておき。私は特別いい人でも悪い人でもありません。ただこの森に棲すむ精霊さんに興味があるだけの三流魔導士であります」

　自信満々にそう言って、シェイナは森の方角を指差した。窓を塞いでいるせいで、そちらを振り向いても貼板の木目しか目に入ってこないけれど。

「その精霊というのは何だ？　そいつが遭難の原因なのか？　魔物ならばこの私の刃やいばの錆さびにしてくれるが」

　ランプの灯あかりに短剣の刃を煌きらめかせてレーコが言う。確かに、遭難を招く危険な存在だとしたら、あまり放置するのは好ましくなさそうである。

「いえいえ。精霊さんは魔物とは違いますよ。邪悪な存在でもありません。まあ、迷い込んだ人に幻覚を見せて遭難させる原因ではあるのですけれど」

「害なす存在なら魔物だろう」

「それがですね。ここで遭難した人は、なんだかんだで無事に出てこられるんです。この村でもごく稀まれに住民がうっかり迷い込んでしまうことがあるのですが、放っておけば戻ってきます」

　わしは首を傾かしげた。魔物だったら、そのまま迷った人を衰弱させて獲物にしそうなものである。

「それに危険というばかりでもありません。周囲の魔物は精霊さんの棲むこの森を警戒して寄って来ませんから。そのおかげで森に囲まれたこの村は平和に過ごせているのです」

「えっと……その精霊というのはどういう存在なの？　神様というわけでもなさそうじゃし」

　ここまでの話を聞く限り、いいものなのか悪いものなのか全然分からない。森に棲んでいる得体の知れないものという印象しかない。

　わしの疑問に対し、シェイナはなぜか敬礼の姿勢で嬉しそうに返してきた。




「それが現状ちっとも分かっていないのです。だからこそ、親交を深めてみたいわけでありまして」




　　　　＊




　聞けばシェイナは、謎多きこの『惑わしの森』に関する相談役を村で務めているらしい。辺境の地で魔導士が重用されるのはよくあることで、先生と呼ばれていたのもその役職ゆえだろう。

　ただ、理屈っぽい話し方はどこか本物の教師のような印象もある。

「精霊さんは森に入り込んだ者を惑わせて遭難させる習性があります。しかし、あなた方は道に迷わなかった。その理由を知るためには、比較実験を繰り返すことが重要だと思うのです」

　しかし今はそんなことよりも、

「ねえねえ。なんでわしは森の前に立たされておるの？　ここに入ってしまったら遭難してしまうんじゃよね？」

　わしが比較実験とやらの材料にされそうになっていることの方が遥はるかに重大だった。

　村の隅も隅。ほとんど誰も来そうにない草むらで、わしらは村人に隠れてしゃがみこんでいた。

「さっき説明したではありませんか。まず、無事に森を通過できた要因があなたにあるのか、それともこちらのレーコさんにあるのかを確かめる必要があります。ですので、まずはあなた一人で森に突入してもらおうかと」

「ふ、どちらも何も邪竜様のおかげに決まっているだろう。私はただ邪竜様のお導きに従っただけのこと……」

「レーコさんもこう仰っているので、有力そうなあなたに先陣を切ってもらおうかと」

　わしは断固拒否の姿勢でレーコの足元に縋すがり付ついた。

「ねえレーコ。わしを実験材料にすることはお主的にセーフなの？」

「これも邪竜様の偉大さを知らしめるよい機会にございます。それに、ここで邪竜様の偉大さをアピールできれば本日の戒律ノルマを消化できますので」

「その戒律ノルマってさっきお主が作った設定じゃよね？　即席の設定で自縄自縛になるのはよくないと思うよ」

　と、粘るわしの背中にぽんとシェイナの手が置かれた。

「ご心配なく。ここで遭難されてはこちらも困りますので、ちゃんと命綱付きの首輪を用意しています。あなたが道を見失っても、ヘルプの合図にこの縄を引いていただければ巻き取って身柄を回収しますので」

「ほ、本当？」

　わりと整った安全対策に、ちょっとだけわしの心に妥協心が芽生える。

「……それじゃあ、これに協力したらわしらを村に滞在させてくれるかの？　この村は安全という話じゃったし」

「もちろんです。精霊さんの調査に協力してくれる方が増えるなら、むしろこちらからお願いしたいくらいですよう」

　わしはごくりと唾を飲みこんだ。

　森は精霊（？）とやらが棲み付いて魔境に変わり果ててしまったようだが、安全性の高いこの村に留まれるなら本懐は達成される。永住するわけにはいかずとも、あの手紙を送ってきた魔物が「レーヴェンディアなんて幹部はいない」と誤解に気付くまで身を隠せればいい。

　村と森との間には境界の敷石が置かれている。これを跨またげばもう侵入扱いとなる。

「村が見えなくなるくらい奥まで歩いて、また引き返してくればいいんじゃね？」

「ええそうです。普通ならそうしようとしても、途中で道を見失って遭難してしまうわけですが」

　大丈夫だ。命綱がついているし、わしが道を見失っても村側から引っ張ってもらえば大事には至らない。

「えいや！」

　勇気を振り絞ってわしは敷石を跨いだ。

　森の木々が陽光を遮り、暗さに慣れぬ目ではあっという間に夜闇が訪れたかのような錯覚を受ける。一度足を止めれば気勢が萎えるのは目に見えていたので、スタートダッシュの勢いのまま駆け進む。

　柔らかな腐葉土を何度も踏みしめ、なけなしの勇気が尽きたところでそっと振り返る。

　生い茂る木々と草に覆い隠され、村はもう見えなかった。




　──そしてわしの首から伸びた命綱は、途中でぷっつりと切れてその辺に先端が転がっていた。




「嫌あぁ───っ！　遭難は嫌あぁ────っ！」

　猛スパートでわしは来た道を駆け戻る。すぐに村の明るい光が見え、敷石を跳び越えて安全地帯に転がり出る。

「おぉっ素す晴ばらしい！　レーコさんの推測通り、無事に戻ってきましたよ！　脱出タイムは三十六秒！　前人未踏の新記録です！」

「当然だ。だから命綱など不要と言ったろう。邪竜様の眼めを惑わせるものなどこの世に存在するわけがないのだからな……」

「レーコ。命綱を切ったのはお主？」

「その方が邪竜様の偉大さがより際立つと判断いたしまして」

　事前にアポを取って欲しい。ぷつりと切れた命綱の先端を見たときは冗談抜きに心臓が止まるかと思った。

　と、わしの帰還にやたらと興奮していたシェイナがその場で足踏みを始めた。

「邪竜さんが無事に森を往来できるということは分かりました。それでは、今度は私が同行しても影響がないか試してみましょう」

「え？　ちょっと待って。わしもう一度行かないといけないの？」

　話が違う。というか、仮に譲歩してわしはいいとしても、

「もしもそれでお主だけ森から帰れなくなったらどうするの？」

「適当な用事で村の外に出ていったと伝えてください。一週間程度で脱出するコツは心得ていますから、そのうち戻ります」

「さすがに無理がありすぎるってば。わしらもまだ信用されてるわけじゃないんだから、その途端にお主が失踪なんかしてはね……」

「大丈夫ですよ。最終的に無事戻ればお咎とがめなんてありません」

　押しが強い人にわしの説得はだいたい通じない。そして何の因果か、わしの周りはだいたい押しの強い人しか集まって来ない。

　まあ、最悪の場合でもレーコがいれば捜索は可能である。この子なら森の幻惑だろうと特に関係ないはずだ。

　わしは観念の息を吐く。

「もう一度だけじゃよ？　あと、できるだけ森の奥には入らんようにするからね？」

「いやはや、度重なるご協力に感謝です」

「レーコはここで待っておいてね。もし一時間経たってもわしらが戻らなかったら迎えに来てくれるかの？　お主の千里眼なら大丈夫じゃろ？」

「はっ。意のままに」

　保険は打った。ついでに、森の中でわしとはぐれないように命綱をわしとシェイナの間で繫つなぎなおす。わしの首輪から伸びた綱とそれを握るシェイナの姿は、ほとんど散歩中の犬と飼い主も同然だった。

「それじゃ行ってくるね、レーコ。おとなしく待っておるんじゃよ」

「行ってらっしゃいませ。ご武運を祈ります」

　レーコに手を振ってわしは森に踏み入る。さきほどと同様、敷石を跨ぐなり周りは急に暗くなり、ほんの少し空気が冷える。

「おお！　これはすごい！　まるで普通の森みたいではないですか！」

　そんな環境の変化に物もの怖おじもせず、シェイナは周囲をぐるぐると見回して鼻息を荒くしている。

「そんなに興奮するようなものがあるかの？」

「こうして普通に入れたこと時点でもう大興奮たまりませんよう。いつも私が侵入すると、すぐに世界がぐるぐる回ったかのように景色が崩れて、いつの間にか方向感覚もデタラメに森を彷徨さまようハメになっているのです。他の遭難者の証言でも軒並みそんな感じです」

　正直いうと、わしにはあまりピンとこなかった。

　レーコと一緒に森へ舞い降りたときも、さっきの往復挑戦も、わしにとっては迷う要素など何一つなかったからである。

「ふむふむ……やはり人間でないというのが重要なファクター？　動物は惑わしの対象外ということですかね……しかし同行者にまで効果があるというのは……興味深い……」

　ブツブツと呟つぶやきながら、シェイナはポケットから取り出した小瓶に森の土などを採取していた。

「ねえ。そろそろ戻らないかの？　奥には入らん約束じゃろ？」

「あ、そういえばそうでしたね。名残惜しくはありますが、あまり調子に乗ってウロついて精霊さんの機嫌を損ねてしまってはいけません」

　素直に聞き入れてくれてほっとする。遭難についてはあまり怖くなくなってきたが、斬っても再生する木々だったり、亡霊らしきミノムシ少女だったり、この森には他の恐怖が目白押しなのだ。

　──ミノムシ少女。

「そうじゃシェイナ。お主に聞いておきたいんだけど、その精霊さんってもしかして女の子みたいな姿をしてはおらんかの？」

「ん？　なぜですか？」

「いやね。この森に入ったとき、精霊さんかは分からないけどそういう子を見たのよ」

　それが精霊だったら、得体の知れない恐怖はほんの少し緩和されるかもしれない。

　だが、シェイナは首を振った。

「残念ながら、精霊さんの姿というのは誰にも分からないのです。そもそも実体のあるものかどうかも分かりません。謎の多い存在ですから」

「……そっか」

　分からずじまいということか。ここで謎が一つでも氷解すれば、少しは気持ちが楽になったのだが。

　ならば変なことが起きる前に村へ帰ろう──とわしが提案しかけたときだった。

「む？」

　急にシェイナが森の奥の方を振り向いて唸うなったのだ。

「ど、どうしたのかの？」

「今、人の声がしませんでしたか？　子供の声のような……」

「ええっ？」

　わしは思わず何歩か引き下がった。ただでさえ怖いと思っていたのに、そんな怪談じみた話を始めないで欲しい。だが、シェイナは現実的な解釈を下したようだった。

「もしかすると遭難者かもしれません。放っておいても出られるはずですが、せっかくですから外まで案内してあげましょう」

「ああ、待って！」

　即断したシェイナが草を搔かき分わけて森の奥に踏み込んでいく。

　もう少し冷静になって欲しい。これも精霊の罠わなだとしたらどうするのだ。深入りさせて戻れなくさせるつもりでは──

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

　正しく言えば『精霊の罠』というのが杞憂だった。なぜなら、草を搔き分けて進んだ先にいたのは、罠なんかよりも遥はるかに大きな憂いの種だったからである。




「行けども行けども森ばかり……おい小僧。本当にこんな場所に精霊がいるのか？」

「お前みたいなドラゴンでも脱出できない森なんだから、特殊な場所ではあるだろ。手掛かりが見つかるまで、もうちょっと粘ってみようぜ……」

「難行だな。せいぜい飢え死にするなよ」




　そこにいたのは──ボロボロの身なりで必死にサバイバルに励んでいる銀のドラゴンと金髪の少年。

　見み紛まがうこともない、ドラドラとライオットだった。
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「なるほど。遭難したわけではなく、修行中の冒険者さんでしたか。これはこれは。邪魔をして申し訳ありません」

「いや、遭難してたのもある意味では本当だから気にしないでくれ。ありがとう」

　焚たき火びを囲んで団だん欒らんする中で、わしの心臓は早鐘のごとく鳴っていた。

　目の前にはわしを仇きゆう敵てきとして追うライオットと、じろじろとこちらを見回してくるドラドラ。若返りの薬で小さくなっているおかげで、ライオットはわしの正体にまったく気付いていない。

　しかし、ドラドラは小さくなったわしの姿を見たことがあったはずだ。レーコとの激戦の中で記憶は曖昧だろうが、それでもわしは生きた心地がしなかった。

「そこの小さいドラゴン。貴様……俺と会ったことはないか？　どこかで見たような気がするのだが」

「ぜ、ぜんっぜん記憶にないのう。他竜の空似ではないかの？」

　はぐらかしたつもりだったが、シェイナがこれに反応してしまった。

「おやおや？　もしかしてお知り合いですか？　邪りゅ」

「うわぁ──っ！　ちょっと待ってシェイナ！」

　わしは必死に叫んで言葉を中断させた。そしてシェイナに向けて囁ささやく。

「わしが邪竜っていうことは他言しないで。お主は気にしなくても、世間のほとんどの人は気にすることじゃから」

「そうですか？　邪竜さんは見たところちっとも邪竜らしくないようですし、あだ名ということで何も問題ないと思いますが」

「そうだといいんじゃけどね……世の中そう簡単じゃないのよ」

「ははあ。難儀なのですねえ。了解いたしました」

　とりあえず分かってくれたらしい。そうでないと困る。もしライオットがこの場で襲い掛かってきたら大変なことになるし、もしドラドラまで加勢してくるようだったらほぼ確実にわしは絶命する。

　足止めをしてくれる約束はどうしたのだ、と内心でアリアンテに抗議する。

　唯一、幸いといえるのは、ライオットたちが救助に応じるつもりがないということだった。

「とりあえず心配はしないでくれ。俺たちは強くなるためこの森に来たんだ。目的を遂げるまでは逃げ出すわけにはいかねえ」

「今のところ手詰まりだがな」

　そう言うライオットとドラドラだったが、既に衣服はボロボロで手持ちの食料も尽きかけているように見える。と、シェイナはライオットたちの荷物をじろりと見て、

「失礼ですが、お二方はいつ頃からこの森に？」

「ええと、半月くらい前かな……」

「ふむふむ。妥当なペースですね。あと二か月ほど経てば確実に脱出できるようになると思いますので、もし出たくなったらそれを目標に頑張ってください」

　しきりに頷いているシェイナに、ライオットは当惑顔になる。

「なんでそんなことが言えるんだ？」

「申し遅れました。私は趣味でこの森の精霊さんについて調査している者でして。こういう遭難ケースを聞き取り調査で何件も記録してきているのです」

「精霊！」

　いきなりライオットが叫んで石から立ち上がった。ドラドラも伏せの姿勢から一気に身を起こす。

「俺たちもそいつを探してきたんだ！　なあ、どこに行けばそいつに会えるんだ？」

「実は私も目下それを調査中なのです」

　がくりとライオットが肩を落とす。

「ただ、今までの調査結果から類推して、精霊さんに力を乞うのはやめた方がいいかと思います。不毛な結果になりがちですから」

「不毛？」

「たとえば、今まで聞き取りした最長例では三年近くをこの森の中で過ごした冒険者の方もいます。途中から森の幻惑もなくなり、自力で脱出できる状況になっていたにも拘かかわらず、精霊さんとの接触を求めて森で過ごし続けたわけですね」

「そいつはどうなったんだ？」

「結局は諦めて帰りました。無駄な時間を過ごしたと後悔していましたよ」

　三年と聞いてライオットは愕がく然ぜんとした表情を浮かべた。まあ、この場所に三年もいるというのは人間にとっては辛つらいだろう。

　と、ここでわしはシェイナの服を引っ張る。

「のう。いまいち話が分からないんじゃけど、精霊に会うと強くなれるものなの？」

「そう言われています」

「言われている？」

　どこか伝聞らしい口ぶりにわしは首を傾げる。

「そういう話は広く噂うわさされているのですが、信しん憑ぴよう性せいのある実例が極めて少ないのです。存在を明確に認識できる精霊というのもほとんどいませんから。冒険者の間に伝わる一種の風説といえるかもしれません」

「いや、噂や風説ではない」

　そこで口を挟んできたのは、意外にもドラドラだった。

「俺がかつて魔王軍にいた頃、精霊の存在について上司の【虚ウツロ】という魔物から聞いたことがある。巨おおいなる自然物に宿り、時として他者に膨大な魔力を分け与える──非常に利用価値の高い存在だと」

「おいこら！　魔王軍なんて言ったら変な誤解されちまうだろ！」

　ライオットが慌ててドラドラを制止にかかった。

「違うんだ。こいつは前は魔王軍にいたけど、今はまあ……人間を傷つけるつもりはないってことらしくてな。いろいろあって可哀かわい想そうな奴やつだから、聞かなかったことにしてやってくれないか」

「哀れむな小僧。俺は俺の誇りのために動いているだけだ……同情は無用」

　シェイナはわしが邪竜だと聞いたときと同じく「あ、そういうの別に気にしないので」という態度。一方のわしは、日頃の自分を見るような生温かい目でそれを見守る。

　再び石の上に腰を下ろしたライオットは、深刻な顔で俯うつむく。

「精霊の件だけど、どの冒険者からも成功したって話は聞けなかった。分が悪い賭けだっていうことはこっちも分かってる。だけど、俺たちにはこの手しかないんだ。イチかバチかでも粘ってみるつもりだよ」

「我らの仇きゆう敵てきは、元より普通のやり方では届かぬ相手だからな……」

　同意するドラドラが眺める空の先にいるのは、果たしてレーコかわしか。

　そこでシェイナがぱちんと手を叩たたいた。

「そこまで覚悟をお決めなさっているなら、私も精霊さんを求める同志として応援いたしましょう。実はこれまでの調査で見み出いだした私なりの『精霊さんにちょっとだけ気に入られる秘ひ訣けつ』というのがあるのです」

「本当か!?」

　ライオットとドラドラが希望を見出したかのように喜色を滲にじませる。しかし次の瞬間シェイナが放ったのは、とんでもない言葉だった。




「はい。手始めにとりあえず全裸になってください」




　は？

　悪ふざけにしてはタイミングが酷ひどすぎる。ライオットもドラドラも真剣なのだ。こんな藁わらにも縋すがりたい状況でそんなことを言うのはあまりにもタチが悪いとしか──

「脱いだぞ、これでいいのか？」

「俺は元より鱗うろこしか纏まとっていない」

　そこには僅か数秒でリクエストを完遂した二人の姿があった。

「ちょっとお主らぁ──っ！　特にライオット！　何を躊躇ためらいなく脱いでおるの!?」

「力を得るためだ。なりふり構っちゃいられねえ」

「なりふり構わないのはええけど、もう少し慎重さを持ち合わせた方がよいのではない？」

　わしは脱ぎ捨てられた衣服を手旗のように持ち上げてライオットの身を隠す。だが、脱いでいるライオットも脱がせた方のシェイナもまるで恥じらいを感じていない。わしだけ損した気分である。

　彼女はお得意の早口な長広舌で語る。

「精霊さんは森にとって異物となるものに対して幻惑を仕掛けてくる傾向があります。衣服や荷物を捨て去り、食事も森の果実や木の実で賄い、動物みたいになって森の環境に溶け込めばグンと脱出までの記録が短縮できるのです！」

「あの、シェイナ？　もしかしてお主、自分で脱出タイムアタックするときは全裸でやっとったの？」

「もちろんであります」

　きらりと彼女の眼鏡めがねが輝く。底知れない狂気が窺うかがえる。

「それから葉っぱや腐葉土で迷彩的な装いをしてみるのも効果的かもしれません。まだ私は試していないのですが、単なる裸体よりも森との一体効果が望めるかと」

「さすが詳しい人は違うな」

　感心しながらライオットは全身に土を塗り始めた。ドラドラも地面に転がって鱗に土をまぶしている。仮に森で遭難しなくなるとしても、この時点で彼らは人としての道に遭難している気がする。

　距離を置いて事の次第を見守っていると、やがて全身を土と葉っぱで覆われたライオット＆ドラドラの成れの果てが誕生した。

「できたぞ。このスタイルなら少しは精霊に近づけるのか？」

「いいえ。これはまだ基礎中の基礎の段階といえるでしょう。より森との一体化を図るためには、もはや人間であることを捨てる覚悟すら必要かと。たとえば地面に穴を掘って、身体からだをぜんぶ埋めて頭だけ出して、新種のキノコのフリをしてみるのも斬新な手かもしれません」

「なるほど」

　何ら疑いもせずにライオットは穴を掘り始めた。ここまで辞書通りの意味で墓穴を掘る人を初めて見た。

「おい人間。俺は身体を埋めたところでキノコには見えんぞ。どうすればいい」

「ドラゴンさんはそれだけ身体が大きいのですから、樹じゆ木もくのフリをするのがいいのではないでしょうか。その辺の木の枝を拾い集めて、全身に身に付けて一日一歩も動かないようにしてみるとか」

「ほう……なかなかの難行のようだな」

　ドラドラは自分のサイズ感に合う木の枝をチマチマと拾い始める。

　素す直なおすぎる。もうちょっと疑う心を養って欲しい。そんなことで社会の荒波を渡っていけるのか。

　三人が謎の連帯感を醸し出す中で、わしだけ疎外感に囚とらわれる。

　と、そこで冷静になった。よく考えたらわしとシェイナが森に入ってもうずいぶん経たっている。そして、一時間が経てばレーコが飛来してくる手て筈はずになっているのだ。

　今この場にレーコが来たら、複数の意味でまずい。

「シェイナ！　そろそろ予定の時間じゃから村に戻らんかの？　ライオットたちはこのまま修行に励むんじゃろ？」

「しかしですね、まだレクチャーしていないコツがいろいろと」

「──いや、もう大丈夫だ」

　勿もつ体たいを付けて大きく頷いたライオットだが、身を隠すのは一枚の葉っぱだけである。文明への冒ぼう瀆とくである。

「一から十まで教わったんじゃ、精霊に誠意は伝わらねえと思う。あとは俺たちで試行錯誤しながら頑張ることにするよ」

「なるほど、それもまた一つのアプローチといえるかもしれませんね。ご健闘をお祈りします」

　両者の間で固い握手が交わされ、それが解かれるや惜別の手が振られる。わしはシェイナとともに急いで村へと踵きびすを返す。

「あの、ライオットたちが森を脱出するのっていつごろになりそうかの？」

「あの向上心の高さからして、一週間以内には遭難の幻惑は解けると推測できます。それからは彼ら次第ですね。精霊さんを探し続けるなら、それ以降もずっと残っているものかと」

「でも一週間で音を上げる可能性もあるよね？」

「それはもう十分に。あの年頃の少年が森で暮らすとなれば並大抵の苦労ではないでしょうから」

　レーコを連れて村から出よう、と即断した。

　早期ギブアップしたライオットと村で鉢合わせになってしまえば、わしがレーヴェンディアだとバレてしまう。それだけは絶対に避さけねばならない。

「いやあ、それにしてもペリュドーナとは懐かしい。私も幼少のころ、魔法の勉強で滞在していたことがありまして。街の魔導士の方にいろいろとお世話になったものです」

「……ん？　この村って他所よそとも行き来があるの？　森に囲まれておるみたいじゃけど」

「いえいえ、完全に孤立しているわけではありません。林道が整備されていまして、その道を通れば迷わずに外部と往来することができます」

　ふと些さ細さいな疑問が湧いた。最初にその道を開拓した人は迷わなかったのだろうか。

　いや、そもそも森の中に村を拓ひらくときに精霊の邪魔は入らなかったのか。この森の木々は切り倒してもすぐに再生してしまうはずだ。それとも再生させないための条件でもあるのだろうか。わしが草木を食べ、レーコが果実をもいでも即座に再生しなかった事実もある。

　しかし、そうした疑問はさらに大きい疑問に塗りつぶされてしまう。

「あのさ。お主が昔ペリュドーナにいたとき……アリアンテって女騎士はおった？」

「ああ、いましたとも。ペリュドーナの名高い女傑さんですよね。街のリーダーとして大活躍しておられました」

「それって具体的には何年前？」

「私が十歳さいにもならないころなので、今からざっと十五年以上は昔ですね」

「当時はどんな見た目じゃった？」

「凛り々りしくて綺き麗れいな方でしたよ」

　たぶん今と変わりないのだろう。十五年以上前の時点で街のトップに立てるほど強かったなら、当時でもわりと実年齢は積んでいたはずである。

　そこからさらなる時が経過した今、彼女の実年齢はいかばかりなのだろうか。

　すごく興味があるが、好奇心は猫を殺すともいう。深入りしてはいつか殺されかねないので、この問題についてこれ以上の詮索はやめておく。

「しかし今回は大収穫でした。土のサンプルなども採取できましたし。ここまでスムーズに森を歩めるのは初めてのことですよ。邪竜さん、何か理由に心当たりなどはないのですか？」

「わしが草食動物だからではないの？　元から裸じゃし」

　森に馴な染じむことが重要なら、わしはこの上なく馴染む存在だと思う。

「だとしても異例です。馬を連れて入っても遭難した例はありますからね。知性のある動物というのが何らかの例外なんでしょうか」

　悩むシェイナだったが、実はわしには一つ心当たりがあった。

　これに限った話ではない。わしの周りで妙な出来事が起こるとき、その原因はだいたいレーコにあるのだ。

　今回もその可能性は高い。なにしろこの森に飛来して早々、レーコはその魔力を遺憾なく発揮して木々をなぎ倒している。

　そしてあのとき現れたミノムシ少女が精霊だとすれば──レーコに恐れをなして、干渉してこなくなったという説は十分に説得力があると思う。

　ついでにわしもレーコの同行者として除外対象になった、とか。

　あのとき（精霊らしき）ミノムシ少女の姿はレーコにだけ見えていなかった。あれは精霊が全力を尽くして、レーコからだけは身を隠そうとした結果とも思える。

「そう考えると悪いことをしたのう……」

　逃げるのではなく、悪気はなかったのだと謝罪すべきだった。

「まあ、もう会うことはないと思うけど」

　そうして、俯いていたわしが視線を前に向けたとき。




　すぅっ、と頭上からツタが伸びて、すぐ正面にあのミノムシ少女が降りてきた。




「おわあぁっ!?」

　絶叫してわしは跳び下がる。横を歩いていたシェイナは吞のん気き顔で、

「ご心配なく。ただツタが落ちてきただけですよ。蛇とかではありません」

　見えていない？

　当惑するわしの前で、ミノムシ少女はツタを放してちょこんと地面に着地する。そのままステップでも踏むようにして、わしまで距離を詰めてくる。

「し、シェイナ？　ここに精霊さんっぽい人が」

「何々？　どこですか？　ついに私とお友達になりにきてくれたのですか？」

　一挙に表情を明るくして周囲を見回すシェイナだったが、残念ながら明後日あさつての方向にばかり視線を送っている。

　ここはやはり、わしが何とかせねばいけないようだ。

「あ、あのね。レーコが……わしの連れが驚かせてしまってごめんの。もう森を傷つけるつもりなんてないから、どうか許してくれんかの？」

　そう謝って、わしはそっと前脚を差し出した。仲直りの握手のつもりで。

　わしの前でぼうっと立つミノムシ少女は何も喋しやべらない。ただ、差し出したわしの前脚をじっと見つめて──やがて、ちょこんと指で触れてきた。

　その瞬間だった。

　わしに触れた指先の部分から、ミノムシ少女の全身に「ビシッ」と亀裂が走ったのだ。

「えっ？」

　突然の事態にまるで対応が追い付かないわしを置いて、みるみるうちに亀裂は深まっていく。

　そして、砕け散った。

　破片は光の粒にまで分解されて、精霊と思おぼしき少女の残骸はサラサラと宙に消えていく。

「邪竜さん。精霊さんは今どこに？　私には見えないだけでどこか近くにいるのですか？」

「あっ。えっとね、それは──」

　言いい淀よどんでいる間に、森に異変が生じた。

　そこら中に立っていた巨木が、みるみるうちに葉を落として枯れ始めたのだ。落ち葉は土に還かえらず、乾いた砂さ塵じんとなって風に吹き消える。

　湿潤だった土壌も、数年の日照りに遭ったかのごとく干からびていき、ひび割れた地面を剝むき出だしにする。水分を失って縮んだ巨木が次々に裂けて弾け、断末魔のごとき不気味な音を響かせる。

　僅か数秒の後に残ったのは、森ではなくその亡なき骸がらだった。

　満みち溢あふれていた植物はすべて死に絶え、土も命を育まぬ死の大地と変わり果てている。

　この惨状を前にわしらはしばし沈黙する。それから、おもむろにわしが口を開く。

「すまんの。さっき精霊って言ったの、あれ見間違いじゃったと思う」




　わしが触ったから精霊が消えてしまったなど、何かの間違いに決まっている。




　　　　＊




「森にあった魔力がすべて消滅しました。さすがは邪竜様です。当初の予定どおり、すべての魔力を食らい尽くしたのですね」

「違うから違うから！　断じてわしは何もしておらんから！」

　村に戻ったわしを待ち受けていたのは、ウキウキと目を輝かせているレーコだった。あらぬ誤解をされぬように必死で否定するわしだが、レーコは「またまたご謙遜を」と聞き入れてくれない。

　このままでは犯人扱いされる、と危惧するわしだったが、傍そばにいるシェイナはただ四肢をついて絶望していた。

「そんな……私の愛する精霊さんが、死んでしまったのですか……？　うう、なんで。どうしてこんなことに……まるで理解できません……。カムバック！　カムバックしてください精霊さぁ──ん！」

　怒ど涛とうの勢いで落ちる涙が、分厚いレンズで滝たき壺つぼのように溜たまっている。

「おーい！　先生！　どこだぁ!?　森がなんかとんでもねえことになっちまってんぞ！」

　と、そこで村から叫びが上がった。

　村人たちである。男衆は普通の服装（革製の上着と布ズボン）に戻っており、さっきは隠れていたらしい女性や、少数の子供の姿もある。全員が混乱の表情を浮かべ、赤茶色に枯れ果てた森に悲鳴のような嘆きを上げていた。

「あっ！　いたぞ！　さっきの連中と一緒だ！」

　そのうち一人がわしらに気付いて指を差した。わしの鼓動がピークに達し、取り調べの拷問をされる未来図が脳裏に浮かび上がる。

　やむをえず、わしはこっそりとレーコに囁ささやく。

「……ねえレーコ。お主の力でこの森を元に戻したりとかはできない？」

「土や草に宿っていた魔力まで元通りにするのは難しいですね。あれだけの量を捻出するには、私でもかなり時間がかかります。しかし魔力抜きで木々を再生させるだけなら、やってやれないことはありません」

「とりあえず急場が凌しのげればいいから。大至急お願い」

「かしこまりました。再生した木々はすべて自発的に蠢うごめき、周囲のあらゆる生物を貪欲に食らい尽くす木竜となりますが、よろしいですね？」

「なんで壮絶なアレンジを加えてしまうの？」

　よろしくない。シンプルイズベストを心がけてもらいたい。

「申し訳ありません。私の闇の力を媒介にしますと、そういう生態に変へん貌ぼうしてしまいます」

　頼みの綱のレーコもアウト。

　迫りくる村人たちにわしは土下座の準備姿勢を取る。精霊さんがわしに触れて消えたことは黙秘するつもりだが、それは別として誠意だけは伝えたい。

「先生！　森が枯れちまったぞ!?　何が起きたんだ!?　そいつらが何かしたんじゃないだろうな!?」

「みなさん、どうか落ち着いてください」

　ぎょっとしてわしは背後を振り向いた。さっきまで滂ぼう沱だの涙を流していたシェイナが、完全に冷静な態度を取り戻して凛りんと立っていたのである。

「落ち着くも何も……！」

「焦っても何も解決しません。取り乱さずに事態を分析しましょう」

　オンとオフの切り替えが早すぎる。森関連の奇行を隠蔽するために、よほど村人の前では生真面目に振る舞ってきたと見える。ほとんど二重人格だ。

「確かに現在のところ、この方たちは非常に怪しいといえます」

「──って、ちょっとお主!?」

「客観的に見れば仕方のないことです。あなた方が来訪して間もなく森がこうなったのですから、何かしらの因果関係を疑わない方が不自然です」

「じゃあ締め上げるか？」

　ボキボキと拳を鳴らしながら屈強な男衆がわしに歩み寄ってくる。レーコが殺気とともに応戦の短剣を抜こうとする。

「その発想も短絡的です。もしこの方たちが犯人だとしたら、到底敵かなうわけがありません。この広大な森を滅ぼせる相手に、槍やりや拳が通用すると思いますか？」

　ふ、とレーコが勝ち誇るように口の端を吊つり上あげた。犯人同然の仕草だから自重して欲しい。

「しかし、それが逆に無実の証明になるともいえます。それだけの力を持つ犯人でしたら、言い逃れなどせずに私たちを力づくで黙らせた方が早いですから。わざわざ口頭で無実を主張しているこのドラゴンさんは、潔白の身ではないかと思うのです」

　ここでなんと、シェイナが掌てのひらをくるりと返してわしらの擁護に回ってくれた。

「じゃあ何かい。犯人は他にいるってのか？」

「おそらくは。この悪質さからして魔物が疑わしいかと……」

　魔物。そうだ、そういう線もまだあった。

　よくよく考えれば、わしは何の力も持たぬ大トカゲである。大魔導士のプラバス公からもお墨付きをもらった程度には弱い。そんなわしが、精霊に危害を及ぼせるはずがない。

　ならばこの惨状を招いたのは魔物に違いなく──それをレーコに討伐してもらえば済む話である。




「おい、怪しいのがいたぞ！　応援をくれ！」




　そんな折に吉報が響いた。男衆のうち、一部が手分けして森に踏み込んでいたらしい。その集団から助けを呼ぶ声が上がったのだ。

「レーコ！　魔物が現れたとなれば、ここはわしらの出番じゃの！」

「はい！」

　五千年の生涯で最も威勢のいい発言をし、わしはレーコとともに増援に加わろうとする。

　しかし、寸前でわしは止まった。

「一人捕まえたぞ！　とんでもなく怪しい少年だ！　全身に土を塗って……何かの儀式をしていたのかもしれん！」

「もう一匹でかいドラゴンがいたが、そっちは逃げた！　俺たちじゃ手に負えん！　すぐ近隣の街に応援を呼んでくれ！」

　急に立ち止まったわしに、レーコは首を傾げてくる。

「どうしたのですか邪竜様？　一匹逃げたとのことですが、追跡しないのですか？」

「えっとね……レーコ。わしの直感が今見つかった人たちは犯人じゃないと告げておって」

「そうなのですか。邪竜様の直感ならば間違いありませんね。追撃はやめておくとしましょう」

「そんで、わしらも今のうちにこの村から逃げよっか」

　だがその言葉を行動に移す前に、藪やぶの中から何人かの男たちが出てきた。その最後尾には、両手に縄を打たれた少年がいる。

「痛ててて！　俺は何もしてねえぞ！　誤解だって！」

「黙れ！　その異様な風体……貴様がさっきのドラゴンと共謀して、怪しげな呪いをかけたのだろう!?」

「だからこれは精霊に会うため──」

「ほれ見ろ！　やはりこの森の精霊が目当てか！」

　連行されていくライオット。シェイナは顔を伏せ、わしは咄とつ嗟さにレーコを遠ざけようとする。

「って、レーコ!?　そこにいるの、レーコか!?」

　しかし最悪なことに、抵抗していたライオットの視線がこちらに向いてしまった。名前を呼ばれたことにレーコも反応を見せる。

「……む？」

「やっぱりそうか！　無事でよかった！　なんでこんなところに……いや、そんなのはどうでもいい！　一緒に戻るぞ！　あの村にはとても帰れねえから、俺が世話になってるペリュドーナって街に……」

「誰だ貴様」

　このレーコの感想は極めて妥当なものだった。

　なにしろ今のライオットは顔を含む全身に土を塗りたくり、身に纏うのは股間の葉っぱ一枚という、見る影もない姿だったからである。

　むしろこの状況でライオットだと認識されてしまった方が、ある意味では悲惨といえたかもしれない。

　連行の縄を引かれながら、なおもライオットはこちらに嘆き続ける。

「くそ！　まさか、邪竜の奴やつに記憶まで操作されちまったのか……？　俺のことも分からなくなっちまうなんて……」

　さすがにこの件についてはわしの全面無罪を主張したい。明らかにライオット側に非がある。

　ライオットは抵抗しつつも複数人がかりの連行の前には勝てず、村の風車小屋の中に押し込まれてしまった。頑丈そうな煉れん瓦が造づくりで、そう簡単に脱走できそうではない。

「なぜか私のことを知り合いのように呼んでいましたが、どこかであんなのと会ったことがあったでしょうか」

「ま、まあすれ違ったりしたことはあるのかもしれんよ？」

「記憶にありませんが」

　と、ここでシェイナがわしに向けて手招きをしてきた。レーコを残し、わしだけそっと彼女に歩み寄る。

「どうやら事態は今、混迷を極めているようです」

「うん、わしもそう思う」

「困りました。あの少年が詳しく取り調べされれば、私が村の掟おきてを破って森に出入りしていたことがバレてしまいます。そうなれば最悪、私も共犯者扱いで捕まるかもしれません」

「純粋にライオットの心配というわけではないのね」

「彼もまた精霊さんを追い求める求道者である以上、それ相応の覚悟はしていたかと」

「こういう方向性の覚悟はライオットも想定外だったのではないかな」

　わしの指摘をスルーしてシェイナは唸うなる。

「自白してしまう前に、どうにかしてこっそり逃がしてあげられればいいのですが」

「ねえお主。魔導士ならあのくらいの小屋はどうにかできるのではない？」

　もしシェイナがあの小屋を破れるなら、わしらがこの村を去ったのち、ライオットの脱走を手引きしてくれればいい。

　しかしシェイナは否定に首を振った。

「実のところ私は、座学はともかく実践はからきしでして。火起こしや擦り傷治療とかの初歩魔法しか使えません」

「あ、そうなの……でもそうね。魔導士っていってもいろいろじゃからね」

　ペリュドーナやアスガには強力な術者が多くいたが、魔力量は生来の持ち分に左右される。ごく初歩の術しか使えない魔導士も決して珍しくはない。

「レーコさんなら簡単にあの少年を解放してあげられるのではありませんか？　そのまま逃げてしまえば、きっとこちらでは捕まえられないと思いますよ」

「それがね……とある複雑な事情で、レーコとあの少年を接触させるわけにはいかんのよ」

　状況がドン詰まりになってきた。

　村人たちは風車小屋を包囲して「早く吐いて楽になれ」とライオットに自白を促し続けている。これを見捨てて逃げるのは酷こくである。かといって、レーコが直接救出に当たるわけにもいかない。

　わしはあてもなく祈った。

　誰でもいい。誰かこの状況に突破口を開いてくれ、と。

　ライオットの冤えん罪ざいを晴らし、わしらへの疑いも払拭し、森の枯死についても明確な答えを出してくれる。そんな奇跡のような存在が現れてくれることを、ひたすらに祈った。

　だが、現実はいつだって残酷である。そんな都合のいい存在は──




「──はっはぁ！　見つけたぞぉっ！」




　ほとんど狂乱状態にある村の上空から、突如として大声が降ってきた。

　そこに浮いていたのは、黒いレースのドレスを纏まとった妖艶な少女である。だが、普通の人間でないことはその禍まが々まがしい雰囲気で一目瞭然だった。

　血の如ごとく真っ赤な瞳は明々と輝き、桃色の髪は風もないのに逆立って靡なびいている。

「手紙を無視したかと思ったら、こんなところに潜んでたとはね？　せっかく優しいあたしが仲裁を申し出てやったのに……いいんだ？　もういいんだ？　魔王様に本気で逆らって無惨に粛清されちゃうつもりなんだ？」

　村人たちは闖ちん入にゆう者しやにぽかんとしている。わしは地面を叩たたいて嘆く。
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　あの手紙の主。こんなときにまた面倒なのが来てしまった。そんな来客は求めていない。

　より事態がややこしくなるだけである。

　そんなわしの気苦労も知らず、ドレスの少女は嘲るように嗤わらう。

「それに……何その小さい姿は？　噂うわさでは聞いてたけど、腑ふ抜ぬけて人目を忍びながら旅をしてるって本当なんだ？　呆あきれた。行く先々で暴れまくって、人間どもを恐怖に陥れるくらいすればいいのに」

「あー……確認したいんじゃけど。お主ってあの手紙をくれた魔王軍の幹部さんじゃよね？」

「そうだ！　あたしは栄えある魔王軍の大幹部【操そう々そう】！　同じ幹部のよしみで魔王様を説得してあげようと思ったのに！」

「違うんじゃよ。魔王さんに確認を取って欲しいんじゃけど、わしが魔王軍に在籍していた事実とかないから」

　必死に抗弁するわしの横で、レーコが妙にテンションを上げて両拳を握った。

「やはりそうだったのですか。邪竜様ほどの御お方かたが一時でも魔王の配下にあったというのは常々疑問だったのですが、あれは魔王側が流したデマだったのですね。虎の威を借る狐きつねならぬ、邪竜様の威を借る魔王というわけですか……まったく姑こ息そくな輩やからです」

「お主にはそういうニュアンスになるのね」

　さあ、本職の魔王軍幹部には通用するか。

「……あ？　何ふざけた言い訳してるの？」

　ですよね、とわしは泣き笑いの表情になる。

　何を期待していたのだ。ここまで思い込みをこじらせた人には何を言っても無駄だと、今まで散々学習してきたというのに。

「本当に耄もう碌ろくしたんだねレーヴェンディア……この期に及んでそんな下らない言い逃れをするなんて。あんたのこと、偉大な魔物として尊敬してたのに」

　操々と名乗った魔物は嘆くように掌てのひらを額に当ててみせた。

　ここで、話を聞いていた村人たちが、わしに向けていきなり敵意の視線を向けてきた。

「レーヴェンディア……？　おい！　やっぱりあの黒いトカゲ、あの有名な邪竜レーヴェンディアなんじゃないのか!?」

「ってことは、やっぱりこの森をこんな風にしたのはあいつか!?」

「許せねえ！」

　危惧していたことが現実になった。もうこうなっては収拾がつかない。わしはライオットに心で詫わびて、レーコとともに飛んで逃げようと考えるが、

「──おあいにく様。それはレーヴェンディアじゃなくて、あたしの仕業」

　ん？

　空にぷかぷかと浮かぶ操々は、得意げな顔になって腕を組む。

「魔王様に対抗するために精霊を味方にしようとするつもりだったんでしょう？　残念だったね。あたしの能力なら、精霊を捕らえるなんて簡単だから。先に手を打って回収させてもらったよ」

　操々は勝ち誇るような高笑いで続ける。

「言葉も出ない？　絶望した？　でも、あんたが悪いんだからね！　魔王様を裏切って、人間なんかの味方に付いたことをせいぜい後悔しろ！」

「味方……？　おいあんた、あのレーヴェンディアは人間の味方なのか？」

　村人の一人がぴしりと挙手して操々に尋ねた。

「馬鹿げたことにね！　もう既にいくつかの街で魔王軍の邪魔をしてくれたとか！」

「精霊様は無事なのか？」

「もちろん。あたしがちゃぁんと大事に保護してあげてるわ。あんな貴重なものを殺すはずないでしょ？　でも、あんた達の元に戻ることは二度とないからね！」

　天てん祐ゆうというべきか。

　なんだか状況がどんどん改善されつつある。

　操々が脅し文句を吐くたび、結果としてそれがわしの潔白を証明していく。しかも精霊がまだ無事だという証言まで取れた。

　わしの祈りは届いたのだ。この操々という魔物は最高のタイミングで現れてくれた。心からの感謝を贈りたい。

「……ちょっとレーヴェンディア？　何笑ってるの？　あたしを前にして何その余裕？」

　はっとしてわしは口を押さえる。つい歓喜が表情に漏れていた。

「ふん、当然だ。幹部か何か知らんが邪竜様の前では単なる雑魚に過ぎん。虫ケラが威勢よく吠ほえているのを聞けば滑稽すぎて笑いたくもなるというものだ」

「へえ……言うねえ？　あんた誰？　レーヴェンディアの取り巻き？」

「私はレーコ。邪竜様より力を賜り筆頭眷けん属ぞくに任じられた者だ。邪竜様が魔王との戦いに備えて用意した秘密兵器といってもいい」

「自分で自分のこと秘密兵器とか言わないの」

　ただでさえ人間性が危ういことになっているのに、これ以上ダークサイドに傾いてもらっては困る。

　空の操々は哄こう笑しようを響かせている。

「あらあら？　本格的に衰えちゃったんだ。まさか人間なんかを手駒にするなんて。そんな窮状で魔王様に勝てると思ってるの？　やめときなよ。でも、この場であたしに跪ひざまずいて詫びるなら今からでも魔王様に執り成してあげていいけど？　最後のチャンスだよ？」

　四足獣のわしってどう跪けばいいのだろう？　謝罪一つで丸く収まるならわしは喜んで土下座でも何でもする。

　が、それを許さないのがレーコだ。

「跪いて命乞いをすべきは貴様の方だ。邪竜様、よろしいですね？」

　まあ、こうなるに決まっていた。

　短剣を抜いて魔力を身に纏うレーコ。さすがにこの状況ではわしも止めない。仲裁されて魔王の前に連れて行かれても困るし。

「ただ、生け捕りにの。森をこんなことにしたのはあの魔物みたいじゃから、責任を取って元に戻してもらわんと」

「承知」

「いいのレーヴェンディア？　大事な大事な眷属をこんなところで失うつもり？　あたしだって仮にも魔王軍の幹部なんだから、そんじょそこらの人間に」

　操々が「人間に」と言った時点で、既にレーコの姿は地上から消えていた。身の丈の倍ほどもある黒翼を広げ、風切り音すら置き去りにして操々に肉薄する。

「──！」

　回避できる者などこの世にいない。

　それだけのスピードで放たれた飛ひ翔しようからの刺突は、見事に操々の胸を貫いていた。

「魔物ならこの程度では死ぬまい。だが、勝負はあったな」

「……へえ。やるね」

　だが、胸に刃やいばを受けてなお操々は余裕を崩していなかった。その両腕で目の前のレーコを抱きしめるように拘束して、

「侮ったのは訂正。すっごく邪魔そうだからここで消えといて」

　閃せん光こうが迸ほとばしった。

　操々が言葉を発するとともに、空中で見るも眩まぶしい大爆発が起きたのだ。爆轟が村を震わせ、多くの者が耳を押さえてしゃがみ込む。

　同じく地に伏せていたわしが、恐る恐る目を開き直すと、空には黒い煙と煤すすが舞い散るのみだった。レーコの姿もどこにもない。

　まさか今の爆発で──？

「れ、レーコ……？　レーコ！」

「はい何でしょうか邪竜様」

「うわびっくりした」

　普通に地上に降りて来ていただけだった。服についた煤を払い、わしの隣でケロっとした顔をしている。

「申し訳ありません。自爆されてしまいました」

「うん……みたいじゃね」

「私を魔王への脅威になるとみて、相討ち覚悟で散ったのでしょう。己おのが身を犠牲にしてでも主あるじに尽くそうとするとは、敵ながらあっぱれといえます」

　いくらレーコが相手とはいえあっけなさすぎた気もするが、それだけこの子が強くなっているということだろうか。

「うおお！　邪竜の連れの子が魔物を倒したぞ！」

「あのレーヴェンディアが味方なら何も怖くねえ！　やったぜ！」

「森が元に戻るのも時間の問題だ！」

　目の前で魔物を倒したのが相当に効果的だったらしい。現金なことに、村人たちは歓喜の叫びを上げてわしらへの期待を大きくしている。冤えん罪ざいが晴れたのはいいが、ここまで信頼されても重い。

「邪竜さん。レーコさん」

　と、そこでシェイナが近寄ってきた。

「驚きました。まさかあなた方がここまで強かったとは……」

「強いのはレーコよ。わしはそこまで」

「謙遜なさらないでください。私の力など邪竜様の足元にも及ばないものです」

「お願いがあります」

　そう言って、シェイナは深々と頭を下げた。今までの飄ひよう々ひようとした態度が噓うそのように、極めて深刻な調子で続ける。

「先程の魔物の話では、精霊さんはまだ生きているとのことでした。どうか探し出して、森を元に戻してはもらえませんか。必ずお礼はいたしますので」

「いやいや、お礼なんてそんな。ほら、わしらだって無関係ではないし……もちろん協力するつもりじゃよ」

　わしの脳裏に浮かんだのは、森が枯れ果てる直前に現れたミノムシ少女である。操々は自らの仕業と自白していたが、崩壊のタイミングからしてあれも無関係とは思えない。

　もし責任の一端があるなら、わしもできる限りのことはせねば。

　といっても、結局はレーコ頼みだけれど。

「レーコ。まだどこかに精霊がいるということなら、お主の千せん里り眼がんで探せるかの？」

「やってみます。あ、いました」

「あまりにも早すぎない？」

　拍子抜けしてしまうほどの超速だった。というか、こんなことなら最初からレーコに頼んでおけばよかった。

「いえ、ここまで早く見つかるとは私も意外でした。さっきまでは、森の魔力が土や木やら苔こけなど広域に散っていて精霊がどこにいるか分からなかったのですが、今は一点に魔力が集中しています。間違いなくそれが本体でしょう」

「一点……そこに精霊さんがおるの？」

「おそらくは」

　わしはシェイナの方を見て頷いた。そこに行けば精霊がいる。

「レーヴェンディア様」

　そこで、わしの背後から声がかかった。村の男衆で一番年長者らしい人物だった。

「疑いをかけてしまい申し訳ありませんでした。おこがましくはありますが、我らからもお願いします。この森は遭難の危険もありますが、同時に我らを外敵から守ってもくれていたのです。どうか、精霊様をよろしくお願いいたします」

「あ、うん。たぶん大丈夫と思うよ。レーコは頼もしいから」

「安心しました──おおい！　さっき捕まえた変な少年はもういいぞ！　無関係のただの変態みたいだから、解放してやれ！」

「うっす！」

「ちょっとストップ！　待って！」

　風車小屋を閉ざしていた閂かんぬきが外されそうになって、わしは慌てて制止をかける。

「何か問題が？」

「いやね……きっと、たぶん、ほとんど間違いなくあの少年は無罪だと思うんじゃけど。不測の事態というものは考えられないでもないから……」

「はあ……」

　今ここで釈放したら修羅場になる。わしは心を鬼にして、こう言った。

「もうちょっとだけ捕まえておいて」




　　　　＊




「うう。悪いことをしてしまったのう……」

　食事の差し入れなどをしっかりするようには頼んだが、それでもライオットの心情を考えるとわしの胃がきりきりと痛んだ。

「それほどまでにあの少年とレーコさんを会わせてはいけないのですか？　少年の方はとても会いたがっていたようですが」

　先せん導どうするレーコの背を追いながら、わしとシェイナは小声で会話をしている。

「わしも意地悪をしたいわけではなくてね。今の状況で会うと、たぶんみんなが不幸になってしまうのよ。事情が複雑すぎてちょっと説明できないんじゃけど」

「ままならない話なのですね」

「そうなんじゃよ……いつか解決する日がくるとええんじゃけど」

　わしはため息とともに俯うつむく。足元はひび割れた不毛の大地で、まるでわしの心持ちを反映しているかのようだった。

「事情はよく分かりませんが、あの少年とレーコさんは友達なのでしょう？」

「うん。仲がよかったみたいじゃよ」

　レーコはちょくちょくライオットのことを悪あし様ざまに言ったりするが、本気で憎んでいるわけではない。むしろ、距離が近かったからこその軽口という風に聞こえることすらある。レーコ本人は決して認めないと思うけど。

「それなら、きっと大丈夫ですよ。それが友達というものです」

「……そうだとええね」

　たいがいの物事は時間が解決してくれる。わしは実際そんな感じで生きてきた。だが、果たして今のわしを取り巻く状況はそうなってくれるだろうか。

「私もですね。もうずいぶん昔の話ですが、大切な友達がいたんです」

　少しだけ笑んだシェイナが、どこか懐かしげに言った。

「昔？　今は？」

「もう長いこと会っていません。けれど、いつかまた会えると信じています」

「村の人ではないのね」

「同世代の村の子には友達がほとんどいなかったんです。魔法の勉強でペリュドーナなどの街に出ることが多かったので。もっとも、あまり身に付きはしませんでしたが」

　そう言ってシェイナは掌てのひらの上に僅かな光を灯ともしてみせた。蠟ろう燭そく程度の輝きである。

「こんなものです。調べたり分析するのは得意なのですがねー……」

「でも、ちょっとでも発動できるだけ立派じゃと思うよ」

　アスガのヴァネッサ国王などは王冠から魔力を得ていても、自力ではほとんど何も魔法を使えていなかった。代わりに剣術の腕は達人といってよかったが。

「あ、そうだ。そういえばその友達というのは、ひょっとしてペリュドーナの人？　もしかしたらわしも会ったことあるかも」

「いえいえ。あそこの街は変な人が多かったのでとても友達にはしたくないです」

　ライオットに伝授していた森の攻略法などからして、シェイナも十分変人とは思う。

「かといって、その友達が変な人じゃなかったか保証はないんですけどね。なにしろ顔も名前も全然覚えていないので」

「へ？」

　どういうことだろう。それでは友達ではなく赤の他人である。

　尋ねようとしたとき、前方を行くレーコが立ち止まった。わしらも慌てて足を止める。

「レーコ。着いたの？」

「いえ」

　一拍置いてから、立ち止まった理由がわしにも分かる。付近に強い魔力の気配があったのだ。

「この気配は精霊ではなく魔物ですね。発見次第すぐに排除します」

　わしは頷いた。この場にいる魔物となれば、おそらくさっき倒した操々の仲間だろう。

「──娘よ。まさか、こんなところで再び会うとはな」

　こちらが警戒態勢に入るや否や、その魔力の持ち主は現れた。




　とても見覚えのある、銀ぎん鱗りんの凶悪そうなドラゴンが。




「おっと、ここで再戦を挑むつもりはない。俺はまだ修ぎょ」

「成敗」

　すぱんっ、とレーコの強烈な平手打ちがドラドラの頰ほおを襲った。首が曲がってはいけなそうな角度まで曲がり、そのまま昏こん倒とうして動かなくなる。辛かろうじてピクピク動いているから、まだ息はありそうだ。

「やりました邪竜様。確実にトドメを刺しておきますか？」

「先を急ぐし峰打ちで十分じゃと思う」

「では捨て置きましょう」

　すまないドラドラさん。出会い頭の事故みたいなものだから忘れて欲しい。




　　　　＊




　しばらく進むと、今度こそ目的に辿たどり着つく。

「この近くにいます」

　森の奥深くのある場所でレーコが立ち止まった。だが、さきほどのドラドラほど強い気配は感じられない。代わりに、枯れ果てた森の中にあってこの近くだけはまだ緑の匂いが残っているような気がした。

　ふとわしは上を見た。

　今まで見た精霊らしきミノムシ少女は、ツタにぶらさがっていることが多かったからである。

「あっ」

　そしてその勘は的中した。枯れ木の太い枝の上に、まるでナマケモノのようにしがみついている者がいた。

　何度も目の当たりにした、あのミノムシ少女である。

　ただし今回は半透明ではない。若草色の髪の毛が風にそよぐ様子は、影も形もある実体だということを窺わせる。

「あそこ。あれではないかの？」

　わしが訴えると、レーコとシェイナも倣って頭上を仰あおいだ。彼女たちにもちゃんと見えたようで、レーコはすぐさま回収に向かおうとする。

「魔力の元はあれで間違いありません。精霊です」

「レーコ。慎重にね？　怖がらせたりせんように」

「向こうが余計な反抗をしなければ、こちらも手荒に扱うつもりはありません」

　言いぐさが強盗のそれである。

　だが枝にしがみついたミノムシ少女──改め精霊は、レーコが木をよじ登って近づいても、さして逃げようとしなかった。それどころか、眼中にもなさそうである。

「おい貴様。邪竜様がお探しだ。今すぐ降りて跪け」

「もうお主、そういうところよ」

　レーコがドスの利いた声で告げ、精霊の肩をちょいとつついた。まさにその途端。

　ぽとり、と。

　たとえるなら、樹じゆ皮ひにずっと貼り付いていた蟬せみの抜け殻が落ちるような。

　一切の生物らしい反応を見せぬまま、精霊は真っ逆さまに地面に落下したのだ。受け身も何もなく地面に落ちた精霊は、ただ沈黙して横たわる。

　樹上でレーコは両手を上げ、珍しく潔白を主張する。

「私ではありません」

　さすがにわしにもそれは分かった。ほんの少し指先でタッチしただけだ。あれに非難すべき点はない。

「寝ているみたいですね、この子」

「え？」

　と、焦るレーコを宥なだめている間に、シェイナが転がった精霊を検分していた。近づいてみれば、目を閉じながらも僅かに呼吸しているのが分かった。

「よかった。じゃあ無事なのね？」

「いいえ、それは分かりません。見てください。頰を突つついてみても揺すってみても、まったく目を覚ましません」

「眠るような魔法でもかけられたのかの？　だとしたら……」

「はい。今が絶好のチャンスです」

　チャンス？

　わしが首を傾げている間に、シェイナは懐から素す早ばやく空き瓶を取り出した。

「はいはい、おねむの間に失礼しますね……。髪の毛を一本いただきますよ。服の葉っぱも一枚だけもらいますね。ふふふ、このまま眠っているついでに、ヨダレや鼻水でも垂らしてくれれば儲もうけものなのですがね？　前例のない貴重な採取資料ですよこれは」

「絵的に犯罪の匂いがするからやめておかない？　というか今は調査とかしておる場合じゃないじゃろ。早く目を覚ましてやらんと」

　そこでレーコが木から降りてくる。

「眠っている者を起こすとなれば、邪竜様の右に出る者はおりません」

「そうなの？　今回はなかなか意外な設定じゃね」

「はい。邪竜様の咆ほう哮こうはありとあらゆる生物に根源的な恐怖を与えます。その声を聞けば死の淵ふちにある者すら飛び上がるほどです。さあお願いします」

　そんなわけない。だが、レーコは耳を塞いでわしの咆哮待ちの姿勢を見せる。場の雰囲気でシェイナも追随している。

「えっと……起きてー！　起きてくれんかのー！」

　とりあえず目一杯の大声で叫んだ。無論、精霊はすうすうと寝息を立てたまま動かない。

　しかし、ずしんと地面が揺れた。

　その揺れは次第に大きくなり、まるで一歩一歩とこちらに近づいてくるかのようである。

「ふう。何やら記憶が曖昧だが、酷ひどい目に遭った気がするな……。とても強大なものに殴られた気がする……まさか精霊の仕業か？」

　すぐ近くの木々の間を、気絶から目覚めたらしいドラドラが闊かつ歩ぽしていた。

　己の身に起きた出来事を把握していない様子の彼だったが、またしてもレーコの拳を受けてどこか遠くに飛んで行った。

「しつこい邪魔者ですね。吹き飛ばしてしまいましたが、今度こそ追いかけてトドメを刺しておきましょうか？」

「レーコ。言い忘れておったけどね、あれは魔物じゃなくて無害な大トカゲじゃから。わざわざ手出ししなくて大丈夫と思うよ」

「そうでしたか。では放っておきます」

　心の中でドラドラに詫わびる。彼の名誉を失墜させてしまうことになるが、命には代えられない。それに、もうこれ以上はそんなに名誉の落ち幅もないだろうし。

「しかし今のトカゲが目覚めたことからしても、邪竜様の咆哮は効果を発揮したはず。それでも起きぬとなれば……」

「ああ、えっとね。実はわし今日は喉の調子がイマイチでの。あんまり手ごたえなかったから、お主が起こしてみてくれる？　できれば咆哮以外で」

　ここでレーコが恐怖の咆哮でもすれば、わしとシェイナも無事では済まなそうだ。

「分かりました。おい起きろ貴様」

　レーコが精霊の額に手を当て、しばし沈黙した。

「何をやっておるの？」

「こいつの夢に干渉して目を覚ましてやろうかと」

「悪夢とかを見させてはいかんよ？　起きるように説得するだけじゃからね？」

　思った以上に高度な技を発揮していた。

　だが、いつもなら得意になりそうなレーコの表情は渋いままだった。

「妙ですね、手応えがありません」

「熟睡していて夢を見ていないとかじゃないの？」

「そういうわけでもないようです。精神活動自体がないというか……意思らしきものを何も感じません。まるで人形か死人のようです」

「でも、あの操々って魔物は、精霊さんは無事じゃって──」

　わしの疑問に答えるかのように、枯れ果てた森に不気味な声が響いた。




「そのとおり。あたしはただそいつに人の形を与えてやっただけだよ」




　同時、わしらの周りの枯れ木が一瞬にして消滅した。いいや、正確には消えたのではない。見えない無数の斬撃が迸ほとばしり、すべてが細切れの木片にされてしまったのだ。

　そして木片を踏みしめながら現れたのは、黒いドレスに血色の瞳を輝かせた魔物──操々だった。

「お、お主はさっき自爆したんじゃ……？」

「やっぱり耄もう碌ろくしたねえレーヴェンディア。あたしだって魔王軍幹部だよ？　あんなにあっけなくやられると思った？」

「丁度いい。今度こそ生け捕りにして尋問にかけてやる」

　既にレーコは走り出していた。短剣は抜かず、全身に魔力を纏まとっての格闘姿勢。瞬時に相手の懐に飛び入り、反撃の暇すら与えず顔面を鷲わし摑づかみにする。

「このまま頭を砕かれるか、それとも精霊を元に戻すか。好きな方を選べ」

「ねえレーヴェンディア。この眷けん属ぞく、腕は立つみたいだけど学習能力が足りてないんじゃない？」

　レーコの掌てのひらに覆われた下で、操々が陰湿な笑みを作ったのが分かった。嫌な予感。弱者ゆえに磨いてきた危機察知能力がわしに警鐘を鳴らす。

「いかんレーコ！　また自爆する気じゃ！」

「はいご明察」

　閃せん光こうと爆音が森に轟とどろいた。

　咄とつ嗟さにレーコが展開した黒翼によって爆風は遮断され、わしとシェイナは無事である。しかし辺りの地面はクレーターのように抉えぐられ、引火した枯れ木や木片があちこちで火の手を上げている。

「あらら。さっきよりも爆発の火力上げたつもりだったんだけど、また無傷かあ。ほんっとに頑丈な眷属だね」

　自爆したはずの操々が、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で再び森の奥から出てくる。

　一人、二人、三人と。

　まったく同じ姿形で、桃色の髪をくるくると指に遊んでいる。

「……分身か？　だが、雑魚を何体に増やそうと雑魚に過ぎん」

「大した自信だね？　たかだか人間ごときが、レーヴェンディアの力を借りただけでずいぶん調子に乗っちゃって」

　いいえレーコの地力です、と突っ込みたくなるのをわしは抑える。

「ふ、私が調子に乗っているだと？　とんだ見当違いだな。筆頭眷属である私の言はすべて邪竜様の意の下にある。つまり私は邪竜様の本心を代弁しているだけだ」

「わしの心は意外と武闘派なんじゃなあ」

　パチパチと操々が吞のん気きな拍手を始める。

「そりゃあご立派。そうだよね。手駒は忠実な人形っていうのが一番だからね」

「これ以上、吞気な戯たわ言ごとに付き合ってやる義理はない」

　レーコが動く。それに応じて三人となった操々も的を絞らせぬように散開する。

　だが、操々の試みは無駄に終わった。

　右に散った一人は短剣の投とう擲てきによって貫かれ、左に散った一人は爪から放たれた斬撃によって真っ二つとなり、正面の一人は頭突きで頭部にヒビを入れられていた。

　反撃を許さずに三体を圧倒したレーコは、ダメージを与えた三体の様子を瞬時に確認。こちらを振り返って、シェイナに向けて警告を叫ぶ。

「伏せろ！　これも偽物だ！」

　三体が今にも爆発せんと膨張して光を発する。黒翼を展開したレーコは、わしらを覆い隠すように翼を最大限に広げ──

「庇かばうためとはいってもそういう風に同じ行動を繰り返してると、パターン読めちゃうから。いくら力が強くてもやっぱり戦い方は単純なお子様だね」

　爆発は起きなかった。

　しかし庇う姿勢を取ったレーコの背後から、大量の何かが殺到してきた。

　その正体は、糸だった。

　真紅に輝く魔力の糸。それがまるで大波のような束となってレーコに押し寄せていた。一瞬の隙を衝つかれたレーコは瞬く間に絡めとられ、繭のごとく全身を覆い尽くされる。

「忠実で強力な眷属……こいつが対魔王様の切り札の一つだったんでしょ？　レーヴェンディア。じゃあまずは、その切り札を奪ってあげる」

　またしても操々の声が響いた。

　偽物が出てきたのとは別方向の木陰から姿を現した彼女は、その手から無数の魔力糸を伸ばしていた。そのすべてが今、レーコを包み込んでいる。

「レーコ！」

「無駄だよ。まともな戦闘の基礎を教えてなかったのを後悔するんだねレーヴェンディア。あんな力任せじゃ、いくら強くたって不意を打つのは簡単だからね」

　操々が両手の糸を高く振り上げた。

　レーコを包んでいた糸の繭がより一層大きくなり──割れた。

　そこから出てきたのは、レーコではなかった。レーコを模した小さなぬいぐるみだった。

　服装や髪色は元のままだが、布と綿だけで構成された姿はレーコ本人ではありえない。いったい本物はどこに、

「残念だけど。そのぬいぐるみが、あんたの眷属の成れの果てだよ」

　わしの思考を読んだかのように操々が宣告した。

「あたしの糸に包まれたら、どんな奴やつだって人形になるのさ。たとえ邪竜の眷属だろうと、実体のない精霊だろうとね」

　操々はシェイナの傍そばで眠りこけている精霊を愉快そうに見下ろした。

「ずいぶん苦労したよ。実体がないもんだから、こうして人形化するのに森全域に糸を張り巡らせなきゃいけなかったし。あーあ、魔力をずいぶん使っちゃった」

　そうボヤいた操々は指から一本の糸を伸ばし、いとも容易たやすく精霊を自分の懐に手繰り寄せた。そして腕に抱えた精霊を大事そうに頰ほおずる。

「でも十分に元は取れた。精霊なんてなかなか手に入らないからね。あたしの人形コレクションにも華が添えられる。おまけにレーヴェンディア、あんたの眷属もこれでもうあたしの可愛かわいい人形。これがどういうことか分かる？」

　びしっ、とわしに人差し指を向けて、操々は自信満々に叫んだ。

「あんたが魔王様を倒す頼りにしてた精霊も、眷属も、ぜんぶあたしが横取りしちゃったってこと！　見たか！　もうあんたに勝ち目はないっ！　許して欲しかったらこの場であたしに土下座して『ごめんなさい強くて偉大な操々様。どうかわしに寛大な御み心こころでお慈悲をお願いします』と百回繰り返せ！　そしたらあたしも」

　さて。

　なんでここまで絶望的そうな状況で、わしとシェイナがただ沈黙していたかお分かりだろうか。その答えは、今現在の操々の背後にある。

「おい貴様。今度こそ本体のようだな」

　陶酔気味の操々の演説を止めたのは、その肩を叩たたいたレーコである。

　レーコといっても、ぬいぐるみ姿のままではある。しかしいつもの禍まが々まがしい黒翼を生やして、明らかな操々への殺意を漂わせてその場に佇たたずんでいた。

「邪竜様を侮蔑した覚悟はできているな？」

　ぬいぐるみレーコの拳が炸さく裂れつした。

　綿と布っぽい材質にしか見えないのに、脳天にそのゲンコツを落とされた操々は錐きり揉もみ回転で地面に叩きつけられる。

　それでもレーコの怒りは収まらない。地面に倒れ伏した操々にすかさずマウント姿勢を取り、残像が見えるほどの往復ビンタをひたすら打ち込み続ける。

「ぐ、が、ご」

「邪竜様への侮辱はこの世で最も重い罪。それを魂にまで刻んで死んでいけ」

「レーコ、レーコ」

　わしはぬいぐるみレーコのそばに駆け寄って名前を呼ぶ。

「ご心配なく邪竜様。この者への処分は私にお任せください。抜かりなく地獄まで案内するつもりです」

「そうではなくてね。ぬいぐるみ姿のままじゃけど……大丈夫なの？　言動は完璧にいつもどおりみたいじゃけど」

「そういえば怒りのあまり元に戻るのを忘れていました」

　ぽんっ、と音を立てて簡単にレーコは人間に戻る。さすがにわしもちょっと安心した。ずっとぬいぐるみ姿ではこれまで以上にサイコ感が増してしまう。

「あの、すいません。この方が精霊さんをこんな風に眠らせ続けてるんですよね？　とりあえず目を覚ましてあげられませんか？」

　と、ここで真面目なことをシェイナが言った。レーコが操々を殴った拍子に落下した精霊は、彼女によって受け止められていた。

　レーコは短剣を操々の喉笛にかざす。

「ということだ。さっさとやれ」

「そりゃあたしには無理」

「死にたいのか？」

「だってあたしは眠らせたりしてないから。考えてもみなよ。森の精霊だよ？　森が喋しやべったり動き回ったりする？　しないでしょ。精霊ってのは自然物に宿るただの魔力体だよ。意思なんて最初からないのさ。だから、あたしに起こせって言われても無理な話。ないものはないんだから」

「……噓うそはついていないようだな」

　レーコが睨にらみながら呟いた。この子がそう言う以上は、本当のことなのだろう。

　じゃあ、わしが目撃した「半透明で人間のように動き回っていたミノムシ少女」は何だったのか。

　が、疑問を口にする前にシェイナは眼鏡めがねをくいっと動かした。

「そうですか！　それならば、起こせとは言いませんのでこの人形姿を解いてあげてはいただけませんか。この形でなくなれば、精霊さんは元の森へと戻るのでしょう？」

「シェイナ。そんな単純に納得してしまってええの？」

「目を覚ました精霊さんと話してみたい気持ちはありますが、まず何より大事なのは森を元の姿に戻すことです。緑が戻りさえすれば、また精霊さんを地道に調べていくこともできますから」

　だから、と言ってシェイナは操々に向かって頭を下げた。

「どうかお願いします」

　ふん、と操々はそっぽを向く。

「嫌だね。たとえ死んだって人間の頼みなんか聞いてやるもんか。レーヴェンディアとつるんでるような人間ならなおさらね！」

「貴様……この期に及んで邪竜様に反抗するか」

「落ち着いてレーコ。ねえ操々さん、わしからもお願いじゃよ。どうか譲歩してくれんかの？　仲裁の申し出を無視してしまったことは謝るから」

「無視！　やっぱりあたしを無視してたんだな！」

　わしは慌てて首を振って否定する。しかし操々は勝手にヒートアップする。

「今までだってそうだ！　何度も何度も幹部会の招待状を出したのに毎回無視して……あんたのために特等席だって用意したのに……！」

「え、ええ？　誤解じゃよ。そんな招待状来たことないから」

「噓つくな！　魔王軍幹部にあんたの眷けん属ぞくがいるだろ！　ちゃんとそいつに渡したから！」

　わしとレーコは目を見合わせた。魔王軍に所属している幹部で、わしの眷属。

「アスガにいたあの偽眷属でしょうか。あいつめ、眷属を騙かたるだけでなく、邪竜様宛ての書状をパクるというストーカーまがいの悪質行為までしていたのですね……。なんと羨ま、けしからん輩やからでしょう」

「羨ましいって言いかけなかった？」

　レーコの失言はさておき、現時点で容疑者はそれしかいない。あのときも大規模に厄介なことをしてくれたが、魔王軍の内部でこんなミクロな面倒事も作っていたとは。

「だから今回の手紙には逆探知用に魔力を含ませておいたんだ！　そうじゃないとまた無視すると思って！　そしたらやっぱり無視して、こんなところに隠れてた！　絶対許さないから！」

「あぁ……そういえば変わった手紙じゃったもんのう」

　手紙の文字は、読めずとも感覚的に語意を伝えてくる特殊なものだった。あれは逆探知用でもあったらしい。飲みこんで胃袋に入れてしまったのは失敗だった。遅くとももう何日かすれば出てくると思うけど。

「とにかく、あたしは交渉に応じるつもりなんかないから！」

「仕方ありません邪竜様。ここは尋問に移るとしましょう」

「もう、またお主はそういう発想する」

「いいえ邪竜様。尋問とはいっても暴力で脅すわけではありません。魔王軍幹部ともあろう者が、そう簡単に屈するとは思えませんので。精神的にいたぶるのです」

「精神？」

　はい、と答えてレーコはにやりと笑った。マウントを取ったままで、眼下の操々を見下す。

「私は既にこいつの弱点を発見いたしました。ふふふ、私だからこそすぐに気付くことのできた急所といえましょう……」

「は！　このあたしがお子様の言葉なんかで動揺するもんか！　見くびるのもいい加減に」

「貴様、邪竜様を心から尊敬しているのだろう？」

　ぴくっ、と操々が震えた。

「そ、そりゃあね。魔物なら誰だって邪竜レーヴェンディアには憧れるものさ。だけど、こんな耄もう碌ろくした老竜なんかにいまさら思うとこなんてないよ」

「邪竜様に恩を売ろうと仲裁を申し出たり、幹部会とやらの招待状を書いたり。挙句の果てに無視をされれば腹を立てて追いかける……？　『誰だって持つ敬意』にしては、少しばかり執心が過ぎるのではないか？」

　わしは内心で「そうかな？」と思う。身近にいるレーコの敬意がそれよりも遥はるかに高い水準にあるから、感覚が麻ま痺ひしていてよく分からない。

「私には分かるぞ。貴様が抱く邪竜様への厚い敬愛の念が。仲裁を口実に取り入りたかったのではないか……？」

　だが、レーコのマウントの下で操々はじたばたと暴れはじめた。

「やめろ！　変な勘繰りするな！　あたしはただ魔王様に反逆する愚か者を潰しに来ただけだ！　他意なんてない！」

「そう恥ずかしがるな。これを見ろ」

　レーコが操々の目の前に何かをちらつかせる。

　見れば、恒例のわしの鱗うろこだった。本当に何枚持っているのか。

「降伏してこちらの要求をすべて飲むというなら、この鱗を貴様にくれてやろう。なんなら邪竜様の小間使いぐらいにはしてやってもいいぞ」

「あのねレーコ。そんな挑発をしては逆効果にしかならんのではない？」

　そう思って操々の様子を窺ったわしは、言葉を失った。

「な、舐なめるな。そんな誘惑されても、あたしは絶対に折れない……！」

　ぎゅっと唇を嚙かみしめて、耐えるようにぷるぷると小刻みに震えている。どう見てもめちゃくちゃ効いていた。

「ほう。いつまでそんな強がりを言えるか楽しみだな。こんなのはどうだ？　今すぐ邪竜様の軍門に下れば……なんと特別に鱗を二枚やろう」

「はうっ」

　レーコが手にした鱗をズラして二枚に増やす。

「今だけだぞ？　あと三十秒以内に回答しなければ増量キャンペーンは終了だ。白旗を上げるなら早い方が得だぞ」

「うう……増量……」

「邪竜様。こいつはもうあと一押しで堕おちます。最後のトドメを」

　正直堕としたくない。またレーコとか邪教徒みたいな人が増えてしまったらわしの胃が限界を迎えてしまう。しかも魔王軍の幹部だし。わしは慎重に言葉を選び、できるだけ事態がこじれないように説得を試みる。

「えっとね。鱗ならいくらでもプレゼントするから、今回のことは全部なかったことにせんかの？　お主は精霊さんを元に戻して、わしらのことも見なかったことにしてね。そうしてくれたら、わしらもお主に危害は加えないと約束するよ」

「……へえ」

　と、震えていた操々が少し落ち着きを取り戻した。

「存外に生ぬるいことを言うんだね、レーヴェンディア。やっぱり歳としとって腑ふ抜ぬけちゃったってこと？　数千年の孤高を誇ったあの偉大な邪竜がね……」

「元より邪竜様は思慮深いお方だ」

　腑抜け、という言葉にレーコが苛いら立だつ。その反応に操々は愉快げな笑みを作る。

「レーヴェンディア。やっぱり今のあんたじゃ魔王様には敵わないよ。ちっとも怖くない。図ずう体たいも小さくなってるし、まるでドラゴンじゃなくてトカゲだね……」

　さすがに魔王軍幹部だけあって鋭い。わしの正式名称はタイザンカタリトカゲ。れっきとした大トカゲの一種である。

「戯たわ言ごとを。その眷属に過ぎぬ私に完敗を喫したくせに、強がるな」

「ああ、そうだね……。敗者が何を言っても惨めなだけさ。だけどこれは負け惜しみじゃない。魔王様にはあんたもレーヴェンディアも絶対に敵わない。今ここで白旗を上げるべきは、あたしじゃなくてあんたたちだよ。最後のチャンスだよ。本当に慈悲を乞うつもりはないの？」

「しつこいぞ、立場を弁わきまえろ」

　レーコが短剣に魔力を纏まとわせる。無言の脅迫に等しかった。

「立場……？　ああそうだね。弁えた上で言ってるんだよ。まだあたしは終わっちゃいない、ってね」

　その瞬間、操々の髪の毛が一気に逆立った。そのまま縦横無尽に伸びた髪は、さきほどの操糸のようにうねってわしらを絡めとろうとする。

「愚か者が」

　舌打ちとともに、レーコが短剣で操々を袈け裟さ斬りにした。途端に髪の毛はすべて力を失って散らばるものの、レーコの顔はむしろ曇った。

　その原因は、斬られた操々の身体からだにあった。

　斬撃の跡からこぼれるのは鮮血でなく、歯車や螺子ねじといった機械の部品だったからだ。

「こいつも人形だと？　気配は今度こそ本物だったはず……」

「ああ、本物だよ。ただしこの人形全体が本物とは言ってないけどね」

　操々の声。同時に、斬られた人形の頭部がカプセルのように割れ、中から何者かが空に向かって飛び出した。




　見るも愛らしい、ウサギのぬいぐるみだった。




「覚えておきなレーヴェンディア！　絶対にあんたはあたしが止めてみせる！　この恐ろしき生き人形。操々がね！」

　びゅん、と。ウサギはそのまま遠方の空へと飛んで逃げていった。

　魔王軍幹部にふさわしい禍まが々まがしかった雰囲気から一転。まるで子供の玩具おもちやのような真の姿に、わしらは虚を衝つかれてぼうっと空を見送っていた。レーコですら無表情で沈黙していたほどである。

「……なんだか意外と可愛らしい魔物さんだったのですね」

　シェイナがぽつりと正せい鵠こくを射た。いちおう好意的に考えれば、わしの身を心配して仲裁に来てくれたようだったし、そこまで凶悪という印象も受けなかった。

「そうじゃね。憎めないところもあったというか……」

　そこでレーコが転がっていた精霊のミノをつまみあげて言う。

「ところで邪竜様。この精霊はどうするのですか？」

「あっ」

　そうだった。下手人の操々に逃げられてしまっては、戻し方が分からないままだ。

　レーコを頼りに今から追いかけるという手もあるが──魔王軍の本拠地とかに戻っていたら、殴り込み＝全面戦争という最悪の事態になる。下手したら魔王本人がいるかもしれない。

　それだけは絶対に避さけたい。

「レーコ。お主の力で解除とかできない？　さっきお主、自分が人形にされたときは人間に戻れたじゃろ？」

「あれは踏ん張ったら戻っただけなので、やり方というのはよく分からないのですが」

　ふむ、とレーコは悩むように顎に手を添えた。

「森の精ということなら、水でも与えれば喜ぶのではないでしょうか。これだけ土も乾いていることですし」

「シンプルな発想じゃね」

「あ、水なら持ってますよ」

　さっそくシェイナが腰に下げていた水筒を振る。それを受け取ったレーコは、蓋を外して精霊にじゃばじゃばと水を振りかけた。子供に冷や水を浴びせているようでちょっと申し訳ない気分になる。

「……どうじゃの？」

　正直いうと、あんまり期待はしていなかった。

　水をかけるだけで元に戻るなんていうのはさすがに安直すぎるし、たとえ水が有効打だとしても水筒一本分くらいで森の乾きをどうこうできるとは思えない。

　──が。

　わしの眼めの前で、戦闘後の焼け跡になっていた地面から、ぴょこんと木の芽が生えてきた。さらに、白く枯れていた木々は生気を蘇よみがえらせて樹じゆ皮ひの色を濃くし、その枝に次々と葉を茂らせていく。

「……効果、あったの？」

「もうちょっと水を足してみましょう」

　今度はレーコが掌てのひらからごく普通に水を噴射した。水筒のくだりはなんだったのかと思うが、この子について突っ込むのはもう野や暮ぼというものである。

　今度の変化はより劇的だった。

　ひび割れていた地面が急激に潤いを取り戻して肥沃な黒い土となる。石には苔こけがむし、操々の自爆で燻くすぶっていた木片が自然と鎮火する。

「戻った……みたいじゃね」

　こんな簡単でいいのだろうか。

「緑が戻っただけではありません。この精霊から魔力が発せられ、森の全域を覆い尽くしています。こうして人型になった以外は、ほとんど以前と変わらぬ状況かと」

　水やりという提案で事態を解決に導いたレーコは、心なしか自慢げに胸を張っている。それからシェイナに精霊を手渡す。

「こいつは村に置いて水風呂にでも漬けておけばいい。そうすれば森に影響はないはずだ」

「あ、ありがとうございます」

　少し戸惑ったような仕草を見せてからシェイナは精霊を受け取る。

「元通り……ですよね。そうですよね。ええ！　素す晴ばらしいことです！　村の方々もきっと安心することでしょう！」

　未いまだ眠り続けていることについては不安だが、それについて操々は関かん与よしていないと言っていた。レーコの洞察力をしても、その言葉に虚偽はなかった。

「後は、この人形の身体が問題だな。さっきのウサギがまた奪いに来るかもしれん。何か対策を練っておかんとな……」

「おお、そうですねレーコさん！　そういう打ち合わせをいたしましょう！　協力していただけると非常に心強いです！」

「礼はいらん。この森は邪竜様に馴な染じみ深ぶかい古巣であるからな、元に戻すのを手伝うのは眷けん属ぞくとして当然の責務だ」

「そういえばそういう話で来たんじゃったね」

　だからこの件に関してレーコは素直に協力していたのか。レーコにとってはあまり興味のなさそうな事案だというのに、わりと前向きな姿勢だったから珍しいとは思っていた。

「古巣ですか？　邪竜さん、ここに住んでいたことがあるんですか？」

「うん。まだその頃は『惑わしの森』なんて呼ばれてなかったし、お主の村とかもなかったけど」

「それってかなり昔の話ですよね？」

「そうじゃの。実はわし、けっこう長生きでな。もう何千年か前のことじゃと思う」

「何千年!?　それはまた途と轍てつもない昔で……レーヴェンディアさんという名前は知っていましたが、やっぱりすごい方なんですねえ」

　レーコがぴくぴくと耳を動かしてしきりに頷いている。この子は機嫌が分かりやすい。

　シェイナが復活した森の風景を見渡して、またわしに視線を戻した。

「もしかしたら、そのおかげなのかもしれませんね」

「何が？」

「邪竜さんが森の惑わしを受けなかった理由です。森と一体になることがコツといいましたが、邪竜さんは誰よりもその条件を満たしていたのかもしれません」

「ああ、そっか。そういう考え方もできるのね」

　遭難してしばらくの期間を森で過ごせば、森に馴な染じんだということで惑わしは解除される。わしは遭難こそしていないが、遥か昔に千年単位で森を過ごしてきたのだ。とうに免疫ができていてもおかしくない。

「よろしければ、昔の森がどんな風だったか後で教えていただけますか。精霊さんにまつわる貴重な情報もあるかもしれませんから」

「いいけど、あんまり期待はせんといてね」

　いちおうの事態解決を見届けて、わしらは村への帰路に就き始める。行きと違って森の空気は瑞みず々みずしい。

　万が一にも魔物に奪われぬよう、精霊はレーコが担いで盤石の守備態勢を固めている。わしとシェイナはその後ろで、少し距離を置いて歩いている。

　道すがら、シェイナにはわしとこの森の繫つながりを簡潔に説明した。荒野に生えていた数本の樹木が大元で、それが広がるように世話をしたこともあると。

「はぁ……そこまで昔から」

「うん。今も立派な森じゃけど、昔は昔で素朴なええ場所じゃったよ。ブナの樹がいっぱいで、食べるに困ったことは一度もなかったしの」

「ちなみに、どうして森から離れたんですか？」

「あー……お主なら大丈夫そうだから言っちゃうけどね。今のわしって薬で身体を小さくしておるけど、本当はすごく大きいのよ。元のサイズはお主の住んでる家よりも大きいかもしれん」

　はいはい、とシェイナは手を叩く。

「そうですよね。邪竜レーヴェンディアってもっと大きいって聞きますもの」

「身体が小さいうちは、冬越え用の穴を自分で掘ることもできたんじゃけどね。大きくなってくると、とても自力では冬越え穴が掘れなくなってしまってな」

　柔らかい腐葉土の土壌に無理をして大穴を掘れば、最悪その中で寝ているときに崩落・生き埋めになってしまうこともある。

　そういう住居事情で、わしは身の丈に合った穴倉を探しに森を去ったのだ。

「もしそのときに村ができていればよかったんですけどね。そんな風に昔から森に棲すんでいた方なら、私どもの村でも喜んで冬のお世話をさせていただいたと思います」

「そうだとよかったのう」

　そんな道があったとしたら、わしは邪竜扱いされずに今もここで草を食って暮らしていたかもしれない。あり得たかもしれない可能性を思い浮かべ、わしはちょっぴりため息を吐く。

「ところで、わしからも聞いてよいかの？」

「はいはい？　なんでも大丈夫ですよ」

　実はシェイナについては、ずっと気になっていたことがある。

　この村を訪ねて以来、彼女とはほとんどの行動をともにしている。最初は精霊の調査ということで半ば強引に付き合わされ、森に異変が起きてからは事態解決を目指して一緒に動いている。

　ただ、行動原理についていささか思うところがあるのだ。

「どうしてお主はそんなに精霊さんに執着しておるの？　わしが邪竜だと知っても、ドラドラさんが元魔王軍だと知っても、精霊さんのことが第一でほとんど気にしておらんかったよね」

　学者気かた質ぎの知的探求心、といえばそれまでかもしれない。

　だが、ここまでくると異常なようにも思う。

　さっきの操々との戦闘もそうだ。普通は魔王軍幹部なんかが襲ってきたら、逃げ出したっておかしくない。そうでなくてもわしのように立たち竦すくんで動けなくなるはずだ。

　だというのに、操々が取り落とした精霊を的確に受け止めたりしていた。

「もしかして、お主もライオットみたいに精霊の力を手に入れたいと思っているのかの？　魔導士としてはあまり才能がないと言っておったし」

「いえいえ。そんな風に利用するつもりはありません。ただ純粋に、会って話をしてみたいだけなのです」

　あっけらかんとシェイナは掌を左右に振った。

「話してみたいというのは、やっぱり好奇心で？」

「もちろんそれもあるのですが」

　そう前置いてから、シェイナは少し考え込んだ。

「──私の村では、一度たりとも遭難で死者が出たことはないのです」

　急に話が飛んだのでわしは首を傾げる。

「遭難というのは森の惑わしということよね。しばらく森で過ごしておけば自然と出られるからじゃないの？」

「それはある程度の生活能力がある大人が入ったときの話です。たとえば、まだ幼い子供が迷い込んだりすれば、惑わしなんてなくても森は危険な場所になります」

「確かにそうじゃね」

　単純な遭難だって侮れない。森というのは本来人間を拒んでしかるべきものだ。

「文献を漁あさったり古老に尋ねたりしてみたのですが、自活できないほど幼い子供が森で遭難した例は一つも確認できませんでした」

「それってどういう……」

「この森の精霊さんは、子供だけは迷わないようにしているんだと思うのです」

　どうして、という疑問がわしの顔に出ていたのだろう。シェイナは苦笑して頷うなずく。

「理由は私にも分かりません。ただ、そういう判断をしてくれるということは、意外と優しい存在なのではないかと」

「じゃあ、やっぱりお主は精霊さんに意思があると思っとるのね」

「はい。人間と意思疎通できるような意思があるかまでは確信できませんけれど」

　そう言ってシェイナは、前を行くレーコの背におぶさった精霊を見た。わしは一瞬だけ迷ったが、意を決して告白する。

「実はわし、森が枯れる直前に動き回る精霊さんを見たんじゃよ。お主の前でちょっと騒いだじゃろ？　あのときは見間違いということにしてしまったけど……。わしが手を伸ばして触ったら、その場で消えてしまっての」

「あのときですか！　本当に見えていたのですね。でも、それなら安心しました」

　怒られるかと思いきや、シェイナはむしろ潑はつ剌らつとした表情を見せた。

「きっと魔物が来たから、びっくりして姿を隠したんでしょう。それならいつか目も覚ましてくれますよ」

　抱えていた秘密がなくなり、わしの罪悪感もいくらか楽になる。

「おっと、話が逸それてしまいました。なんで私が精霊さんにこだわっているかでしたね」

　そうだった。いきなり子供は遭難しないという話になって、本題から逸れていた。

「さっきも話したのですが、私には大切な友達がいました」

　と思いきや、シェイナが語り始めたのはまたしても関係のなさそうな話だった。

　だが、彼女がこちらをからかっているわけではないというのは、真剣そうな雰囲気で分かった。

「毎日、たくさん遊んで楽しかったという思い出はあります。ただ、それだけなんです。どこの誰だったか、どこで遊んだか、どんな会話をしたのか、何一つ記憶には残っていません。今にして思えばとても不思議な──私がまだ小さい子供だった頃の話です」

　両の手を腰の後ろで組んで、シェイナはわしに寂しそうな笑みを向けた。




「だから精霊さんに直接訊きいてみたいんです。『あのとき私の友達でいてくれたのは、あなただったのですか？』って」
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　村に帰ったわしには大きな仕事があった。

　ライオットを解放してやることである。

　森が無事に復活した以上、もはや彼を拘留する大義名分は消え去り、人道的な見地からいってもこれ以上の投獄は許されないものと考えられた。

「レーコ。しばしの間、何があってもここから出てはならん。よいな？」

　おあつらえ向きに、シェイナの家の窓はすべて塞がれている。ここでレーコに待機してもらい、その間にライオットを釈放して村から出て行ってもらうという算段だ。

「かしこまりました。この光の届かぬ漆黒の空間で闇と調和し、眷けん属ぞくとしてさらなる力を引き出せということですね」

「いや。お主には普段から頑張ってもらっておるからね、たまにはお昼寝でもしてのんびり休憩してということ。明るいと眠り辛づらいじゃろ？」

「そういうことでしたか」

　野放図なパワーアップにはしっかりと釘くぎを刺す。ここで迂う闊かつに「そうしといて」などと言おうものなら、再びこの家の扉を開けたときにレーコがどんな姿になっているか分からない。

「精霊さんの見張りもお願いね。隣で一緒に寝かせておくから」

「お任せください。何なん人ぴとにも渡しはしません」

　シェイナは今現在、村長をはじめとした村の要職の者たちに精霊の異変を説明しに行っている。曰いわく、魔法には無縁の人たちであるから、今後の対応についてはシェイナに白紙委任が得られる見込みらしい。

「んじゃ、わしはちょっと出かけてくるから」

「行ってらっしゃいませ」

　家を出てしっかりと戸口を閉めたわしは、足早に風車小屋へと駆けた。既にライオットに対する警戒はないも同然で、風車小屋の前にはやる気のなさそうな守衛が一人座り込んでいるだけだった。

　わしに気付くや、守衛は慌てて立ち上がり敬礼をしてくる。

「お世話になっておりますレーヴェンディア様。森をここまで早く元に戻してくださるとは、本当にいくら感謝してもし足りないくらいです」

　どこか緊張で上ずった声ではあるが、わりと好意的な内容である。操々の討伐と精霊の救出で、村人の間でわしとレーコの評価は大幅に見直されつつある。

「見張っててくれてお主こそありがとうの。やっぱりここの少年は無実みたいでね。後はわしが謝って説明しておくから、お主はもう帰って大丈夫じゃよ」

「了解しました」

　びしっと再び敬礼して、守衛の男は足早に去っていく。

　風車小屋の入口の脇には一包みの布袋が置かれている。連行のときに証拠品として押収された、ライオットの私物である。もちろん衣服も入っている。

　わしは後脚の二本立ちになって閂かんぬきを外し、頑丈そうな鉄扉を開く。

　途端に中から裸体のライオットが飛び出してきた。

「うおお！　レーコ！　どこだぁー！　俺はここにいるぞー！」

「わぁっ！」

　飛び出してくる勢いに押され、わしはゴロゴロと腹を晒さらしてひっくり返る。

「うぉっ、悪い……って、あんた。さっき森で会った小さいドラゴン？」

「うん、さっきぶりじゃね」

「もしかして俺を助けに来てくれたのか？　扉を開けてくれたみたいだし……恩に着るぜ。だけど今はゆっくりお礼してられねえんだ。急いでレーコを追わないと……！」

「待って。お礼は別にいいからちゃんと服を着て。あと身体からだも拭いて土を落として」

　わしは布袋を押し付けるとともにライオットの足に縋すがり付つく。

「えーと……それにの。お主が名前を叫んでおったレーコという女の子じゃけど、その子はもうこの村から出て行ってしまったよ」

「何だって!?　どこに行ったんだ？　邪竜の奴やつがまた連れて行ったのか？」

　ちくりと痛む胸を押さえつつ、わしは用意していた噓うそを続ける。

「邪竜というのはちょっとよく分からんけど、何か用事があったんじゃろうな。気付いたらもうどこかに行ってしまってたみたいよ」

「くそ！　やっぱり俺の声は届かなかったのか……！」

　ライオットが歯ぎしりをして地面を拳で叩たたいた。正確にいえば、声は届いていたけど外見のインパクトが凄すごすぎて霞かすんでいたのである。

「とにかくお主は早くペリュドーナに帰った方がええ。精霊目当てにサバイバルなんかしとったのもそうじゃけど、その歳としであんまり無む茶ちやをするものではないよ」

　ペリュドーナでの修行も無茶の範はん疇ちゆうにはあると思うが、しっかりした指導者がいるから死にはしないはずである。たぶん。ちょっと断言はしかねるけど。

「いや……気持ちはありがたいけど。まだ帰るわけにはいかない」

　ライオットは布袋を背に担いで視線を前に上げた。

「レーコがこの村を出てまだそんなに経たってないんだろ？　なら、今から追いかければ見つけられるかもしれない。もう俺のことは分からなくなってたみたいだけど……あいつを心配してる奴がいるんだって、それだけは絶対に伝えておきたいんだ」

「そっか……」

　悲痛な覚悟の窺うかがえる表情を前に、わしはそれ以上の制止ができなかった。

「戻って来るとええね、そのレーコという友達が」

「ああ。絶対そうしてみせる」

　そう言ってライオットは足を踏み出そうとし、ぴたりと止まった。

「そういえば、俺ここに来るときにドラドラに乗ってきたんだけど、あいつどこに行ったんだ？　森で村人たちに見つかったとき、俺を置いて逃げやがったけど……」

「あ、うん。あのドラゴンさんならたぶんどこかで元気にやっておるんじゃないかな」

　レーコにぶっ飛ばされたのを見たのが最後だが、ちゃんと致命傷は避さけていたと思う。

「もしかして帰ったのか……？　いや、あいつも真剣な奴だったし、たぶんまだ森で精霊を探してるんだろうな」

「そうじゃろうなあ」

「まあいいか。とにかくレーコ探しは俺の都合だ。あいつを付き合わせるわけにはいかねえ。ありがとうなドラゴンさん。いつかまた会ったら、ゆっくりお礼させてくれ！」

　手を振ってライオットが走り出す。思いのほか足は速く、わしが油断している間に一瞬で距離を置かれてしまった。

　みるみる遠ざかるライオットの背中をわしはただ見送る。と、そこに入れ違いのようなタイミングでシェイナが走ってきた。

「おーい、邪竜さーん！」

「あ、シェイナ。村の会合は終わったのかの？」

「はい。予想どおりですが、精霊さんの一件は私に一任してもらえることになりました。この後レーコさんと協力して、魔物に精霊さんの身柄を奪われない対策を立てる予定です！」

「そうじゃね。きっとレーコなら何かいい手を打ってくれると思う」

「ところでここにいた少年はもう解放したのですか？」

　うん、と頷いてライオットの消えていった方角を向く。

「解放するなりレーコを探しに走っていってね……。もうわしは申し訳ないやら心苦しいやら」

「ふうむ。そこまで悩んでも会わせてあげられないというのは、よほどの事情なのですね」

「とても一言では説明できない複雑な事情があっての」

　考え込むようにブーツで何度か地面をぐりぐりと踏みしめたシェイナだったが、やがてぽんと手を打った。

「ちなみにこの場でもし会ってしまったらどのくらいの悲劇が起こるんですか？」

「わしとライオットの身にとんでもないことが起きて、レーコの身にもっととんでもないことが起きる感じかのう。場合によっては世界が終わってしまうかもしれん」

「なんと。そこまで……？」

　さすがにシェイナも驚きよう愕がくの色を見せた。ただの仲なか違たがいくらいに見えながら、世界規模のスケールの話をされては当然だ。

「しかし、どんな事情があるにせよ有名な邪竜レーヴェンディアさんならいずれ解決できるのでは？」

「あー……うん。まあ、そうかもしれないけど……」

　そうだった。シェイナはあんまりこちらを恐れないから忘れていたが、いちおうまだ『とても強い邪竜』という設定で通していたのだ。

「だけどシェイナ。よく考えたら、そっちの方が信用できないのではないの？　邪竜といったら悪い竜なんじゃから。わざとライオットに意地悪をして仲違いさせたままにしとるのかもしれんよ？」

「それはそうなんですが、なんだか邪竜さんって全然そんな風に見えないじゃないですか。邪竜がわざわざ子供に仲違いをさせて喜ぶとは思えませんし」

「それはそうかもしれんけど」

　この村ではレーコが魔王軍幹部を倒したこともあり、今のところわりと好意的に受うけ容いれてもらっている。しかし、さきほど風車小屋の見張りをしていた守衛のように、わしに対して恐れや緊張を抱く者もまだ多い。

　そんなわしの危惧を知ってか知らずか、飄ひよう々ひようとシェイナは言葉を続ける。

「実はさっきの村の会合でも、『本当に信じて大丈夫なのか』という意見も多少は出たのですが、そこはやっぱり魔物を倒したり森を元に戻してくれた実績がありますから。最終的には『信じてみよう。ただし刺激はしないように』という結論でまとまりました」

「そんな内部事情をわしに言っちゃってもええの？」

　もし仮に本物の邪竜を相手にそんな発言をしたら、怒って暴れ出す危険すらあるのではないか。

「本当は控えるべきなんでしょうね。ただ、なんだか不思議と邪竜さんは信用しても大丈夫だと思ったんです」

「不思議？」

「ええ。なんだか昔から知っている人みたいに信用できるのです。根拠もなくて危うい話だとは思うのですが、たぶん間違っていないと思います。例の友達に似た雰囲気があるというか……そんな安心感があるんです」

　これまでわしのことを無条件に信じてくれた人は少ない。アリアンテすら初見は半信半疑でタコ殴りにしてきたくらいだ。邪竜という風評を知った上でなおわしの本質を一発で見抜いてくれたのは、人を観みる眼めに優れていたアスガのヴァネッサ国王くらいなものだ。

　悪いがシェイナにはそこまでの素質があるようには見えない。わしがこの森で育ったということで、親近感を抱いてくれているだけだろう。

「あ！」

　そこでシェイナが一際大きな声を上げたので、わしはその場で跳ねてしまった。

「な、何かの？」

「いけません忘れてました。私、あのライオットという少年にこれを渡そうとやって来たのです」

　シェイナがズボンのポケットから取りだしたのは地図の巻紙である。

「これは？」

「村から出るための林道の地図です。分岐に見えるような獣道だったり、藪やぶで隠れていたりする細道もあるので、この地図を頼りに目印を追わないとほぼ確実に森に迷い込んでしまうんです。いや申し訳ありません。すっかり忘れていました」

　ライオットの姿は既に影も形もない。そもそも彼は林道の存在すら知らなかった。

「脱出までは最短どのくらいじゃっけ？」

「一週間ですね」

「なるべく早めに外に出られるとええけどのう……」

　不毛なサバイバル二周目に突入したライオットの身を案じ、わしはまた少し胸を痛めた。
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「月並みではあるのですが、やはりこの精霊さんの人形が奪われないように、レーコさんの魔法で防護をかけていただこうかと」

「やはりそうなったか」

　シェイナが村の会合での方針を伝えると、レーコは昼寝明けのあくびをしたまま吞のん気きに頷いた。

「防護というのは何をするつもりなの？　あんまり物騒なのではないよね？」

　窓に張られた板を狩神様の黒爪で一枚一枚剝はがしながら、わしは振り返って尋ねた。露あらわになった窓から日光が差し込むが、その光を浴びても精霊は当然のように眠ったままだ。

　シェイナはその精霊を両手で指し示しながらいった。

「きっとまたあの操そう々そうという魔物は精霊さんを狙ってやってくることでしょう。ですので精霊さんを保護する小屋を作って、その小屋にネズミ捕り的なトラップを仕掛けていただこうと」

　先の戦闘のときに操々は精霊を奪って頰ほおずりまでしていた。精霊が持つ膨大な魔力は、やはり魔物にとっても魅力的なのだろう。再来は十分に予測される。そこに罠わなを仕掛けて待ち受けるというのは効果的と思える。

「でもレーコ。わしの邪竜パワーって罠とかもカバー範囲なの？」

「いいえ。絶対的強者である邪竜様は搦からめ手てである罠などは不必要ゆえ扱いません。こうした術は眷けん属ぞくである私のみが扱う些さ末まつな技巧といえましょう」

「とうとう独自路線にも開拓を始めたのねお主」

　このままではいつか邪竜とまったく関係のない能力まで発現させてしまいそうだ。今の時点でも何でもあり感が強いというのに。

　ため息をしてわしは尋ねる。

「んで、具体的にはどんな罠なの？」

「小屋を作る建材にこれを仕込んでおきます」

　レーコが懐をガサゴソと漁あさって床に広げたのは、大量のわしの鱗うろこだった。

「邪竜様の鱗は武具にも防具にもなり、かつ霊薬の素もとや呪じゆ詛その媒介ともなる万能の逸品。この鱗に私の魔力を充じゆう塡てんし、侵入者拘束の念を込めて小屋に仕込んでおけば、いかなる外敵であろうと小屋に踏み入った時点で昏こん倒とうを免れません」

「さっきの魔物は魔王軍幹部ということじゃったけど大丈夫？」

「鱗三枚もあれば十分かと」

　レーコは自信たっぷりに胸を張った。この子がいけると断言したとき、それはいかなるトンデモであろうと現実のものとなるのだ。

「もちろんこの罠は魔物だけでなく不ふ埒らちな思惑を持った人間にも適用されます。小屋に侵入して精霊を攫さらおうとする人間も動けなくなりますので警備体制に抜かりはありません」

　そこでシェイナが眼鏡を光らせながら控えめに挙手する。

「待ってくださいレーコさん。ものは相談なのですが、その罠の対象で私だけ除外することなどは可能でしょうか？　隙を見て精霊さんをお持ち帰りしたり、あわよくば添い寝などもしてみたいと考えておりまして。非常に健全な研究目的として例外を認可していただきたく──」

「レーコ。そういう除外とかはしなくてええからね。蟻ありの一穴がセキュリティの崩壊に繫つながるからね」

「かしこまりました」

　シェイナはがっくりと項うな垂だれて床に四肢をついた。明らかに不埒な願望がちらついていたからわしの判断は間違っていなかったと思う。

　数秒もすればシェイナは回復して、きゅっと額にハチマキを巻いた。

「そうと決まればさっそく精霊さんの新居となる小屋を建造いたしましょう！　この村の要ともなる施設ですからとことん豪華にしましょう」

「それならもう造った」

　レーコがぱちんと指を弾いて、窓の外を視線で示した。わしとシェイナがそれに倣って振り向けば、急に地鳴りが響き始め、さっきまで何もなかった村の一角に地の底から何かがせり上がってきた。

　それは『翼を広げて恐ろしい形相で咆ほう哮こうしているわし』の等身大巨像だった。

「私の魔力で土を凝縮・成形いたしました。あの内部が小屋になっております。尻尾が階段になっていて、背中には入り口の隠し扉。一見すればオブジェとしか見えない完璧な隠し小屋といえましょう」

「なんだか邪教徒の人たちが巡礼にやって来そうじゃのう」

「おお、ご覧ください邪竜様。早くも村人どもが『何だこれは！』『急に地面から湧いて出てきたぞ！』と感涙しております」

「ただ困惑しておるだけではないかな」

　地面からいきなり邪竜の彫像がせり上がってきたら誰だって注目せざるを得ない。わしは咳せき払ばらいをしてレーコに向き直る。

「あのねレーコ。もうちょっと当たり障りのないデザインにせんかの？　わしの像だとちょっと目立ちすぎるし」

　しかし、わしが向いた先にレーコの姿はもうなかった。善は急げといわんばかりの勢いで、精霊を抱えてわしの巨像へと走り出していたのだ。シェイナもそれを追ってそそくさと扉から飛び出している。

「ちょっと！　待ってってばレーコ！」

　わしもダッシュでシェイナの家から飛び出すものの、レーコの足の速さには到底追いつかない。既にレーコはどよめく村人たちの間に割り入って、堂々と精霊を掲げていた。

「さあ見るがいいお前たち。この邪竜様の像こそが、貴様らの大事な精霊を庇ひ護ごする神聖な偶像となるのだ。感謝と畏敬を念入りに捧ささげるがいい……」

　そう告知したレーコは、ぽいっと精霊を投げて邪竜像の口の中に放り込んだ。その途端に巨像の眼は蒼あおく光り輝き、翼からは陽炎かげろうのごとき怪しげな波動が漏れだす。

　その光景は、精霊という生いけ贄にえを捧げられた邪竜像が俄にわかに生気を帯びたようにしか見えない。

「さらにここに邪竜様の鱗を贅ぜい沢たくにも三枚投入する。これで仕上げは完璧だ」

　わしの鱗が邪竜像に貼られると、ズブズブと内部に沈んで吸収されていった。土の色を残していた像の表面がみるみるうちに光沢のある黒鱗の様相を呈し、今にも呼吸を始めそうな生々しさが生まれる。心なしか、像の眼球がぎろりと動いたようにも感じる。

　村人たちは生唾を飲んで静観していた。

　──これは何らかの危険な儀式ではないのか。

　そんな彼らの危機感がひしひしと感じられ、人垣の後ろの方でわしは身を縮こめていた。

　しかしこの暴挙を止められるのはわしだけである。勇気を出してレーコに言葉を投げかける。

「のうレーコ。さすがにデザインが怖すぎるから、今からでも普通の小屋にせんかの？」

「怖さと神聖さと美しさを兼ね備えた至上のデザインだと思うのですが」

「お主のセンスはちょっと天才的すぎるでの。時代を先取りしすぎておるから、ここは普通の感性に合わせないといかんよ」

　やや不服そうだったレーコだが、上手うまく持ち上げてからの修正要望を出すと露骨に機嫌をよくし始めた。

「ふふ……天才的ですか。お褒めいただき恐縮です。それではひとまず、ここは妥協のデザインとしておきましょう。いずれこの私に時代が追いつくまで……」

　レーコが両手で像に触れると、まるで粘土細工のように巨像が変形して普通の小屋の形になる。この村のほとんどの家と同じ、丸太組みを模した質素な造りだ。

「はいはーい！　その中に精霊さんがいるんですね？」

　未いまだにざわつきが収まらない村人たちの間を搔き分け、シェイナが挙手した。

「そうだ。ちょうどいい、入ってみろ。お前なら実演に適任だろう」

「実演？　よく分かりませんが精霊さんの新居にいの一番に入れて光栄ですよ私は」

　喜び勇んで突入したシェイナが扉に手をかけた──そのとき、

「ばばばばばっ!?」

　いきなり電気でも流されたかのようにシェイナの身が跳び上がった。だが、扉にかかった手だけは貼り付いたように離れていない。

「だ、大丈夫かの!?」

「だだだ、大丈夫です。痛くはななない、です。身体からだがが、動かななないだけででで」

「このように、精霊に対して不埒な意図を持った者が侵入しようとすると人間でも魔物でもこのように拘束する仕組みになっている。魔物の場合はそこから生け捕りにでも集中攻撃にでも好きにするがいい」

　レーコが手を叩くとシェイナの手が扉から離れた。彼女はわなわなと震えて地に膝をつく。

「そんな……新居にいろいろと計測機器や盗聴の道具を仕掛けようという私の計画は不埒カテゴリに入ってしまうのですか……？」

「当然だろう。親しき仲にも礼儀あり。プライバシーの侵害はご法度だ」

「レーコがまともなことを言っておる」

　わしはちょっと感激して、不覚にも目尻に涙を浮かべてしまった。普段からもっとこの常識的な判断力を磨いてくれればいいのに。

　村人たちは何度か仲間内で顔を見合わせつつも、目の当たりにした罠の効力にいくらかの安あん堵どを感じ始めたようだった。

　そのうち、村人の数名が扉の前に座り込むシェイナに近寄る。

「先生。大丈夫かい？　実演するんなら俺たちの誰かに言ってくれりゃよかったのに」

「あ、ああいえ。大丈夫です。こういう魔法関係の仕事は私の担当ですから」

　今の暴露をしてもなお、村人たちの間でシェイナの奇人っぷりはまだ露呈しなかったようだ。打ち合わせの上で罠の効力を実演したという風に捉えられている。日頃の信頼というものはやはり重要らしい。

「ごほん！」

　そこで大きな咳払いを上げたのは、村長らしき老齢の男性である。人垣の中からわしの前に出て、深々と頭を下げる。

「このたびは魔物の討伐から精霊様の保護まで……あなた方には大変お世話になりました。聞けば、今後も魔王討伐の旅路を続けるとのお話。この地は寒村ではありますが、出立に際してご入用のものがあれば可能な限りご協力させていただきます」

　わしとて年長者である。感謝の言葉に噓うそがないのははっきり分かった。

　だが、魔王軍幹部である操々が襲来したのは、そもそもわしらを狙ってのことである。問題を解決したのはわしらだが、わしらがいなければ問題そのものが起きなかった可能性が大きいのだ。

　ここで出立の力添えの話をしたのは、厄介払いの本音も隠れているのだろう。それが分からぬわしの年の功ではなかった。

「ありがとうの。それじゃあ、保存食とかを少し分けて貰もらえるかの？　明日にでも出ようと思うから」

　ライオットの件もシェイナに任せておけばよい。遭難のプロである彼女がいれば安心だ。

「邪竜様。この地での修行はよろしかったのですか？」

「うん。やっぱりちょっと気が変わってね。どこかまた新鮮な修行場所を探すことにしようかの」

　とりあえずレーコに案内してもらって、またどこかの樹じゆ海かいに逃げ込むつもりだ。今度こそは上手く隠れきって、魔王討伐のほとぼりが冷めるまで──

「大変です！」

　と、そこに大声での叫びが響いた。村の入口で警備をしていた守衛だ。

「村長！　シェイナ先生！　それにレーヴェンディア様！　とんでもない報しらせが入ってきました！」

　顔色も取り乱し方も尋常ではなかった。ただならぬ事態が起きたと見え、集結していた村人たちの中に緊張感が走る。

　声色を重くした村長が、駆け寄ってきた守衛に問いかける。

「何か凶事か？　また魔物が出たのか？」

「い、いいえ違います！　むしろ吉報で、たった今、ギルドからの速報で──」

「落ち着け。何があったのだ？」

　息を切らせた守衛は、会話の間も村長ではなくずっとわしを見ていた。そして深呼吸で息を整えて、こう告げた。




「魔王が討たれました」




　　　　＊




「──魔王軍の内部には『魔王派』と『邪竜派』の派閥があったが、その均衡が邪竜レーヴェンディアの叛はん逆ぎやくによって崩された。人類に与くみし魔王を討つという邪竜レーヴェンディアの意志に軍内の『邪竜派』は同調。大規模な一斉蜂起によって『魔王派』は崩壊、同時に魔王も討たれた……と」

　かつてない混乱と歓喜の騒ぎに埋もれる村の片隅。

　薪まきを備蓄する離れ長屋で喧けん噪そうから逃れつつ、わしとレーコは山積みのギルド報や各国の触れ書きを次から次に読んでいた。

　記事の一言一句を音読するレーコは、怨霊のように恨めしげな表情を浮かべている。

「おのれ。何が『邪竜派』だ……。魔王を引き裂くのは邪竜様の爪であるべきだとなぜ理解できん？　邪竜様への敬意がまるで足りていない。相談もなく勝手にクーデターを起こして手柄を総取り……？　この私がこいつらを全員皆殺しにしてくれようか」

　ブツブツと呟つぶやきながら、こめかみに始終青筋を浮かべ続けている。魔王が討たれたというのは喜ぶべきことだが、レーコからしてみれば、最終目標を横取りされて悔しさが先に来ているのだろう。

　それにしても、まさか魔王軍が内部分裂で崩壊しようとは。誰も予想しなかった結末である。

「やっぱり『邪竜派』とかいうと、首謀者はアスガにいたあの偽にせ眷けん属ぞくさんなのかの？」

「おそらくそうでしょう。大して強そうには見えませんでしたが、まがりなりにも私を出し抜いたほどの奴やつです。他の兵力も揃そろっていれば、魔王を倒したとしても驚きはしません。この間の操々とかいう奴も邪竜様を敬愛していたようですから、『邪竜派』の一員だったという可能性もありますね」

　どうやらわしに対する勘違いは、想像以上の領域に達していたらしい。

　なんと人間だけでなく、魔物たちの間にも「魔王に匹敵する恐ろしい邪竜」として評判が広がっていたのだ。魔王軍でも最高名誉幹部としての地位が実際にあったとか。

「ですが、これは評判を利用した魔王の策略だったのでしょうね。邪竜様のカリスマを利用して魔物を集めようと……そして最終的には、それが仇あだになって自ら滅んだと」

「そうね……『邪竜派』の魔物さんたちがどうなったかという記事はあった？」

「今のところは邪竜様の意に従い穏健路線を保っているようです……ただ、それ以上の詳しい記事はどこにも」

　そう言ってレーコは持っていたギルド報をバリッと二枚に引き裂いた。

「どういうつもりだこの連中。邪竜様に話も通さず勝手に物事を進めて……眷属である私は報連相を守って常に慎重な行動を心がけているというのに」

「そうじゃね」

　相あい槌づちを打つわしは、久方ぶりの安寧を得ていた。

　──もう終わったのだ。

　わしが望んでいたとおり、誰かが知らないところで魔王をやっつけてくれた。奇跡といっていいほどの出来事だ。

「レーコ。お主はこれからどうするつもりなの？」

「魔王が死んだので、これからは計画の第二段階の『邪竜様による世界征服』に移るかと思います。当然、今後ともそれに付き従う所存です」

「その計画はちょっと白紙にしてもらえるかの。ほら、世界征服とかしても広すぎて管理が大変じゃから。何事もほどほどが一番じゃよ」

「なるほど」

　かといって、本当にどうしようかと思う。

　やるべきことは何もなくなった。もはや魔王軍の脅威も薄れたと考えていい。そうであれば、修行などという名目なしで古巣のこの森に定住するという選択肢もある。この状況なら村の迷惑になることもない。

　と、レーコが破った記事を投げ捨てて立ち上がった。さらに背中に黒翼を広げ、ばさりと大きく羽ばたかせる。

「邪竜様。とりあえず私は一度この『邪竜派』とかいう連中に会いに行ってみようかと思います。邪竜様を名ばかりの神み輿こしにしようとする愚物どもであれば、その場で灰かい塵じんに変えてきますのでご安心ください」

「安心要素ある？　そんな喧けん嘩か腰ではいかんって。せっかく平和になりそうなんじゃから」

　わしはレーコの脚にぶらさがって必死に飛ひ翔しようを止める。

「どうか止めないでください。私は魔王討伐の功績を奪ったこの連中がどうしても許せないのです」

「いいのよ別に！　誰が倒したってええんじゃから！」

「しかし、本来ならば邪竜様がこの世の英雄として未み来らい永えい劫ごうに讃たたえられるはずが……」

　レーコがギリギリと歯ぎしりをして、今にもわしの制止を振り切ろうとしたとき、




「いたぞ！　あそこだ！」




　森から一斉に鳥が飛び立つほどの大音声。

　振り返るとそこには、わしらに向かって大挙して押し寄せてくる戦士の一群がいた。どこかの騎士団らしき上等な鎧よろいを着こんだ者もいれば、流れ者らしき粗末な風采の者もいる。それらが一致団結して疾走の地響きを揺らしている。

「敵か？」

　素早く反応したのはレーコだ。短剣の柄つかに手を添え、いつでも抜刀できる構えをとる。

　おそらく彼らが殺意や敵意を発すれば、レーコは一瞬で斬撃を放って彼らを一網打尽にしたことだろう。しかし、彼らが発してきたのはまるで別のものだった。

「見ろ！　魔王討伐の大英雄、レーヴェンディア様だ！」

「眷属のレーコ様もいるぞ！」

　ん？

　予想外の賞賛の声にわしとレーコは棒立ちとなる。そこに怒ど涛とうの人波が押し寄せ、気付けばわしとレーコは高々と胴上げをされてしまう。

「ありがとうございます！　あなた方のおかげで我々人類は平和を取り戻せました！」

「魔王が倒せたのはすべてレーヴェンディア様のおかげです！」

「眷属様の偉大な献身にも感謝いたします！」

　やいのやいのと歓声を上げて、どこからともなく現れた戦士たちはわしらを褒めちぎる。困惑で思考停止状態になったわしは、何の抵抗もできずただ胴上げに身を放られ続ける。

　そこに、村の中心部からシェイナが走ってきた。

「じゃ、邪竜さん。いきなり大勢の方が押し寄せてきたようですけど……お知り合いですか？　魔王討伐のお祝いをしたいという方が、まだまだたくさん村の入口に来ているんですが……」

　もちろんわしにこんな知り合いはいない。居所も誰にも知らせてはいない。

　そんな不可解な状況にも拘かかわらず、胴上げをされるレーコはご満悦の表情で宙を舞っていた。




　　　　＊




　魔王討伐の報が村に届いてから数日後。




「レーコ様バンザイ！　レーコ様バンザイ！」

「ぜひ我が国の大臣に！　そして邪竜様は次期王に！」

「国号は神聖邪竜様帝国に改号いたします！」




　今日も今日とて、胴上げされたレーコが宙を舞っている。

　あれ以来、村にはひっきりなしに外部からの人間が訪れ始めた。どこの誰にもわしの所在が知られていないにも拘らず、だ。

　どこぞの王国の騎士団。有力ギルドの幹部。さらには王侯貴族を名乗る者まで。それらが入れ替わり立ち替わりにやって来ては、わしやレーコを持もて囃はやし、勲章や献上品を置いて去っていくのである。

「いいか貴様ら……邪竜様と友好を結びたいのなら、像を建立するのだ。等身大の巨大な像をな……そして後世まで永遠に崇あがめ続けるのだ……」

「はっ！　仰せのままに！　国法を制定してただちに手配いたします！」

　胴上げから降りてきたレーコときたら、もう上機嫌の極みである。

　一見して表情には浮かれ具合が出ていない。しかし、ローブにはキラキラした勲章をたくさん付け、大臣っぽい貫かん禄ろくを出すためか付つけ髭ひげまで自分で付けていた。

　どこからどう見ても浮かれている。

　一方、わしやシェイナ、元からの村の住民たちは、集会所の隅でその様子を遠目に眺めるばかりである。

「なあ……いくらなんでも不自然すぎないか？　こんな辺境に連日連夜偉いさん方が押しかけて、しかもみんな判を押したようにあの子や邪竜さんを絶賛して帰っていくだけだぞ」

「子供のご機嫌取りみたいな約束ばっかりするしな……」

「だいたい、来る連中の国とかどれも聞いたことない国ばっかりなんだよな」

　こうした村人たちの声はどれも当を得ていた。

　あまりにも違和感が強すぎるのである。いくら魔王を倒したからといって、こんな陳腐なチヤホヤ扱いが連日続くわけがない。

　だいたい「魔王討伐の立役者となった邪竜」なんて、危なっかしさでいえば魔王とほとんど変わりない。そんなのを相手にするべきは海千山千の交渉役であって、胴上げやお世辞を繰り返すヨイショ役ではない。

　にも拘らず、やって来る面子メンツは隙あらばわしを担ごうとする。

「レーヴェンディア様！　どうぞこちらへ！　手土産に宝物を持って参りましたので、ぜひあなた様に見ていただきたいのです！」

「あー……わしはええよ。高いものを貰もらっても申し訳ないから、持って帰っちゃって」

「聞いたか貴様ら。邪竜様は金や宝石に価値など見み出いださないのだ。世の中の本質を見極めているからこその悟りといえよう」

「実に含蓄の深いお言葉でございます」

　ただ一人、これに思いっきり乗っているのがレーコである。

　いまさら再確認するまでもないことだが、とにかくレーコは思い込みが激しい。たぶん、全人類で余裕のトップになれるほど激しい。その上かなり調子にも乗りやすい。

　何より忘れがちだが、十歳さいくらいの子供である。

　要するに──こういう子こ供ども騙だましに弱い。わしを崇める路線ならば、なおのことである。

「まず疑問なんですけれど、魔王が倒されたというのも本当なんでしょうか？」

　円陣を組むようにたむろしたわしらの中で、ぽつりと根本的な問いかけを放ったのはシェイナである。

「ギルドの速報とかお触れ書きを持ってきたのは外部の商人さんと護衛の冒険者さんという話じゃったよね？　その人たちってまだ村に滞在しておるの？」

「いいえ。いつの間にかいなくなっていました。ついでにいえば、全員今までこの村に一度も来たことのない人たちでした」

　怪しい。怪しすぎる。

　あの日、魔王討伐の報を村長やわしに伝えてきた村の守衛役も、今はやや気まずそうな顔でこの円陣の一員となっている。

「申し訳ありません。ギルドで使っている公印の押された代物でしたので……。商人の身分証も確認できましたし、信用していいものかと判断した次第です」

「そりゃ仕方ねえよ。そんなもん偽造してまで、うちの村を騙そうなんて奴ぁ今までいなかったしな」

　男衆の頭役が励ますように守衛の背を叩たたいた。わしもドンマイと言いながら頷うなずく。

　ここ数日の茶番じみた出来事をともに見守る中で、わしと村人たちの距離感は微妙に近づきつつある。

「やはりこれは魔物の仕業ですかね、邪竜さん」

「しかしのう……人を褒め殺しにしようとする魔物なんてわしも聞いたことないよ」

　魔物とは多かれ少なかれ人に危害を加えようとしてくるものである。ここまで毒気のない存在というのは過去にも例がないと思う。それに、彼らから溢あふれんばかりの好意は伝わりはすれど、敵意や害意といったものは毛一本たりとも感じられない。

　そのとき、村人の一人がすっと手を挙げた。

「実は俺、あのチヤホヤ連中が帰るのを追っかけてみたことがあるんすよ。どこから来てんのか確かめてやろうと」

「え？　本当？　どうじゃった？」

「それがっすね、途中で濃い霧が出てきて見失っちまいまして。だけどそれが一度や二度じゃないんですよ。追いかけてみるたび毎回っす。それでも無理してついていったら、いつの間にか俺だけ村に戻ってて」

　どこかで聞いたような現象である。そう思ってわしがシェイナを向くと、彼女は確信を持った瞳で頷き返した。

「森の幻惑に似ていますね」

「じゃよね……」

　しかし精霊は村でしっかりと保護している。レーコの防護が機能している以上、魔物が接触できるはずはない。

　シェイナがううむと腕を組んで唸うなる。

「もしかすると精霊さんが人形の姿になってしまったことで、森の幻惑に変な影響が出ているのでしょうか？　これまでになかったタイプの現象が起きているのかも……？」

「え。それはまずいのではない？」

　なにしろ今、森の中にはライオットがいる。今までの例にない幻惑に当てられてしまったら、脱出にどれだけ時間がかかるか分かったものではない。

　熟考の末にわしは腰を上げる。

「……もしそうなら、わしが行かんとダメかのう。ほら、わしは森の幻惑が効かないみたいじゃから」

　おおっ、と村人たちの視線がわしに集まった。

　わしとて完全に乗り気というわけではない。やはり得体の知れないものの調査には多少のリスクが付きまとう。しかし、そんな得体の知れない状況下にライオットを放置したままにするのも気が引けた。たぶん大丈夫とは思うのだが。

「それなら村の専任魔導士として私も同行いたします。いやー、森に入るのは初めてなので非常に緊張します」

　何食わぬ顔でシェイナもわしへの同行に立候補した。禁足地の森への侵入常習犯のくせに、完璧にしらばっくれている。

　わしは村長に頭を下げて、

「じゃあわしらは森の様子を見てくるけど、レーコが変なところに行ったりせんか見ておいてもらえるかの？　何かあったらわしの名前を出せば言うことを聞いてくれると思うでの」

「かしこまりました。ただ、心配は無用でしょう。あの連中がレーコ様を褒めている間、大変に満足げですからな」

　確かに、今の上機嫌なレーコは敢あえてここから動こうとするまい。わしを探しに森まで追ってきて、ライオットと遭遇するような事態はまずありえない。

　わしとシェイナは小走りで集会場から離れ、森へと急ぐ。

「のう。この森ってかなり広いけど、探すアテとかあるかの？」

「基本的に、ここで遭難する人は同じ場所を延々と回り続けるパターンが多いです。今回のライオット君は釈放後すぐに徒歩で森に迷い込んだので、村からそう遠くない場所で無限ループに突入しているかと」

「じゃあ村周りをしらみつぶしに探せばええのね」

　全域を探すのでは何か月もかかってしまうが、村近辺だけに限れば短時間でも捜索は可能だ。

　村と森との境界である敷石を跨またぐ。何度か往復してきて無事だったおかげで、もうあまり躊ちゆう躇ちよはない。実際、森の奥に踏み入ってみても眩げん暈うんといった異変は起きない。

「おーい、ライオットー。近くにおったら出てきてくれんかのー」

　返事はない。

「風車小屋は村の東端なので、そちらの方角に回ってみましょうか？」

「あ、そうじゃね。たぶんその近くで迷い込んだじゃろうし」

　というか最初からその近辺で森に入ればよかった。二度手間だったか──と思いかけたとき、わしは視界の隅のあるものに気付いた。

「のうシェイナ。そこ、草が折れておらん？」

「え？」

　道らしい道もない森の中。藪やぶも無造作に生えているように映る。しかしよく見れば、わしの前に生い茂った藪の中に、不自然な折れが何箇所かある。

「あの等間隔の折れ具合は人間の歩幅じゃないかのう。獣じゃったらもっと粗くなるから」

「おおっ、さすがこの森のベテランですね！」

「えへへ。わしも捨てたものではないじゃろ？」

　踏み込む場所を失敗したかと思ったが、まさかの幸運だった。ここまで早く手がかりを発見できたなら、もう半分くらいは見つけたも同然である。

　わしが先導して草折れの足跡を進むと、その先に藪や木のない開けた場所が見えてくる。

「あそこなんかキャンプ地にちょうどよさそうですね。もしかしたら休憩しているかもしれませんよ」

「前もそうだったもんね」

　ドラドラと一緒に遭難していたときも、彼らのキャンプ地はああした樹じゆ海かいの空白地帯だった。火おこしや寝床の便を考えると、それ以外の場所は厳しいのだ。

　期待して空白地手前の藪を搔かき分わけた、そのとき。

　わしらの予測していたとおり、人影が視界に飛び込んできた。

　ただし、その人影はライオットのものではない。




「死なないでレーヴェンディア……お願いだからずっとここにいて……あんたをここに留めるためだったら、あたし何でも頑張るから……魔王様に挑むなんて無謀なことは思いとどまって……」




　そこにいたのは、独り言を呟つぶやきながら金かな槌づちとノミを一心不乱に振るい続ける少女だった。黒いレースのドレスを纏まとい桃色の髪を揺らすその風ふう貌ぼうは、間違いなく──

　先日退けた魔王軍幹部・操々だった。




　　　　＊




　操々は森の丸太を材料にして木製の人形を作っていた。額にはなぜかハチマキを巻いており、熟練の木工師じみた風格を漂わせている。ドレスという可か憐れんな装いには似合わぬ一刻入にゆう魂こんの迫力である。

「……ふう。これでまた新しく一体できた。動けっ」

　完成した彫刻を操々が魔力糸で包むと、木目が剝むき出だしだった肌には本物の人間のような血の気が宿り、瞳にも人間らしい輝きが生まれる。

　やがて彫刻は自らの足で立ち上がる。その服装はレーコを連日に渡ってチヤホヤし続けている諸国の偉い人たちとそっくりだった。

「いい？　あんたの使命はレーヴェンディアとその眷けん属ぞくに『魔王はもう死んだ』って思わせることだよ。そして可能な限りおだてて居心地をよくして、ずっとここに足止めするんだ……！」

「リョウカイ」

「それから、村に行くときはこの箱をレーヴェンディアに届けてきて。眷属はチョロいけど、レーヴェンディアったら全然物欲がないから……。せめて食べ物くらいは気に入ってくれるといいんだけど。あ、形が崩れないように持ち運びのときは揺らさないでね」

　漆塗りの立派な木箱だ。操々が中身の確認とばかりに蓋をパカッと開けると、かぐわしい香りの甘草団子が物もの凄すごく上品に詰められていた。塩漬けにした桜の花びらまで彩に添えられている。

「上等な肉を持って行ったときは『草が好き』って拒否されちゃったから、草系で頑張って作ったんだ。絶対に落としちゃダメ」

「リョウカイ」

「あんたたち木偶でくは魔力が切れたら元の木材に戻るから、ヤバくなる前に余裕を持って村から出ること。村人たちが追って来られないように対策はしてあるから」

「リョウカイ」

「じゃ、行ってきな」

　キリキリと人形は動き出し、森の草を搔かき分わけてこちらへと歩いてくる。わしとシェイナは慌てて木陰に身を潜めてやり過ごす。草が折れていたのは、この人形たちが歩いた跡だったのだ。

　操々は見送りもせず、またしても木材にせっせとノミを振るい始めている。

「さて次次。レーヴェンディアったら本当に頑固なんだから。勝ち目もない魔王様に挑もうとするなんてさ。このままじゃ殺されちゃう……でも、あたしがそんなことさせない。この村でずっとずっと足止めし続けてあいつを守るんだ。いつかレーヴェンディアも気付いてあたしに感謝してくれるはず……」

　重すぎる愛の形がそこにはあった。シェイナがそっとわしの肩に触れてキザっぽく眼鏡めがねをいじる。

「よかったですね邪竜さん。どうぞお幸せに」

「よくないから。なんかよく分からないけどあれはたぶんひどく歪いびつな想おもいじゃから。決して喜ぶべきものではないから」

　わしが首をぶんぶんと振って祝福を拒絶していると、「からん」と何かが落ちる音がした。

　音に振り向く。

　操々がノミを取り落として、鮮血のごとき赤い瞳をじろりとこちらに向けていた。まるで「見たな」とでも言わんばかりに。

　バレた。あまりの光景に状況を忘れ、うっかり声を出してしまっていた。

「うああああぁあっ！」

　だが、悲鳴を上げて身を隠したのはなんとわしらではなく操々の方だった。

「き、聞いた……？　聞いちゃったのレーヴェンディア？」

「あ、うん、まあ、そうじゃね」

「違うの！　あたしはただ、あんたの身のためを思って。よかれと思って！」

「分かっとる分かっとる！　落ち着いて！」

　お互いが半ばパニックに陥っていた。操々の方に至っては、顔を手で覆ってゴロゴロと地面を転がりまくっている。

　しばらく騒ぎ続けて、ようやく双方とも多少の冷静さを取り戻す。

「ええとつまり、お主はわしを守ろうとしてくれてたのよね」

　魔王討伐の報しらせを持ってきた商人や冒険者も、レーコをチヤホヤしてきた偉い人たちも。すべては操々が作り続けたエキストラだったということだ。

　わしらに「魔王が死んだ」と思い込ませ、さらにはおだてて足止めし、魔王討伐の旅を再開させぬために。

「うん。だって、あんたのこと本当に同じ魔物として尊敬してるんだよ……。あの伝説にも残る『深しん淵えんの八日間』の逸話なんて初めて聞いたときにはゾクゾクして震えが止まらなかったくらい」

「わしも震えが止まらんなあ」

　解説役にレーコが欲しかった。きっとウキウキで『深淵の八日間』に何が起きたかを喋しやべってくれたに違いない。

「でも、あたしには分かるんだ。今のあんたは弱い。魔力が感じられないのはどうせ力を隠してるからなんだろうけど、それ以前の問題。戦意もなければ圧倒的な恐怖も感じない。眷属は少しやるみたいだけど、所詮は手駒。魔王様とは比べようもない」

　そう言った操々は怯おびえるように己おのが身を両腕で抱いた。

「魔王というのはそんなに強いのかの……？」

「とぼけないでよレーヴェンディア。あんたも力の差を自覚しているからこそ、この森の精霊を喰くらって力を得ようとしたんでしょ？」

「いや喰らうなんてそんな。わしはただ草を食べたかっただけよ」

　わしの釈明もロクに聞かず、操々は震えながらぴょこんと兎うさ耳みみを頭に生えさせる。本体のぬいぐるみの耳だけが飛び出ているようだ。

「あたしはつい最近まで、喋って歩くのが精一杯の低級な生き人形だった。人間どもに気持ち悪がられて、捨てられたゴミ溜ため場でひたすら恨みを募らせてたとき──魔王様の声が聞こえたんだ。『部下になれ。そうすればお前に幹部としての力を与えよう』って。やけっぱちで頷うなずいた瞬間、これだよ」

　操々はひけらかすように指から操糸を一本流してみせた。

「分かった？　レーヴェンディア。あんたは厳選して眷属を一人作ったみたいだけど、魔王様はその辺の低級魔物でも簡単に幹部級の手駒に引き上げることができる。あんたみたいにただ力を与えるだけじゃなく、戦闘経験も含めてね。何より──あのとき聞いた声の威圧感。直接会ったわけじゃないのに、あんたよりも、あんたの眷属よりも、何倍も恐ろしかった。断言できる。たとえ眷属を増やそうと精霊の魔力を得ようと、魔王様は今のあんたが敵かなう相手じゃない」

「う、うん……」

　ぐいっと顔を寄せてきた操々にわしはたじろぐ。レーコより遥はるかに恐ろしい相手と聞けば、

「あ、あの。一つ聞いてもいいかの？　どうしてお主はそんなにわしを心配してくれるの？」

「えっ、やだっ。レーヴェンディアったら、そんなにあたしの気持ちを聞きたいの……？」

　きゃっ、と嬉しそうに嬌きよう声せいを上げて操々は首を振る。

　純粋な好奇心で理由を聞いてみたかったのだが、この反応でちょっと聞きたくなくなった。

　しかし操々はまるで乙女のようにもじもじしながら語り始める。

「あたしがまだ普通のぬいぐるみとして人間の家に置かれてた頃、邪竜レーヴェンディアの昔話を聞いたことがあったんだ。古代に君臨した強大な魔物で、魔王にすら完全に従属することなく孤高の地位を守ってるって」

　うっとりとした表情で操々は両りよう頰ほおを抱える。

「捨てられてゴミ捨て場で一人ぼっちになったあたしの心を支えてくれたのは、そのとき聞いたあんたの逸話だったんだ。孤独でも強くてカッコよければ孤高として誇れるって。あたしもいつかそうなろうと憧れて……だからあんたには死んで欲しくないんだ。あたしの大事な心の支えだったんだから……！」

　今度は急に嘆き始めて、操々は目を潤ませる。

「だからお願いだよレーヴェンディア。魔王様に抗あらがうなんて無む茶ちやはやめて、ここでずっと過ごそ？　ほら、あたしの作った草団子食べてみて。きっと美味おいしいから」

　藪やぶの陰からさっきと同じ漆塗りの箱を引っ張り出して、操々がわしの鼻先に押し付けてくる。

　断る度胸もないので流されるままに一つ口にすると、

「ほあっ！　何これめっちゃ美味しい！」

「そうでしょ！　なんたってあたしの自信作だから！　やだ喜んでくれて嬉うれしい……」

　きゃあきゃあと悶もだえるように操々は跳びはね、頭の兎耳をくねくねと曲げる。

　と、シェイナがわしの肩を突つついてきた。

「邪竜さん。これはもしかして敵どころか仲良くなれるのではないですか？」

「そうみたい……じゃね」

　シェイナがぐっと拳を握って勢いづく。

「頑張ってください邪竜さん。ここで彼女とお近づきになれれば、精霊さんも人形から元に戻してもらえますし、何より今後の警戒の必要がなくなります。上手うまく口説いて友達にしてしまいましょう」

「口説くって、そんなのわし経験ないよ。いつも一人でおったから」

「それなら私がフォローします。精霊さんといつか言葉を交わせるようになったときのため、友達になるための口説き方をあらゆるパターンで想定していましたから。どうかご安心を」

　頼もしげな雰囲気でシェイナが懐からメモ帳ちようを取りだす。

「この操々さんの場合は『依存度強めの好意剝き出しっ子対策』の巻が有効そうですね。私がセリフを耳打ちしますので、そのとおりに喋ってもらえますか」

「うん、お願いの」

　メモのタイトルはまさしくこの状況にふさわしいといえた。これは大船に乗ったつもりで任せてよさそうだ。

「ではセリフを言いますね。できるだけ気取った感じの声でお願いします」

　わしはシェイナの囁きに倣ってセリフを述べる。

「おい操々とやら。お主……わしが本気で魔王に敵わんと思っておるのか？　やれやれ、可愛かわいいウサギちゃんは見る目もまだまだ可愛らしいひよっ子のようじゃな……」

　五千年の人生最高のハスキーボイスで言い終わってから、わしは発言内容に気付いた。

「ちょっとお主！　なんで仲良くしようといったそばから挑発しておるの!?」

「違います。こうしたタイプの子はまず強気にグイグイ攻めることが肝心なんです。せっかく邪竜さんの強さに憧れているんですから、まずは強者の風格を見せつけて完璧に落としてしまいましょう」

「だ、だけど怒らせてしまっては元も子も……」

　恐れながらわしは操々に向き直った。

　そこには悶もん絶ぜつして海老えび反ぞりになっている少女の姿があった。

「くぅ……っ！　さすがレーヴェンディア。あたしの説得なんて歯牙にもかけないで魔王様に歯向かおうとするその唯我独尊っぷり。やっぱり最高……！」

　効こう果か覿てき面めんのようだった。

「先制ジャブは成功しました。ここからは相手の説得が予想されますので『お主がそこまで言うなら仕方ねえな』路線でじわじわと相手の主張に寄せていきましょう」

「シェイナ。なんだかお主とても活いき活いきしておるね」

「ええ。私の編み出した口説き文句の有用性を立証できる数少ない機会ですから。魔王軍幹部にも有効となれば、精霊さんにもきっと通用するに違いありません」

「それとこれとは話が別なのではないかな」

　幸いにも操々は興奮の極みにあり、わしらのこの会話は耳に入っていない様子だ。紅潮した顔をぶるぶると振って、息を荒らげながらわしに詰め寄ってくる。

「でも、でもねレーヴェンディア！　そこをどうにか思いとどまって欲しいの！　あたしだってあんたが強いのはよく分かってる……でも、魔王様が相手だと絶対なんて言えないから……」

「そんなにわしの意見を覆したかったら……代わりにお主は何をしてくれるんじゃ？」

「な、何でも！」

　ぎゅっと両目を閉じて操々は照れるように何度も首を振っている。

　わしはシェイナを振り向いて小声で打ち合わせる。

「何でもしてくれるということじゃから、ここで精霊さんを元に戻すようにお願いしてはどうかの？」

「いいえダメです。こういうときに他の子の話題を出すのはタブー中のタブーです。一気に機嫌を損ねてしまう恐れがあります」

「奥が深いのう」
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「ここは相手が自発的に人形化の魔法を解除するように誘導していきましょう」

　わしはシェイナの指示に従うがまま、素では決して言わぬであろう言葉を並べていく。

「操々よ。お主、何でもということはつまり、わしだけのお人形さんになる覚悟があるということじゃな……？」

「レーヴェンディア……も、もちろん」

「レーヴェンディア『様』、じゃろ？」

「はうんっ」

　ちなみにこの時点でもうわしは切実に帰りたくなっている。顔から火が出そうだ。

　操々とシェイナの二人はこの上なく楽しそうで羨ましい。

　トドメとばかりにわしは（指示の下で）操々の顎をクイッと爪で持ち上げる。

「お主がそこまで言うなら、少しだけ魔王と戦うのを待ってやってもよいかの。ただしその代わりに、もうお主はわしのものじゃからな……？」

「レーヴェンディア様……」

「お主はもうわしだけ見ていればいい。他の人形を使った小細工なんかはもうやめるがいい。そんなつまらんことをする暇があるなら、わしのために料理の腕でも磨くんじゃな。さっきの草団子は──ま、そんなに悪くなかったからの」

「わ、分かった！　それじゃあ村に送ったエキストラの人形たちとか……あと森の精霊も元に戻すね！　もうレーヴェンディア様が魔王と戦わないならあたしそれで十分だから！」

「ふ。少しは分かっておるではないか」

　ここでシェイナが親指を立てて村に帰ろうとしたので、わしはその足にしがみついた。

「なんでお主、目的達成したらすぐに帰ろうとしておるの？」

「若いお二人の邪魔をしてはいけないと思いまして」

「若くないから。わしなんかもう完全に高齢者の域じゃから。ここからわしのアドリブだけではすぐ破綻してしまうから」

　押し問答をしているうちに、ふと操々が熱狂から冷静さを取り戻した。

「ねえ、ところでレーヴェンディア……その女は誰？　さっきからずいぶん近くに置いているみたいだけど？」

　赤い眼がん光こうが鋭くなるとともに、すごい勢いでシェイナが木陰に下がった。

「私はただこの近くでたまたま遭難者を探していただけの者であります。お熱い二人の邪魔をするつもりはちっともありませんので」

「ふーん……ま、いっか」

　シェイナに向けていた視線の矛を収め、操々は再びわしににじり寄ってくる。

「他の奴やつのことなんてどうでもいいもんね？　そうでしょレーヴェンディア？」

「そ、そうじゃね。お主にはわしだけ見ていて欲しいからね」

　受け答えの模範解答を失って、わしは動揺しながらもなんとか強気で答える。シェイナは「後は任せた」と言わんばかりに親指を立てている。任せないで欲しい。

「そっかぁ。よかったぁ。じゃあ、レーヴェンディアは永遠にここであたしと二人きりで暮らしてくれるんだよね？」

　わしの角に頰ずりをしながら、操々は吐息でも吹きかけるように言った。

「え、永遠……？　それはちょっとどうかの」

「なんで？」

　針のように尖とがった詰問。

「あたし何だってするよ？　あたしがレーヴェンディアだけ見るっていうことは、当然レーヴェンディアもあたしだけを見てくれるんだよね？　他に何もいらないよね？　この森が二人だけのユートピアになるってことだよね？」

　言葉が進むにつれてどんどんプレッシャーが強くなってくる。

「それとも……あたしだけじゃもしかして不満なの？　あたしがすべてを捧ささげるつもりなのに、レーヴェンディアはあたしにすべてを捧げないつもりなの？　それっておかしいんじゃない？　不公平だよね？」

「お、落ち着いて操々さん」

　わしは角にしがみついてこようとする操々をぐいっと押しのける。そこから続けたのは、演技ではなく本心に近い言葉だ。

「お主がわしの身を案じてくれたことは本当に感謝しておるし、そんな優しいお主とは本当に友達になりたいと思っておる。これに噓うそはないよ」

「じゃあ！」

「でもね、ここでずっと暮らすというのは少しだけ待ってもらえないかの」

　わしの脳裏に思い浮かぶのは一緒に旅を続けてきたレーコの顔と、それを探し続けているライオットの顔だ。

「今、わしが面倒を見ている子がおっての。とびきりの問題児なんじゃけど、お主と同じで根は優しい子でな。なんとかその子を普通の暮らしに戻してあげたいと思っているのよ。魔王を倒すとかは置いておいて……何かいい手立てがないか、もう少し旅を続けてみるつもりでね」

　それに、いくらレーコとて操々の仕組んだあの茶番にいつまでも騙だまされるものではない。もってあと数日で、何かしらおかしいと察し始めるだろう。

　騙されたことに気付いてレーコが激怒すれば、操々の命もまた危ない。

「じゃからね操々さん。まずは常識的なお友達から始めないかの？　レーコにも紹介するでの。お主らが仲直りして味方になってくれるなら、わしも嬉うれしい限りじゃから」

　ぱしっ、と。

　わしが握手のために差し出した手は、操々の平手によって弾かれた。

「そうなんだレーヴェンディア……あんたって、そんな風に平気で股をかける男なんだ」

「ま、股？　誤解じゃよ操々さん。わしはただ──」




「よくもあたしの純情を弄んでくれたね」




　操々の声が一瞬にして莫ばく大だいな怒気を孕はらむ。さらにその身から黒炎のごとき魔力が渦となって立ち上り、森の地面に亀裂を走らせていく。

　そこで焦燥の汗を額に浮かべたシェイナがわしの横に並んでくる。

「邪竜さん！　かなり不味まずそうな状況です……ここは強行作戦といきましょう！　有り余る邪竜パワーで強引に操々さんを押し倒して『おいお主、わしの二号じゃ不満だってのか？』とイケイケな雰囲気で鎮圧してください」

「さっきから気になっておったんじゃけど、お主のそういうセリフのボキャブラリーはどこから仕入れておるの？」

「はい。それっぽい小説や劇を分析してセリフを編み出しました」

「サンプルに偏りがあると思うから修正しておいた方がええよ」

　怒り始めた魔王軍幹部を前にして、場違いに吞のん気きな応酬である。この弛し緩かんした雰囲気は、シェイナに妙な余裕があることに起因しているが──

「のうシェイナ。落ち着いて聞いてくれるかの。決して取り乱さないでね」

「はい？　なんですか？」

「実はね。わしって邪竜というわけでもないし、全然強くないのよ。強いのはレーコだけ。このまま操々さんが暴れ始めたら、押し倒して止めるとか絶対無理じゃと思う」

「えっと、それはつまり？」

「今すごくピンチ」

　ちなみにわしは最近かなり命の危機に対して鈍感になってきている。ポジティブに言い換えるなら肝が据わってきたと表現してもいいかもしれない。

　シェイナもまた、この絶望的な事実を知ってもさしたる動揺は見えなかった。この若さでなかなか度胸が──

「ってお主！　よく見たら眼鏡の下で白目剝むいておるよね!?　立ったまま気絶しないで！」

「はっ……いけませんでした。そうですね。せめて最期に木の幹にメッセージを彫って精霊さんに遺言を残さなければ……」

「それよりもまず逃げんと！　村まで行けばレーコがおるから！」

「そ、そうですね！」

　わしとシェイナは尻尾を巻いてトンズラを決める。どちらも森を駆ける足にはそれなりの自信がある。

「どこに逃げるつもり？」

　しかし当然、安易な逃走を許してくれる相手ではなかった。操々が宙で指を動かすと同時に、わしらの逃げ道を塞ぐように人影が現れる。




　──村の小屋で眠っていたはずの、精霊の人形が。




「精霊さん！」

　シェイナの声に応じる気配はない。精霊は未いまだ眠りに目を閉じたままだ。しかし、まるで夢遊病のように歩いてわしらの逃走を阻んでいる。そこから発せられる魔力は、操々に勝るとも劣らない。

「さっきあんたが元に戻せっていうから、ここに呼び寄せてたんだ。まさか戦うために使うことになるとはね……」

「な、なんでここに？　レーコが罠わなを仕掛けたから、手出しはできんはず……」

「ああ、魔物避よけの小屋に保護してたらしいね。あたしが送り込んだ人形から聞いたよ。でもご愁傷さま」

　まるで楽器を弾くように操々の指が蠢うごめく。

「あたしの手で人形化した奴は、どんな場所にいてもあたしの意のままに操れるのさ。わざわざ迎えに行かなくても、いつでもその人形を呼び寄せるくらいできたってわけ」

　そうか、と思う。

　レーコをチヤホヤするために送られていたエキストラ人形たちは、森の『幻惑』に似た現象で尾行を防いでいた。あれもまた、精霊を遠隔操作して操々がやっていたのだ。

　人形化されてもレーコは普通に自分の意志で動いていたから、干渉を受けるという発想が抜け落ちていた。規格外の子を基準にするのではなかった。

　やがて操々の怒りに呼応するかのようにして森に異変が起こる。精霊が人形にされたときと同じく、木々が枯れて地面が干からびていく。

「あたしはあんたの眷けん属ぞくにも及ばなかった。いくら衰えてたって、普通にやり合えば勝てるわけない。だから最初から奥の手を使わせてもらうよ」

　森から生命が失われていくのと反比例して、精霊の身に満ちる魔力が急膨張していく。

「あんたも魔王様に対抗するためにこいつを欲してたんでしょ？　巨大な樹じゆ海かいが数千年に渡って蓄えてきた魔力──一気に全放出すれば、今のあんたじゃ受けきれないはず」

　操られた精霊が口を開いた。その内は満みち溢あふれた魔力で真っ白に輝いている。

「さよなら」




　精霊の全魔力を吐き出す砲撃が、わしらに降り注いだ。




　　　　＊




　枯れ果てた森の奥で凄すさまじい光の爆発が起き、村を轟ごう音おんと振動が襲った。

　不覚だった、とレーコは奥歯を嚙かみしめる。

　大量にいた外部の来客は木偶でく人形となって崩れ落ち、数々の献上品も土くれとなって消きえ失うせている。

　しかも千里眼を発動させてみれば、罠を張っていた小屋からいつの間にか精霊の姿が消えている。

　あの操々という魔物の干渉を受けたとしか思えない。

「邪竜様……！」

　邪竜様の気配を辿たどれば、遠く森の中である。その近くには操々や精霊の気配もある。この事態をいち早く察知し、敵の制圧に動いたに違いない。

　──だというのに、私といえば。

　魔物の作った木偶人形だということにも気付かず、胴上げをされて吞気に喜んでいた。眷属として一生の不覚である。

「今そちらに参ります邪竜様。今度こそあの憎きウサギを打ち滅ぼしてくれましょう。どうか恥を雪すすぐ機会をば」

　地を踏む足に力を込める。音速すら超えるこの眷属的脚力をもってすれば、邪竜様の現在地まで数秒あれば十分だ。




「どこに向かうおつもりですか？」




　だが、森に向けての疾駆を開始しようとしたとき、突如としてレーコの前に姿を現した者がいた。

　丈長の黒衣。×印の仮面。そして男か女か判然としないくぐもった声。

　愚かにも邪竜様の眷属を自称し、アスガで暗躍していた──あの偽眷属だ。

「貴様……あの操々とかいう魔物とグルだったのか？」

「まさか。あのように幼稚な人形劇ごときに私が加担するはずがないでしょう。『邪竜派の蜂起』などというのは操々が勝手に仕立てたデマですよ。もっとも、幼稚な子供のあなたには十分に有効だったようですが」

「黙れ偽物」

　挑発だろうが何だろうが構わない。超速で駆け出したレーコは、すれ違いざまに偽眷属を斬り捨てようとする。

「やれ偽物とは酷ひどい。私はただ眷属の先達として忠告をしているだけではありませんか。眷属になった以上、いつまでも子供じみたお遊戯気分でいるべきではない──とね」

　しかし。
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　レーコが振った短剣の刃やいばは、たった指二本で偽眷属に挟み止められていた。突進の勢いと斬撃の速度、そして刃に込めた膨大な魔力が、ただそれだけで完璧に防がれた。

「今もそうです。レーヴェンディア様がじきじきに敵を誅ちゆう殺さつせんと動き始めたところに、野や暮ぼな横よこ槍やりを入れようとしている。我々眷属は差し出がましい真似まねをせず、別命あるまで慎重に待つべきでは？」

「邪竜様の戦いをともに戦わずして何が眷属だ、いいからどけ。消されたいのか」

「……やれ。眷属としてまだ未熟なようですね」

　いいでしょう、と偽眷属が黒衣の襟元を正した。

「より相応ふさわしい振る舞いを身に付けられるよう、少しばかり稽古を付けてあげましょう」







[image: 第４章　森の精霊]




　真っ白な閃せん光こうが世界を包み、そして次第に晴れていく。

　光に眩くらんだ目では周りの風景すらもよく分からない。今わしがいるのは森の中なのか、それともあの世に来てしまったのか。

　たぶんあの世だろう。

　あの場にレーコはいなかった。レーコの力なしで、あんな規格外の攻撃を無事にやり過ごせるわけがない。

　徐々に目が正常を取り戻し、景色に色が付いてくる。

　あの世とはいったいどんな場所だろうかと思う中、まず最初に目に入ったものは──

　すべての魔力を吐き出しきって、サラサラと風に消えていく精霊の人形だった。

「え？」

　周囲の枯れ木は砲撃の余波で次々に倒れていく。だが、わしの身には傷一つなかった。

「馬鹿な！　あれを止めた!?」

　半ば呆ぼう然ぜん自失にあったわしを現実に引き戻したのは、背後から響いた操々の絶叫である。

「まさかレーヴェンディア……あたしの想定以上の力を隠し持ってたの？　ああ……予想外だけど嬉うれしいかも。あたしの憧れた邪竜なんだもの。それくらいしてくれなきゃ……」

　赤い瞳を爛らん々らんと輝かせ、操々は恍こう惚こつの笑みを浮かべる。

　状況への理解が追いつかない。あれだけの砲撃をなぜわしが無事にやり過ごせたのか。

「そ、そうじゃシェイナ。お主は大丈夫──」

　はっとなってわしは隣にいるシェイナを振り向く。

　すると、シェイナは死にかけの魚のように口をパクパクさせてわしを見ていた。

「や、やっぱり驚いたかの？　でも何か分からんけど無事みたいじゃから、早くここから逃げようの」

「ち、違います。邪竜さん。背中、背中を見て下さい」

「背中？」

　わなわなと震える指でわしの背中を差され、わしは首を曲げて背を仰ぐ。

『けぷっ』

　そこには、わしの背に跨またがって満足げなゲップを吐く、半透明のミノムシ少女がいた。

　お腹なかをぽんぽんと叩たたいて、ミルクを飲み終えた赤子のように幸せそうな顔をしている。

「やっと会えましたね！　精霊っさ────ん！」

　武者震いから醒さめたシェイナがわしの背にある半透明の精霊に向かって飛びつくが、あえなくすり抜けて対岸に顔面から着地する。

「お主！　大丈夫!?」

「ふふふ……お触りまではできませんでしたか……しかし姿をこうして見ることができただけで私はもう大感激ですよ。この場で死んでも悔いはないほどです」

「そこはもうちょっと悔いを残して」

　ヒビ割れた眼鏡めがねをかけ直してシェイナは晴れやかに笑う。

「見ましたよ私は。その子がいきなり邪竜さんの背中に現れて、さっきの攻撃を全部口から吸い込んでしまったんです」

「ほ、本当？」

　確かにその言葉を裏付けるかのように、地に残った砲撃の爪痕はわしらの周りを綺き麗れいに避よけている。

　わしが背中の精霊をもう一度振り向くと、彼女はきょろきょろと周りを見渡して、正面で髪を逆立てる操々に視線を留めた。わしもつられて操々に視線を向ける。

「ああっ……いいよレーヴェンディア。その敵意の視線、ゾクゾクしちゃう」

　謎のヒートアップをする操々はしかし、精霊の存在が見えていないようだった。

　一方、半透明の精霊は「じぃ────っ」という擬音が聞こえるほどに操々を見つめていたが、やがて逃げるように姿を消した。

　まるで水の中に潜るかのように、わしの背中に溶け込んで。

「えっ？」

　思わずわしは自分の背中に手を回す。いくら触ってみても、いつもどおりの柔らかい鱗うろこの感触があるだけである。精霊の影も形もない。

　いったい何がどうなっているのか。

　わしがまったくついていけない間に、操々は興奮をこじらせて両手から大量の魔力糸を放出した。

「いいよぉレーヴェンディア！　切り札がなくなった以上、あたしに勝ち目はない……だけど魔王軍幹部の意地にかけて、あんたに絶対消えない傷を一つだけでも刻んでやる！　その傷を見るたびあたしのことを思い出せぇ！」

　恐ろしいほどの魔力を帯びた糸がわしに殺到する。触れれば死は避けられない。

　必死に払いのけようと、ほとんど反射的にわしは前脚を振った。




　そこで巻き起こったのは、予想外の風圧だ。




　竜巻にも匹敵するような旋風が前脚の一振りで発生し、操々の放った糸をすべて空へと弾はじき返かえしたのだ。

「はっはぁ！　さっすが！　やっぱりこの程度じゃかすり傷も付けられないね！　さあ、本気の力をあたしに全力でぶつけて！」

「え、ちょっと。本気とかじゃなくて何この力」

　勝手に盛り上がる操々だが、わしは困惑するばかりである。しかし、わしの理解を待たずにさらなる異変は続いた。

　アスガで魔物と戦ったとき、わしはロゼッタに魔石を吞のまされて強化されたことがある。そのときとまったく同じ現象が起きた。

　──巨大化である。

　薬で小さくなっていた身体からだが一気に膨れ上がり、元のサイズ以上に巨大な図ずう体たいとなったのだ。その大きさたるや、森の木々を簡単に片足でなぎ倒せるほどだ。

　そして何より、全身にみなぎる分不相応なまでの魔力。

「そうか！　ずっとここにいたのですね！」

　と、いつの間にか巨大化するわしの角にしがみついて、シェイナが頭の上に登っていた。

「え？　わしはずっとここにおったけど」

「邪竜さんじゃないです。精霊さんのことです」

　そう言ってシェイナはわしの頭にちょんと触れた。

「最初に森が枯れる直前、邪竜さんの目の前に精霊さんが出てきたんですよね？　きっとそのとき、精霊さんは邪竜さんの中に隠れたんですよ。魔物から逃げようとして」

「でもそれなら、ずっと眠っとったあの人形は？」

　わしの中と、人形の中。それぞれに精霊がいたことになってしまう。

「推測ですが──人形に入っていたのは、精霊さんの魔力だけだったんじゃないかと思います」

「じゃあわしの中にいたのは？」

　決まっています！　とシェイナは元気よく応じる。

「精霊さんの『意思』そのものです。肝心なその部分だけは邪竜さんの中に避難していたから、人形の方は眠り続けていたのではないかと」

「ああ、そう考えると納得いくのう……じゃ、なんで今のわし大きくなっとるの？」

「魔力を取り戻した精霊さんが宿ったからですかね？」

　つまり、これがライオットやドラドラの求めていた『精霊の力による強化』というやつか。

　無論、わしが力の担い手に選ばれたとかいう高尚な話ではない。

　精霊が操々から身を隠す緊急避難として、たまたま昔むかし馴な染じみのわしの身に逃げ込んだというだけだ。偶然の重なった副次的な結果である。

　しかし今は望外の幸運である。これだけの力があれば──

「よしシェイナ！　しっかり摑つかまっておいておくれ！　このまま村まで逃げてレーコに助けを求めるからの！」

「ええ、やはりそれが一番ですね！」

　意見は見事なまでの一致を見た。

　強化されようと巨大化されようと、わしはわしである。アスガのときも時間稼ぎの寝技合戦しかできなかった。魔王軍の幹部に真っ向勝負を挑むほど愚かではない。

「逃がすもんかぁっ！」

「うぎゃああっ！」

　だがそう上手うまくはいかなかった。尻尾を巻いて逃げようとした途端、操々の糸が雨あられのごとくわしに降り注いだのだ。人形化するためではなく攻撃を意図した斬撃の糸で、強化されたわしの身にもかなりの痛みが走る。

「シェイナ、無事かの!?」

「ええ、大丈夫です……間一髪でしたが」

　頭の上にいた彼女は、咄とつ嗟さにわしの角を盾代わりにして身をかわしたようだった。

　今の応酬だけでも分かった。

　移動や攻撃の速度は操々が圧倒的に上である。というか、わしが勝っていそうなのは図体と魔力量だけである。しかも魔力については量こそあっても使いようがないという絶望的な状況だ。

　村まで逃げるのは難しい。

「時間稼ぎをしてレーコを待ちたいところじゃけど……」

　それが妙なのだ。

　普段ならこんな事態が起きれば数秒でわしの元に駆けつけるはずのレーコが、いつまで経たっても姿を現さない。となると、何か村でも不測の事態が起きたとしか考えられない。

　逃げられない。レーコの救援も期待できない。

「こういうときは……狩神様！　どうかわしを助けてください！」

　いつもは遠すぎて連絡がつかないが、アスガで魔力が漲みなぎったときは一時的に通じた。今回もそれに期待したが、

『……』

　天に向かって上げた爪は沈黙を保ったままである。思えばこの樹じゆ海かいはアスガよりも遥はるかに狩神様の遺跡から離れている。さすがに限度というものがあるようだ。

　こうなれば、もう──

「たたた、戦うしかないのかの？」

「は、はい。どうやらそのようですね。しかし、今の邪竜さんの力ならワンチャンスあるのでは……？」

　わしの身は情けないほどに震えているが、巨大化＆パワーアップした今はそれがちょっとした地響きすら起こしている。

　わしの角を支えに立つシェイナの足も震えているようだったが、声には若干の希望も混ざっている。

　正直なところ、不可能ではない。

　操々とレーコが戦うところは間近に何度も見た。その印象からすれば、彼女は決して打たれ強い魔物ではない。搦からめ手を得意とするタイプだ。

　片手で突風を起こせるほどの今のわしが突進をすれば、十分に有効打を狙える。

「よ、よく摑まっておいての！」

「はい！」

　怯おびえながらにわしは操々に突撃する。戦闘経験などないわしにとって、出会い頭の一撃以外に取れる策はない。

「へえ……いよいよやる気になったみたいだね、レーヴェンディア。いい目だよ。惚ほれ惚ぼれしちゃう」

　が、操々の不吉な哄こう笑しようとともに、突如として森の大地に地割れが生じた。

　突進の勢いのまま危うく地割れに飛び込みそうになったわしは、爪で踏ん張ってなんとか急制動をかける。

「な、なんじゃ……？」

　森のあちこちで地面が隆起し、岩や土塊が重力に逆らって次々と宙に浮かび上がっていく。それらを吊つり上あげているのは、操々の指から無数に放出された魔力糸だ。

　やがて空中に集った土塊は、糸に束ねられてあるものに変へん貌ぼうする。




　──今のわしですら膝の高さにも及ばない、山と見み紛まがうほどの巨人へと。




「あんたのパワーに対抗するには、人形もこれだけのデカブツにしないとね。さあ、あたしはこのとおり全力だから、あんたも全力で来て。本気の殺し合いであんたの爪に引き裂かれるなら、あたしも本望だから……」

　空中に舞い上がった操々は、赤い瞳を煌こう々こうと輝かせて巨人の肩に着地する。




　言うまでもないが、とても突進など届かない高さである。




　　　　＊




　偽にせ眷けん属ぞくと近接戦で打ちあうこと早数百合。

　有効打を与えられぬ千日手のような状況に、レーコは焦燥の舌を打った。

　大技を放って消し飛ばすことも一時は検討した。しかし周囲で混乱に陥っている村人たちを巻き込む恐れがある。人類との協調路線を志す邪竜様の眷属として、人死には極力避さけたいところだった。

「考え方が甘いですね。人間の命などどうでもいいでしょう」

　その思考を見透かしたように偽眷属は嘲笑を発する。彼は武器を使わず、単に手袋を嵌はめただけの右手でレーコの斬撃を捌さばいている。

「人間の命をどう扱うかはすべて冥府の王たる邪竜様が決めることだ。眷属である私の一存で決めていいことではない」

　再び至近距離で剣と手がぶつかりあい、鍔つば迫ぜり合あいの姿勢となる。

　ここでレーコはフェイントを織り交ぜた。敢あえて力を緩ませ均衡を崩し、相手のバランスを崩す。

「そこだ」

　生まれた隙を衝つき、相手の心臓部に素す早ばやく短剣での刺突を放つ。相手は回避する術すべもなく、必然の軌道でその胸に刃やいばを突き立てられる。

「──やれやれ。人間の命については思いきりが悪い癖に、私の急所は何の躊ちゆう躇ちよもなく狙うのですね。普通だったら死んでいますよ」

　しかし、この調子だ。

　確実に当たり、手応えもあったはずだというのに擦かすり傷ほどのダメージも受けた様子がない。それどころか、相当の余力を残しているようにすら見える。まるで化かされているかのようだった。

　警戒のバックステップを踏んで、レーコは短剣に込める魔力をさらに強める。

「貴様、何者だ」

「何度も言っているでしょう。あなたと同じく、レーヴェンディア様の眷属ですよ」

「邪竜様は貴様のことなど心当たりがないと言っていたぞ。もし本気で言っているとすれば、貴様は『単に自分を邪竜様の眷属と思い込んでいるだけの残念な奴やつ』だ」

「面白い冗談ですね」

　冗談でもないし、何が面白いのか分からない。事実を突きつけてやっただけだ。

「それにしても、心当たりがない──ですか。レーヴェンディア様もずいぶん寂しいことを言ってくれます」

「勝手に寂しがっていろ。邪竜様が心当たりがないと言った以上、貴様が眷属などであるはずがない」

「その盲信がいつまで続きますかね」

「何だと？」

　偽眷属がレーコの持つ短剣をそっと指さす。

「先ほどの鍔迫り合いのとき、あなたが使ったフェイントの技はペリュドーナの女騎士・アリアンテが使っていたものです。見覚えて模倣したのでしょう？」

「何を言っている。私はあの女騎士と戦ったことなどないぞ」

「ああそうでした。あなたはあの戦闘を『夢だった』とレーヴェンディア様から言い聞かせられたのでしたね」

　レーコは眉根に皺しわを寄せる。それは事実だ。

　ペリュドーナを訪れて魔物から救った日、アリアンテと戦う内容の異様にリアルな夢を見た。一時は現実かと思ったほどだが、朝になって邪竜様から「それは夢」と教えてもらったのだ。

「邪竜様が夢と仰おつしやったのだから、あれは夢だったに決まっている。今の技も、夢の中で私が発案した技なのだろう」

「疑うことを知らぬというのは幸せなものです。しかし、覚えておいた方がいい。この世の誰しもが噓うそをつくものです。レーヴェンディア様とて例外ではありません」

「いいや例外だ。なぜなら邪竜様はこの世の存在ではなく異次元の存在であるからな」

「やれ。これでは水掛け論ですね。まあよいでしょう。今日はそんな細かい話をしに来たわけではありませんから」

　すぅ、と。

　黒衣を揺らす残像だけを残し、偽眷属がレーコの目の前から消える。

　そして次の瞬間、背後に明確な殺気が出現する。

「遅いですよ」

「くっ……！」

　放たれた蹴りを両腕の交差で何とか受けきる。防御こそ間に合ったが、腕の骨に染み入る重さだった。

「はっきり言いましょう。今のあなたはレーヴェンディア様の足手纏まといです。操々の人形劇ごときに騙だまされるような精神性。人間を過度に気に掛ける眷属としての半端さ。そして何より、この私の足元にも及ばぬその粗末な力量。どれをとっても看過しがたい」

「うるさい」

「おっと、それに──」

　飛び掛かったレーコの斬撃を、偽眷属はまたしても防いだ。

　短剣の刃やいばを五指で固く握りしめて。

「未いまだに戦闘でこのような武具に頼っていることはいただけない。我々は人間でなく、竜の眷属なのですよ」

　地を踏みしめて刃を押し込もうとするレーコだが、偽眷属は揺るぎもしない。

「私と戦おうとするならば、まずはその甘さを捨てることですね。聞いたことがありますよ。セーレンという田舎町で、あなたはレーヴェンディア様の力を覚醒させたことがあるのでしょう。その際は制御に失敗したようですが──」

　偽眷属が腕を振るい、鍔迫り合いの状態にあった短剣を強引にレーコの手から奪い取った。

　無造作に短剣を投げ捨てた偽眷属は、挑発するかのように両手をだらりと広げる。

「今この場で再び覚醒させて御覧なさい。眷属としての爪そう牙がの力を十分に発揮できたなら、この私にも並ぶことができるでしょう」

「断る」

　レーコは即答と同時に、偽眷属の仮面にドロップキックを叩たたき込こんだ。水平方向へ猛烈な衝撃を与えられた偽眷属は、回転しながら吹き飛び、砂煙を上げて地面に突っ込む。

「……やれ。レーヴェンディア様のために力を磨こうとしないのですか。熱意だけはある後輩と思っていたのですが、いささかこれは興きよう醒ざめですね」

　砂煙が晴れた後には、やはり無傷の偽眷属が平然と立っている。たとえ高等な魔物であろうと爆発四散する威力の蹴りを喰らったにも拘かかわらず、だ。

　レーコはその得体の知れぬ相手に、まったく物もの怖おじせず相対する。

「勘違いするな。私はこの世の誰よりも邪竜様の力になりたいと願っている。どんな鍛錬をも厭いとうつもりはない」

「ならばなぜ覚醒を拒むのですか？」

「邪竜様は、私のことを『家族のように大切』だと仰ってくださった」

　忘れもしない。暴走を収めてくれたとき、邪竜様がかけてくれた言葉だ。

「私はどんな危険もリスクも怖くはない。だが、私にもしものことがあれば邪竜様は深く悲しむだろう。そのお気持ちを無下にすることは眷属として最大の冒ぼう瀆とくだ」

「……それはまた、レーヴェンディア様も厄介な呪縛を残したものです。ですが」

　偽眷属が地を蹴った。

　瞬まばたきの間に彼我の距離は無とされ、偽眷属の振り下ろした拳とレーコの掌てのひらが衝突する。

「命の危機を感じれば、力も自然と解放されることでしょう」




　　　　＊




　ふと、若き時分にこの地で草木の種を植えた記憶が思い起こされた。

　次いで、木々の葉を吞のん気きに食はんでいた記憶も蘇よみがえる。

　場違いに何を回想しているのかと思うが、これはたぶん──




「いやぁぁ────っ！　こっち来ないでぇ────っ！」

　死が間近に迫ったための走馬灯である。

　操々の操る巨人から必死に逃れようと走るわしだったが、どれだけ全力で走ってもまるで大人と赤子の差である。陽光を遮る巨人の影から脱することすら容易ではない。

　せめて村に被害を出さぬよう、逆方向に走るのが精一杯の抵抗だった。

「あれぇ……？　どうしたのレーヴェンディア。トカゲみたいに尻尾丸めて逃げちゃってさ。らしくないんじゃない？　ほら、もっとあたしにカッコいいところを見せてよ……」

　こちらが遊んでいると思っているのか、操々はまだ様子窺うかがいをしている。しかし、このまま逃げ続けていたら、向こうもいずれ攻勢に回ってくるはずだ。

「じゃ、邪竜さん。拳が！　巨人の拳が振り上げられています！」

「ってもう!?　ちょっと待ってまだ全然逃げられてないのに！」

　わしの角にしがみつくシェイナが、背後から迫る巨人の観測状況を伝えてくる。せめて彼女は別方向に逃がしてやりたかったが、立ち止まって地面に降ろす暇がなかった。そんな悠長なことをしていては、二人揃そろってペシャンコである。

「ほらほらほらぁ！　お尻ばっかりじゃなくて、もっとその凛り々りしくて邪悪な顔を拝ませてよ！」

　操々の興奮しきった絶叫。わしの足元に落ちる巨人の影がますます濃くなり、振り返らずとも拳が迫っていることを肌身に感じさせる。

　ダメだ。走るだけでは間に合わない。

「──そうじゃ！　狩神様の爪があった！　よく摑つかまっておってのシェイナ！」

　莫大に魔力がある状況なら、体力を消耗せず自在に黒爪を操れるのはアスガで経験したことだ。

「伸びとくれ！」

　鉤かぎの形に変形させた黒爪をありったけの勢いで遠方に伸ばす。八指から放たれた爪は膨大な魔力の恩恵で大幅に強化されており、遥はるか遠くの地面へ深々と突き刺さる。

　そして間髪を入れずに、

「縮め！」

　ぎゅん、と。

　鉤爪の先端に手繰り寄せられるように、わしの身は一気に加速する。

　この機転が活いきた。

　急加速のおかげで巨人の拳の攻撃範囲からギリギリ──

「って、うわぁぁあっ！」

「きゃぁああっ！」

　前言撤回。逃げられていなかった。

　直撃だけはかわしたが、隕いん石せきのごとく地に落ちた拳はその衝撃で地表を炸さく裂れつさせ、わしらを空中に放り飛ばしたのだ。




　──死んでしまう。




　逃げ場のない空高く。

　拳で巻き上げられた倒木や瓦が礫れきとともに空中を舞い上がりながら、わしは絶望に目を固く閉じた。

　頭の片隅でずっと流れていた走馬灯がさらに色濃くなる。

　ブナの葉を食べているわし。ドングリを集めているわし。冬越えの穴を掘ろうと難儀しているわし。後ろ髪を引かれるように、何度も振り返りながら森を去っていくわし。

　……去っていく？

　おかしい。それは見送る側の記憶だ。

　そこでわしは、さっきから流れている走馬灯の視点が自分ではないことに気付いた。

　これはまさか──精霊さんの？

　それからも走馬灯さながらのフラッシュバックは続いた。現実の時間にしては一瞬。それでも、わしにとっては長い時の厚みが感じられた。

「そっか」

　そこでわしは、この森の精霊のことを完全に理解した。

　言葉を交わせる存在ではないのかもしれない。それでも走馬灯めいた記憶の奔流の中には、確かに理解できる一抹の感情があった。決して精霊は無感情の存在などではなかった。

「すまんかったの」

　舞い上げられた身が落下に転じる中で、わしは謝罪を呟つぶやいた。




　流れ込んでくる精霊の記憶に色濃く感じられたのは──寂せき寥りよう感だった。




　森の創はじまりからずっとともにあった、半身ともいえるわしが去ったこと。それがこの森が魔境さながらに変へん貌ぼうしたすべてのきっかけだった。

　だからこそ、わしは身の内に溶け込んだ精霊に祈った。

「精霊さん、力を貸してくれるかの。わしは弱くて全然ダメじゃけど、今ここで死んでしまってはとても悲しんでしまう子がいるでな」

　軽々に諦めるのはもうやめよう。

　この覚悟に応えるかのように、精霊がさらなる魔力をわしに与えてくる。魔法のまの字も知らぬわしにとっては、宝の持ち腐れといえるほどの莫ばく大だいな量だ。

　だが、一つだけ。レーコと一緒に旅を続ける中で、わしがずいぶんと慣れてきた魔法がある。

「夜の帳とばりがナントカで……ナントカの風を吹かせるじゃろう……」

　咄とつ嗟さに口からうろ覚えの詠唱が出る。初めて会った日、レーコがノリノリで呟いていたものだ。もちろんこれで魔法が発動できるわけではない。

　できる、と心から信じるための儀式だ。

　詠唱して念じるとともに、狩神様の黒爪が変形していく。

　影のような流動体と化した爪は足先から腕伝いに背中へと伸び、大きく膜を張って広がる。対をなして背に生えるその形状は──翼。

　武具に変形する爪。その用途を大きく逸脱した使い方だが、無む茶ちやは精霊がもたらす無尽蔵の魔力が押し通してくれる。

　もう、飛ぶことはあまり怖くない。これもある意味では、レーコがわしにくれた力といえるのかもしれない。

　広がった黒い翼に、わしの身を通じて膨大な精霊の魔力が張り巡らされる。力強い羽ばたきが風を捉える感触が背中に伝わってくる。

　そして──落下が止まった。

　重力がなくなった世界で、響くのは一対の翼が羽ばたく音だけだ。

「う、うう。成功してよかった……わし頑張ったよ。レーコ……」




　レーコ的に呼ぶなら『影なる双翼』──それを黒爪の変形と精霊の魔力で疑似再現したわしは、レーコの助けなしでの飛行に成功していた。




「って、泣いとる場合じゃなかった！　シェイナ、お主は無事!?」

　角にしがみつかれている感触はあるが、そのまま気絶していないとも限らない。安否確認に発したわしの問いに、しかしすぐに返答は来ない。

「シェイナ……？」

「少しだけ見えました、私にも」

　ぽつりと彼女は言う。

「見えたって、もしかして今の走馬灯みたいなの？」

「はい。邪竜さんの角を通じて、私にもほんの少しだけイメージが流れてきました。精霊さんは──一人になって寂しかったんですね」

「うん、そうみたい」

　森を幻惑の魔法で覆っていたのは、安全な住すみ処かを作ってわしの帰りを待つためか。はたまた迷い込んだ者を長居させて少しでも孤独を癒いやすためか。真意は分からないが、そこにあった感情は間違いなく他者を求めてのものだった。

　だからこそ、森の中に村を拓ひらくことも許したのだろう。

「そうじゃ。お主……子供のときの記憶は見られたかの？　一緒に遊んでいたかどうか」

「いいえ。そこまでは」

　シェイナは首を振った。一瞬の回想だったので、わしも詳しくは確認できなかった。

　ですが、とシェイナは言葉を逆接で繫つなぐ。

「きっと、そうだったのだと思います……ってうわあぁあっ!?」

「う、うわっ！　どうしたのいきなり悲鳴なんか上げて！」

「邪竜さん！　いつの間に翼なんか生やしていたんですか？　すごいです！　空を飛んでいるじゃありませんか！」

「いまさら気付いたのお主？　わしにとって一世一代の大挑戦だったんじゃけど」

「申し訳ありません。精霊さんの記憶に触れたインパクトが強すぎて、現実はそっちのけになっていました」

　なんたるマイペースであろうか。だが、そのマイペースっぷりは敵にも同じことがいえた。操々はわしが飛んでから、巨人の頭の上でじたばたと転がって大騒ぎしていた。

「あーっ！　もう最高！　『夜の帳が翼となりて、覇道の風を吹かせるだろう』なんて、カッコよすぎてずるいよレーヴェンディア！」

「うろ覚えだった詠唱がちゃんと補完されとる」

　鼻息を荒くした操々はやがて悶もん絶ぜつをやめ、再び巨人を繰り始める。

「もっと……もっといろいろ見せて？　あんたの全部を見せてくれなきゃ許さないから！」

　巨人が拳を振り上げてわしを叩たたき落おとそうと迫る。

「やりましょう邪竜さん。魔物を倒せば森は元通りになります」

　シェイナに言われて、わしは頷うなずいた。ちょうどわしも同じことを考えていた。

「空が飛べるなら操々さんに直接突進もできるからの。当たるかどうかは賭けになるけど」

「それなら任せてください。少しだけ策があります」

　そこで彼女から僅かに魔力の気配がした。魔導士とはいえ、実用的な力はないと言っていたように思うが──




「喰らえぇっ！」




　詳しく聞くよりも先に、巨人の右拳が風圧を伴ってわしに放たれた。圧倒的な質量は有無をいわさぬ破壊力の権現。

　しかし、レーコに比べれば迫力不足だ。

　接触寸前で急旋回。拳のすれ違った暴風が横風となってこちらを揺らすも、翼の制御でバランスを取る。

　レーコの猛スピード飛行に慣らされたわしなら、回避できぬ攻撃ではない。それでも翼は膨大すぎる魔力に早くも軋きしみを上げ始めている。

「邪竜さん！　とにかく真まっ直すぐ突き進んでください！」

「了解！」

　今度は巨人の左の掌てのひらが迫る。こちらを握り潰そうとする攻撃だが、その速度はさっきの拳に比べて鈍重だ。

　急上昇で指の間をすり抜け、一気に頭部の操々を目指す。

　既に右腕、左腕それぞれの攻撃は凌しのぎ切った。

　巨人が次の攻撃を放つためには、一度体勢を立て直す必要がある。つまり、今は相手が攻撃できない最大の隙──

「隙だと思ったでしょ？　気が緩んだのが見えたよ、レーヴェンディア？」

　こちらの思考を見透かしたような操々の言葉とともに、わしは信じられないものが迫ってくるのを見た。

　飛ぶ羽虫を叩たたき潰つぶそうとするかのような、巨大な一対の手である。

　左右の腕は既にかわしたはず──という疑問に対する答えは単純だった。

　巨人の腕が、付け根から左右それぞれ二本ずつ。合計四本の腕を持つ異形の姿へと変貌していたのだ。

　やられた。

　妙に鈍重だった左手での二撃目は、こちらをこの手の内に誘い込むための罠わなだったのだ。

「これで攻撃が当たったらまたもう少し本気出してくれる？　次は爪でも使ってくれるかな？　ああ、あたし楽しみ」

　己おのが胸を搔かきむしり、紅潮しきった顔で息を荒らげる操々。

　とんだ勘違いである。こんな巨大な手で叩かれたら、いくら強化されていてもわしは一巻の終わりである。

　激震。

　巨人の両手が叩き合わされ、掌の衝突で生まれた轟ごう音おんが空の彼方かなたまで木霊する。

「あはははっ！　ちょっと油断しすぎたでしょレーヴェンディア！　まさかこんな単純な罠であたしなんかに直撃もらっちゃうなんてさ！」

　狂喜する操々。その恍こう惚こつとした視線の先。敵を叩き潰したはずの巨人の掌は──




　わしとはまるで無関係な、明後日あさつての空中である。




　何もない場所に攻撃をして、しかもそれが命中したと確信しきって哄こう笑しようを響かせている。

「今です邪竜さん！」

　わしの頭上でシェイナが叫んだ。魔力を発動させている気配もある。いったい何が起きたのかは分からない。だが、今はその声を信じて突進するだけだった。




　まったく無防備に高笑いする操々に、わしの渾こん身しんの空中体当たりが突き刺さった。




　　　　＊




　森からは邪竜様と魔王軍幹部が戦う轟音が響き渡っていた。岩石でできた巨人を、邪竜様がその双翼で翻弄している姿が見える。あちらの決着はそう遠くない。

　だというのに。

「どうしました？　レーヴェンディア様から賜った力は、その程度ではないでしょう」

「黙れ……」

　レーコは劣勢にあった。偽にせ眷けん属ぞくの拳を掌で受け止めながらも、その拳をジリジリと押し込まれているのだ。先ほどまでの剣けん戟げきの攻防から一転、何の捻ひねりもない純粋な力比べである。

　その状況で押し負けている。

　全力を出しても及ばない敵と相対するのは、眷属となってから初めてのことだった。

「貴様……何者だ」

「だから眷属の先達だと何度も言っているでしょう」

「そんなものを誰が信じる」

　この敵は強い。しかし、その強さには得体の知れない奇怪さがある。一見すれば魔力もさしたることなく、弱い部類とすら思えるのに、いざ戦ってみるとまるで捉えどころがないのだ。

　王道を征いきすべてを力でねじ伏せる邪竜様の戦い方とは、根本的に何かが異なっている。

「……信じるかどうかはあなたの自由です。しかし、私に押し負けているという事実だけは正確に認識していただきたい」

「誰が負けているものか。私はここから本気だ」

　レーコは渾身の力で掌を押し返す。だが、偽眷属は力んだ気配もなくそれ以上の力で拳を押し戻してきた。

「あまり意地を張らない方がいい。助言は謙虚に受うけ容いれることです。暴走を恐れて力を眠らせていては、眷属としていつまでも未熟なままですよ」

「……くっ」

　本能的に危機を感じたのか、意図せずレーコの肌に黒こく鱗りんの紋様が浮かび上がった。すんでのところで力を制御して抑え込むが、偽眷属はそれを見逃さない。

「そうですよ。その力を思う存分に振るうのです。それでこそ、私のような一人前の眷属に至れるというもの──」

「どうやら千載一遇のチャンスのようだな」

　そのとき、力比べを演じるレーコと偽眷属の真上に、突如として何者かが飛来してきた。仰げば一頭のドラゴンが急降下してくる。

「眷属の娘よ！　凡俗な敵にずいぶんと苦戦しているようだな！　らしくもない！　ここはこの俺──風の暴竜・ドラドラが助太刀をして、その敵を吹き飛ばしてくれよう！　その暁には我が真名を呼ぶがいい！」

　誰だ。銀ぎん鱗りんになんだか見覚えのあるような気はするが──まるで心当たりがない。

「眷属の問題に部外者が立ち入らないでいただきたい」

　やはりというべきか。単なる雑魚ドラゴンが魔王軍の幹部に敵かなうはずもなく、その爪はあっさりと偽眷属に受け止められた。

「あなたのような短絡思考で動く魔物は私の最も嫌悪するところです。容赦する理由もありませんので、今ここで消えてもらいます」

　偽眷属は摑つかんだ巨爪ごと銀竜を持ち上げ、陥没するほどの勢いで地面に叩きつけた。

　銀竜が苦く悶もんの呻うめきとともに地に沈む。トドメとばかりに偽眷属は、空いた左手を振りかぶって銀竜の頭部に向けた。強力な魔力の気配。間違いなくあのドラゴンを消し去る一撃である。

「てめえ、こっちが相手だ！」

　しかし偽眷属がトドメを放つ間際、それを阻むように怒号が飛んできた。

「また邪魔者ですか。鬱陶しいですね。何人かかって来ようが──」

　舌打ちでも吐きそうな気配を滲にじませつつ、偽眷属が声の主を振り返る。

　そこには。

「うおおぉぉぉおっ！」

　ほとんど裸体。股間だけを葉っぱで隠し、全身に泥を塗りたくった姿の変態がいた。素人しとうと丸出しの杜ず撰さんな構えで、さきほど地面に飛ばされた宝石飾りの短剣を振りかぶっている。

　偽眷属もレーコも時が止まったかのように硬直した。

　──情報量が多すぎる。

　ずばっ、と偽眷属が肩口から袈け裟さに斬られる。ノーリアクションで突っ立っていたがゆえの命中である。

　と、そこでレーコは、闖ちん入にゆう者しやの瞳が懐かしい色を帯びているのに気付いた。

「ライオット……？」

「大丈夫か!?　レーコ！」

　ロクな力もない子供の斬撃などこの偽眷属にとってダメージになるはずがない。だが、銀竜に次いで二度も不意を打たれたせいか、それとも未いまだに情報量の多さに困惑しているのか、これまで平静を保ち続けてきた偽眷属が僅かに姿勢を崩した。

　レーコはライオットの手から短剣を素早く奪い取る。

「なぜここにいるのかは知らんが、ほんの少し助かった」

　既に村人たちも戦いの場からは遠ざかって避難している。巻き添えの心配はない。

　レーコは渾身の魔力とともに短剣を振り抜き、巨大な爪を模した光の斬撃に偽眷属を吞のみ込こんだ。

　轟音。

　視界を覆う土煙が晴れた後に残っていたのは──地平線にまで届く爪痕と、

「あろうことか、助すけっ人と頼りですか……眷属として論外ですね」

「どっちが論外だ。ライオットなんかに不意打ちされて隙を晒す方がよほど眷属失格だ」

　片膝をつき、言葉の端に苦痛の色を滲ませた偽眷属の姿だった。

　致命傷には至らなかったが、今の一撃はさすがに防御し損ねたようだ。

「貴様の妙な力にも隙はあるようだな。隙さえ衝つけばダメージが通るなら、次からは上手うまく狙わせてもらう」

「ご冗談を。二度目があると思いますか」

　そうして睨にらみ合いとともに戦闘を再開しようとしたとき、森の上空から巨大な飛来物がやってきた。




「ああぁあああっ！　地面がああっ！　もう翼が動かぁ────んっ！」




　敬愛すべき主あるじ。邪竜様が、森の木々をなぎ倒して村の地面に威風堂々と着陸してきたのだ。




　　　　＊




　操々への全力突進を敢行したわしは、衝突とともにあっけなく制御不能に陥った。

　放物線を描く軌道で枯れ果てた森の上空を突き進み、こうして村に胴体着陸できたのは偶然の結果だ。

　そして着地とほとんど同時にわしの身体からだは縮み始める。ミニサイズにまではならなかったが、元の老体の大きさである。

　おそらく精霊が抜けたのだろう。引き換えに森は再び緑を取り戻し始め、操々との戦闘で荒れ果てていた大地がみるみる修復されていく。

「そうじゃ。敵はどうなったのかの？」

「じゃ、邪竜さん。たぶん、前脚のところです」

　フラフラと目を回しながらシェイナがわしの頭から降りてくる。彼女が指差すのは、わしの前脚近くの地面だ。

「あっ」

　そこには、土塗まみれでぐったりと横たわる操々の姿があった。体当たりの勢いのままこの村に不時着するとき、半ばわしの巨体の下敷きになっていたようである。完全に伸びていて、動く気配はない。頭から飛び出た本体の兎うさ耳みみも、ピクピクと震えている。

　ということは、これで一件落着ということに。

「てめえ！　見つけたぞ邪竜レーヴェンディア！　今すぐレーコを返しやがれ！」

「うわぁ！　お、お主ライオット？　待って話を聞いて！」

　話を聞かせることは叶かなわなかった。レーコが背後からライオットの首筋をトンと叩き、その意識を迅速に絶ったからである。

「申し訳ありません邪竜様。本来なら始末すべきところだったかと思いますが、さきほどちょっとした恩を受けてしまいましたので、やむなく気絶とさせていただきました」

「恩があっても躊ちゆう躇ちよなくそこまでやるの？」

　ますますわしの中でライオットに対する憐れん憫びんが膨れ上がる。

「ところで恩って何があったの？」

「あいつと戦っておりまして。あそこに転がっている銀竜とライオットが不意打ちで隙を作ってくれたのです。まあ、そんな横よこ槍やりがなくても勝てたとは思うのですが」

　レーコが指さした先をわしは振り向く。そこには悠然と佇たたずんでいる偽眷属がいた。

「うわぁ────っ！　お、お主！　あのときの！　アスガにいた人！」

「そのような他人行儀で呼ぶのはやめてくださいレーヴェンディア様。私はあなたの眷属ではありませんか。気安く下僕とお呼びください」

「邪竜様。今一度確認したいのですが、あの者は眷属ではありませんよね？」

　ぐいぐいとわしの前脚を引っ張ってレーコが詰問してくる。

「も、もちろんじゃよ。わしの眷属はお主だけじゃから」

「そうと聞いて安心いたしました。おい貴様、残念だったな。邪竜様はこのとおり貴様のことなど関知していない。泣いて悲しんで枕を濡ぬらせ」

「子供の悪口みたいじゃね」

　実際レーコは子供ではあるのだけど。

　手負いなのか少しだけふらついている偽眷属は、こちらにじっと視線を向けている。仮面をしているから正確には分からないが、ヒリヒリと刺さるような感覚があった。

　と、そこで彼は拍手を始める。

「さすがはレーヴェンディア様。操々ごときでは相手になりませんでしたか。その哀れな人形は、魔王様があなたの爪砥とぎのために拵こしらえた玩具おもちやにございますが、ここまで楽勝とあっては砥と石いしとしても役立たずだったようですね」

「お、玩具……？」

「どういうことだ」

　わしよりも先にレーコが問いを発した。

「魔王がわざわざ邪竜様に練習台を送ってきたというのか？」

「そうですよ。なにしろレーヴェンディア様は魔王軍の最高幹部ではありませんか。その腕が鈍っては困りますからね。手頃な練習相手を用意するのは当然のことです」

「何を言っている。邪竜様は魔王と敵対関係だ。魔王の陣営などにはない」

「それはどうですかね？」

　仮面の×印がわしを正面から見据える。

「真の眷けん属ぞくである私には、レーヴェンディア様の本心が分かりますよ。あなたは魔王様と戦うつもりなど毛頭ない。ただ未熟な眷属に付き合わされているだけ……そうでしょう？」

　そのとおりだった。まるで真実を見透かしたかのような指摘に、わしは背筋が凍りつく。

「ふざけるな！」

　そこで、怒声を発した者がいた。いつの間にか意識を取り戻し、震えながら立ち上がっていた操々だ。

「あたしがレーヴェンディアのために用意された玩具だって……？」

「おや、気に入りませんでしたか」

「ううん。その響きはとっても素敵。レーヴェンディアの玩具になれるならあたしも本望だし。きゃっ、言っちゃった」

　照れた様子を見せたものの、すぐに表情は真剣なものとなる。

「でもね、あたしには分かるんだ。さっきのレーヴェンディアは全力で戦ってくれた。それを爪砥ぎの練習だなんて侮辱させない。何より──」

　操々が手から魔力糸を放出して偽眷属に飛び掛かった。

「よくもあたしが何度もレーヴェンディア宛てに出した幹部会の招待状をパクってくれたなぁっ！　ぶっ殺してやる！　死ね！」

　結局のところ操々が偽眷属に激怒している原因はそれだった。彼女が託した招待状を偽眷属が止めていたというのは本当のことのようだし。

「威勢がいいのは結構ですが、あまり力を無駄遣いしない方がいいですよ」

　だが操々の特攻に対し、偽眷属は防御する姿勢も見せない。

　そして実際、防御は不要だった。攻撃が届く前に、操々が胸を押さえてその場に跪ひざまずいたのだ。

「魔力が、抜けてく……？」

「既にあなたは役目を終えました。なら、貸し与えていた力は魔王様の元に戻るのが必然というものです」

「く、そ……」

　ばたりと地面に倒れる操々。もはや人型の外装を動かすこともできなくなったようで、頭部から本体のウサギが辛かろうじて這はい出だしてくる。

　倒れ伏した操々を一顧だにすることなく、偽眷属は別の方に視線を向ける。

　わしと、レーコと、それからライオットに。

「さて……本来であればもう少し後輩への稽古を付けてやりたいところでしたが、邪魔が入ったせいで少し疲れてしまいました。本日はここで失礼させていただきたいと思います」

「手負いの貴様をむざむざ逃がしてやると思うか？」

　踵きびすを返そうとした偽眷属にレーコが短剣をかざした。わしは慌ててレーコのそばに駆け寄り、

「れ、レーコ。相手はかなりの魔物なんじゃから、ここは引かせておいた方がよいのではないの？」

「いいえ。ここが奴やつを討つチャンスです。後でまた妙な姦かん計けいを仕組まれないよう、ここで確実に排除しておく必要があります」

「レーコ嬢。レーヴェンディア様の判断は賢明ですよ。さっきの攻防で確かに私はほんの少し手傷を負いましたが、マグレの一発に過ぎません。そのマグレすら、ライオットなどという凡俗な少年に助けられてのものです」

　偽眷属がライオットの名を発したとき、そこには微かすかな憎悪が含まれていたように感じた。それに先ほど向けていた意味深な視線。

「もしかしてお主、ライオットを知っておるの？」

「ええ。懐かしくも忌々しい顔です」

　どういうことか。辺へん鄙ぴな村で生まれ育ったライオットが、魔王軍の幹部と面識があるとは到底思えない。

「邪竜様。こいつは噓うそ八百を並べ立てるだけのおかしな魔物です。いちいち取り合う必要はありません──ここで消します」

「待っ」

　わしの制止を待たず、去ろうとする偽眷属に向かってレーコは剣を振りぬいた。

　同時に、あらゆるものを吞み込んで消し去る光の奔流が生じる。

　誰しもが恐れ慄おののくはずのその一撃を前に、偽眷属はわずかに肩をすくめただけだった。

「まるでなっていませんね。見本はこうですよ。よく覚えておきなさい──『竜王の大爪』」

　偽眷属がそう言ったのは、レーコの斬撃の音の中でなぜかよく聞こえた。

　そして次の瞬間には、振り返った偽眷属の手からレーコの斬撃を凌りよう駕がする巨大な斬撃が放たれた。

　光の刃やいばが衝突する。

　レーコの刃が打ち消されるのには一瞬もかからなかった。レーコの斬撃を粉々に砕いて、わしらの元へ偽眷属の光刃が襲い掛かる。

「レーコ！」

　全力で攻撃を放ったせいか、レーコの姿勢は崩れている。斬撃の軌道から退避はできない。

　いいや、仮に姿勢が整っていても難しかったかもしれない。レーコの目は攻撃を撃ち破られた驚きよう愕がくに見開かれ、とても退避という冷静な判断ができる状態ではなくなっていた。

　それに、冷静でないのはわしも同じだった。

　何を思ったかわしは、レーコの前に飛び出して手足を目一杯に広げたのだ。

　咄とつ嗟さの行動だった。よく考えれば、わしなんかよりレーコの方がずっと頑丈である。しかし身体からだが勝手に動いたのだ。

　わしの身体を偽眷属の光の斬撃が吞のみこみ──

　弾けた。

　わしの身体がではない。偽眷属の攻撃が、わしの身体に触れるや否やまるでガラス細工のように砕け散ったのである。

　まるで、レーコの攻撃がわしの身で無効化されるのと同じように。

　偽眷属はその場でわしに向けて恭しく頭を下げた。

「やはり私といえどあなた様の前では無力に等しいようです、レーヴェンディア様。その偉大なる覇道を今後も陰ながら見守っております」

「お、お主はいったい」

　わしの問いに答えるよりも早く、空間に溶けるように偽眷属は姿を消した。
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　騒動が終わってみれば、意外にも被害は少なかった。

　森は精霊が還かえったことにより元通りの緑を取り戻し、レーコと偽眷属の戦いも接近戦が中心だったため、人的・物的な損害はほぼゼロといっていい。

　それでも、ここまで何度も騒動を起こしてはもはや村への滞在を希望することはできなかった。ペリュドーナやセーレンでも味わった厄介払いの悲劇再び、である。

「申し訳ありません。せっかく精霊さんを元に戻してもらったのに」

「いやいや、ええのよ。どちらにせよわしはまた旅に出るつもりじゃったからの」

　とはいえ、これまでの街を去るときとは少し違う。わしは嫌々の出立ではなく、自ら進んで旅立ちの支度をしていた。

　今はシェイナの手を借り、村人たちが集会場に持ち寄ってくれた物資の中から、保存食や飲み物を見繕っているところである。老体に戦いの疲労はまだ色濃かったが、若返りの薬を飲んでなんとか踏ん張っている。

「なんとなくね……今までは面倒から逃げたいの一心じゃったけど、ようやく目標が見つかった気がするのよ。魔王討伐という大きすぎる目標はともかく、レーコを普通の暮らしに戻す。それがわしのすべきことではないかなって」

　操々に追い詰められた極限状態で出た言葉だったが、それこそがわしの偽らざる本心なのだと思う。

　魔王が討伐されたという噓の報しらせを聞いたとき。それでもいまいち気分が晴れなかったのは、その後もレーコを騙だまし続けることになってしまうからだ。

　今にして思えば、アスガを発たつ直前の別荘暮らしの申し出を受けなくてよかった。きっと数週間もしない間に、罪悪感で居心地が悪くなったはずである。

「もっとも、あの子の思い込みを解くのは魔王を倒すよりも大変かもしれないけどの。わしなりにできることを探してみようと思う」

「それがいいと思います。いつか、本当の邪竜さんの気持ちが伝わる日がやってきますよ」

　そう言いながらシェイナはわしらの荷物に大量の木の枝や葉っぱを詰め込んでいた。

「ところでお主。なんでそんな枝とか葉っぱを入れておるの？　わしの食べ物としても、そういうのは旅先で拾えば済むから」

「いえいえ。この森の草木にはほんの少しだけ精霊さんの魔力が宿っていますから。お守り代わりです」

「あ、なるほど。でもちょっと多すぎではないかな」

　水や保存食を入れる隙間も残らないほど、既にカバンが一杯である。気持ちはありがたいが、とりあえず立派な木の枝を一本だけ残す。

「たぶん、それを持って行ってくれたら精霊さんも喜ぶと思います。邪竜さんのことをすごく大事に思っていたみたいなので」

「うん……でも、なんだか申し訳ないのう」

「何がですか？」

「ほれ。お主はあんなに精霊さんと話したがっていたじゃろ？　熱心に調査もしていたし。だけど結果的にはわしばかりが力を貸してもらうことになって」

「それは仕方のないことですよ。だって邪竜さんは精霊さんにとって、友達どころか親兄弟みたいなものですから。私では到底太刀打ちできません。だけど」

　覚えていますか、とシェイナは指を立てた。

「操々さんと戦ったとき、最後に彼女が攻撃を外したでしょう？」

「ああ、そうじゃったね。しかもわしらを見失ってたし……あれはお主が何かしたの？」

　あのとき確かシェイナは魔力を発動させていた。

「はい。森の『幻惑』魔法を再現したんです。私は魔法を調べたり分析したりするのは得意ですから。これ以上ないくらいに調べ尽くした術です」

「え、でもお主。調べるのはともかく、魔法を使うのは苦手だったんじゃよね？」

　まさかピンポイントで一つの魔法だけに精通していたのだろうか。だとしても、魔王軍幹部の目を謀たばかれるほどの特化した一芸を持っているなら、間違っても魔導士として三流などと己を卑下しないと思うが。

「そうなのです。だからあのとき成功したのはきっと、精霊さんが力を貸してくれたんだと思います。なにしろ使えたことなんて一度もありませんでしたから」

「……そっか。それはよかっ──」

　美談めいた流れになりかけたが、そこでわしは「ん？」と首を傾かしげた。

「お主あのとき、策があるって言ったよね。操々さんに向かって真まっ直すぐ飛んでって」

「言いましたね」

「その策って『幻惑』のことよね？　一度も成功したことないっていう」

「そうですね」

　その話を要約すると、このようになる。

「成功したことない魔法をぶっつけ本番で試したってことよね!?　実はあれかなり危険な作戦だったのではない!?」

「まあまあ邪竜さん。普段の成功率はともかく、あのときだけは不思議と成功するような気がしたんです。結果的にそうなったのだからいいじゃないですか」

「そりゃええけど……ええけど！」

　釈然としない。あれは薄氷の勝利だったのだと、今になって足に震えがきた。冷や汗もどっと湧く。

　そんなわしの憂鬱も知らずに、シェイナは飄ひよう々ひようと笑うのだった。

「これは大きな収穫なのですよ邪竜さん。危急の事態となれば、精霊さんは火事場よろしく力を貸してくれるのかもしれません。その教訓を活いかし、私はこれからより危険を伴うデンジャラス路線で精霊さんにコンタクトを試みたいと思っています。たとえば毒キノコを敢あえて食べたら、あの半透明な姿で助けにやって来てくれるかもしれませんし」

「絶対やめた方がいいと思う」

　半ば無駄なのだろうなと悟りつつも、わしはとりあえず忠告しておく。もちろんシェイナは意に介する様子もなく、ごく晴れやかに笑ってみせた。

「いつか絶対に伝えてみせます。『助けてくれて、ありがとう』って。私の大事な友達に」
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「邪竜様。さっきのドラゴンに命じて、ライオットをペリュドーナに運ばせておきました」

「うん、ご苦労じゃったね」

　ライオットとドラドラについては、申し訳ないがペリュドーナに帰ってもらった。ドラドラが先に目覚めたので、これ幸いとライオットを括くくりつけさせてもらったのだ。

「それにしてもあの銀色のドラゴン。不思議と既視感がありました。どこかで何度も見たような気はするのですが……まあ、忘れる程度の相手ということですね」

「そうかもね……」

　もしこの旅路の果てにレーコが誤解を払拭することがあれば、ちゃんとドラドラにも会わせてあげたい。そして正式に「もういいから」と伝え、ドラドラという汚名を撤回させてやらねば。最近の彼はわし並みにドラゴンとして失格な気がする。わしは厳密にはドラゴンではないけど。

「それで邪竜様。こいつの処遇は如何いかがいたしましょう」

　と、ここで急にレーコがむくれる。口を尖とがらせながら片手に突きだしたのは、ウサギのぬいぐるみ──操々である。

「そりゃあたしは負けたからね。処刑一択でしょ？　ああレーヴェンディア……その爪であたしのぬいぐるみボディから綿を残虐に引きずり出して……。なんなら食べちゃってもいいから。それとも角に串刺しにしてくれてもいいんだよ……」

　レーコは操々の口を押さえてわしの前に跪ひざまずいた。

「邪竜様。ここはどうか私にお任せください。邪竜様の手にお任せすると、こいつはご褒美として喜んでしまう可能性があります。罰になりません」

「ま、まあ落ち着いてよレーコ。この操々さんはもう無害なんじゃろ？」

　わしの眼がん力りきで見ても、操々の魔力は見る影もないほどに衰えてしまっている。今やウサギのぬいぐるみとして喋しやべったり歩いたりするのが精一杯で、人間に危害を加えることはほとんど不可能だ。

「しかし邪竜様に牙を剝むいた事実は消えません。信賞必罰を思い知らせるべきかと」

「そうだよレーヴェンディア。ほら、あたしを早く引き裂いて……？」

「なんでお主ら妙に意見がシンクロしておるの？」

　わしは頭を抱えてから、操々の前に鼻先を向けた。

「のう操々さん。お主は魔王軍とはいっても、そんなに悪いことはしてなかったのよね？」

「まあ……そうだね。元がこんなチンケなぬいぐるみだし」

「じゃあ、わしらはお主に酷ひどいことなんてせんよ。なにしろお主はわしのことを守ろうとしてくれてたんじゃからね。ちょっと気持ちが行きすぎな面もあったけど……悪い子じゃないというのはなんとなく分かるよ」

　ぴょこん、と操々の耳が折れ曲がった。

「処刑にしないってことは、どうするの？　一緒に連れてってくれるの？」

「ああ、そうじゃね。ぬいぐるみサイズなら嵩かさ張ばらないし、よければレーコの話し相手にでも」

「う～ん。どうしよっかなぁ。あたしは処刑でいいと思ってるんだけど、レーヴェンディアがどうしてもって言うならそうしてあげよっかなぁ～」

　そのとき、レーコが操々の首に絞め技をかけた。息を詰められた操々は必死にレーコの腕をタップする。

「はっ、放せチビっ子！　あたしがレーヴェンディアの旅の連れ添いになれるかどうかのチャンスを……！」

「黙れそのポジションは私だけのものだ殺すぞついてくるな」

　性格は似通っているようだが、どうやら仲良くなるのは難しいらしい。同じ極の磁石が反発し合うようなものだろうか。

「あっ、そうじゃ」

　レーコと似た気き質しつ、というのでピンとくるものがあった。

「もしよければ、アスガの邪教徒の人たちのところに行ってみるつもりはないかの？　わしを慕ってくれるということならあの人たちと話は合うじゃろうし」

「人間どものところに？　馬鹿言わないでよレーヴェンディア。あたしみたいなのが人間の前に姿を晒さらしたら、すぐ退治されるに決まってるでしょ」

「まあ……あの人たちはわりと特殊な人たちじゃから。わしの知り合いといえば無下には扱わんと思う。アスガの国王さんも観みる眼めのある人じゃから、お主が無害ということも分かってくれるよ」

「ふ、ふん！　そんなこと言われたって、あたしは人間なんか信じないから！　喋しやべるからって不気味がって、ゴミ捨て場に捨てやがって！　どうせまた嫌われるに決まってる！」

　正直いって、喋るトカゲを崇拝する人たちにとっては些さ事じもいいところだろう。

　だが、やたらとコンプレックスをこじらせている操々は意固地になって提案を受け付けようとしない。

「どうしますか邪竜様？　邪教徒たちによる保護観察を受うけ容いれないのであれば、このまま処刑という手以外にないかと思いますが」

「あーもう……」

　物騒な発言を繰り返すレーコをなだめてから、わしは最後の手段を取る決心をする。

　できるだけハスキーに。

　レーコにも聞こえないくらいの小声で、その長い耳にこう囁ささやく。

「──おい操々。お主は負け犬さんじゃろ？　わしに反論できると思っておるのか？　お人形さんらしく、可愛かわいく頷うなずいてわしに従うんじゃな……」




　操々はレーコの謎魔法によって、ごくスムーズに邪教徒のアジトへと転送された。
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「さすがは邪竜様です。あのワガママなウサギを一言で黙らせるとは。いったいどのような脅しをされたのですか？」

「お願いだから詳しく聞かないで」

　のぼせるような赤面のあまり、しばらく前脚で顔を隠していたわしだったが、ようやく気を取り直して村の出口に赴いた。既に旅立ちの準備は万端。背中には十分すぎるほどの物資を詰めたカバンを背負い、村人たちも多くが見送りに来ている。

「いろいろ迷惑をかけてしまって申し訳なかったの。荷物も補給させてもらって……みなさんありがとうね」

「とんでもありません。魔王を倒す旅路とのことですから。我々は応援させていただくのみです」

　堅めの挨拶ではあったが、わしらを送り出してくれる村長や村人たちの笑みに噓うそはなかった。仮にそれが厄介払いの笑みなのだとしても、わしの新たな旅路には心強い励みだった。

「それじゃあの。どうかみなさんお元気で」

　背中に乗せたレーコとともに会釈をして、わしは意気揚々と林道に歩み出す。シェイナの言っていたとおり、藪やぶの多い迷い道である。

　案の定、すぐに道を逸それて森の中へと迷い込んでしまう。

　しかし問題ない。わしに森の『幻惑』は効かないのだ。森の中に入ったら入ったで、ドングリや葉っぱをエンジョイしつつ外に向かって進めばいいだけである。

　文字通りの道草を存分に楽しみながら、古巣の森を新たな旅の出発点とし──

「ありゃ？」

　そうこうしているうちに、なぜかまたわしは村の入口に立っていた。

　入口に立つ村の守衛は気まずそうな顔でわしを眺め、「どうぞ行ってらっしゃいませ」と半分くらい追い出しの挨拶を放ってくる。

「ああ、うん。ごめんの。ちょっと迷ったみたいで」

　食べることに気を取られすぎたようで、方向感覚がおかしくなっていたらしい。今度も早々に林道から逸れて森に入ってしまうが、一定方向への進路は保ち続ける。こうしていればいずれ森から出られるはず──

「ありゃ？」

　そうしてまたわしは村の入口に戻っていた。

　今度は守衛だけでなく村長や男衆の若頭もいて、露骨に警戒するような目でわしを見ている。

「ち、違うのよ。これは決して滞在の延長を希望しているわけではなくてね。今度こそちゃんと出ていくから」

「もちろん分かっております。邪竜レーヴェンディア様が一度言われたことを曲げるはずがありませんから。我々は今日この日を旅立ち記念日として村の暦に刻む予定です」

　つまり、何としてでも今日中にいなくなれと。

「安心しておくれ。今度はもう道草なんてしないから。出ていくことを最優先に考えて足元に気を付けるから」

「なにとぞよろしくお願いします」

　真顔で村長と若頭がわしに詰め寄る。わしは今度こそ失敗できないという固い決意のもとに、太陽の向きと方向感覚に細心の注意を払いながら──

「なんでじゃあっ！」

　再び、村の入口まで舞い戻っていた。ちなみにレーコは二周目くらいからわしの背中で昼寝をしていて、この異常事態にはちっとも気付いていない。

　今や村の入口には村人たちが勢ぞろいで防衛線を張っており、わしを阻もうとする意志を隠そうとしていなかった。

「待って。本当に違うのよ。これは何かの間違いで……」

「聞いてくださいレーヴェンディア様。俺たち、別れの歌を合唱してあなたを送り出そうと思うんです。どうか背中に聞きながら偉大なる旅路を歩み始めてください。決して振り返らないでください」

「歌で旅立ちにプレッシャーをかけてこないで」

　そのとき。

　ぴょこりと近くの藪の中から、半透明のミノムシ少女が姿を現した。

　その頰ほおは「ぶーっ」と膨れており、どことなく不機嫌のように見える。

「あ、あのう……精霊さん？　もしかして、わしがここから出ていくのに反対しとるの？」

　問いかけへの答えはない。ただこちらにそっぽを向いて、再び藪の中に消えていっただけである。

「……レーコ。レーコ起きて」

「むぅ。なんですか邪竜様」

「せっかくの旅立ちじゃから、空を飛んでいかんかの？　翼を生やしてくれる？」

「かしこまりました」

　寝ぼけ眼でレーコが短剣をかざすと、わしの背中に黒い双翼が生える。これで森の中を通る必要はない。

「ごめんの精霊さん。さすがに、これ以上この村に留とどまるわけにはね……」

「では邪竜様。さっき、あの操々とかいうウサギが教えてくれた国へと向かいましょう。魔王に関する重大な秘密が眠っている国ということです」

「……えっ？」

　魔王に関する秘密？

　初耳の情報にわしは狼ろう狽ばいする。

「お主、操々さんとそんな話をしておったの？」

「はい。邪竜様が一声かけてからは非常に上機嫌になりましたので。元魔王軍として知る限りの情報を聞き出しておきました。かなりの波乱が予測される地ではありますが──私と邪竜様ならば向かうところ敵はありません」

「ちょ、ちょっと待って！　いきなりそんなグレードの高い場所に向かうのは心の準備というものがね……」

　抵抗を試みるわしだったが、背後から村人たちのバンザイ三唱が上がった。

「レーヴェンディア様バンザイ！　レーコ様バンザイ！」

「倒せ魔王！　倒せ魔王！」

「がんばれ！」

「お主らぁっ！　この間まで来てたあの怪しいエキストラ人形から露骨に影響されておるじゃろ!?」

　ふわりとわしの身体からだが浮き上がる。飛ぶのはもう怖くないが、目的地が恐ろしすぎる。

「せ、精霊さん！　なんとかわしを助けてくれんかの！」

　さきほど精霊が隠れた藪に向かって叫ぶ。するとまた、藪がガサリと揺れて半透明の少女が飛び出してくる。

　ただし今度は、けたけたと腹を抱えて笑っていた。




　──からかわれてた？




　村人たちのバンザイ三唱が響く中、レーコは勢いよくわしの身を空へと浮かび上げていく。離別の寂せき寥りよう感とはまるで無縁な、騒がしすぎる出立である。

　舞い上がった青空から見下ろせば、樹じゆ海かいに埋め尽くされた一面の緑が広がっている。

　郷愁を抱かせる古巣の光景に心を落ち着け、わしはふうと諦めの息を吐く。

「まあ……うん。こういう旅立ちも賑にぎやかでよかったかもしれんの。でも、ドタバタ続きでゆっくりできなかったから、また落ち着いたらこの森に来てもええ？」

「もちろんご一緒させていただきます」

　そのときは何の遠慮もなくこの森を満喫しよう、と思う。精霊もきっと歓迎してくれるはずだ。

「ところで邪竜様。少しばかりお聞きしたいのですが、いつかまたペリュドーナに寄る機会はあるでしょうか」

「ん？　アリアンテのとこよね。お世話になっとるし、また挨拶とかに行くこともあると思うよ。何か用事とかあるの？」

「はい。先ほどかの街に送り届けたライオットなのですが、あまりにも風体や言動が奇妙だったので。いずれ寄る機会があれば、少し様子でも見てみようかと。もちろん何かのついでで構わないのですが」

　意外な要望にわしは目を丸くした。

　しかし、すぐに湧き上がってきた温かい感情がわしの頰を自然と緩める。

「もちろんじゃよ。絶対、会いに行こうの。きっとライオットも喜ぶはずじゃから」

　今はまだ無理かもしれない。けれど、いつかそんな日が来ればいいと思う。

　ならば、わしもそのために頑張るとしよう。次の目的地がどんなところだって、前に進むためには四の五の言ってはいられない。これからのわしは一味違うのだ。

「ありがとうございます。ではご厚情に応えまして、私もよりいっそう張り切らせていただきます」

　ちゃき、とレーコが短剣を頭上に構えた。

「旅路にさらなる追い風のあらんことを。吹き荒れよ覇道の威風──『真・影なる双翼』」

　わしの背に生えていた翼が今までの比にならぬくらい伸長し、空を喰くらう影のごとく広がった。

　待て。

　落ち着くのだわし。この程度で動じる必要はない。

　もう飛ぶことには慣れた。ベテランといっても過言ではない。少し翼が強化されたくらいで、いちいち狼狽うろたえるべきではない。だから威厳をもってこの状況を静観し、

「ってやっぱり無理！　お願いレーコちょっと待っきゃあぁ─────────っ！」




　常識外れの急加速とともに、わしの悲鳴が青空の中で高らかに響き渡った。




　　　　＊




「おいドラドラ！　降ろせ！　俺はレーコを追うんだ！」

「やめておけ。今の我らでは無謀な挑戦になるだけ。機を待つしかあるまい……」

　同刻、ペリュドーナへと向かう空の道。

　ドラドラの背中におんぶ紐ひものごとくロープで括くくりつけられたライオットは、強制送還の憂き目に遭っていた。

　身動きできぬ状態でライオットは歯は嚙がみする。

「くそっ……あと少しでレーコを連れ戻せるところだったのに。あの邪竜に飛び掛かってから記憶が途切れてるんだ……」

「レーヴェンディアは軽く敵意を放射しただけで周りの人間を昏こん倒とうさせると聞く。おそらくその技を受けたのだろう」

「噂うわさ通りの化物ってわけか……」

　やはりまだレーコの背中は遠かった。レーヴェンディアの魔手から救い出すには、どれだけの苦難が待ち受けているか想像も付かない。

　ドラドラが呼びかけるように喉を鳴らした。

「どうする。あの森の精霊はそう簡単に利用できないようだったが、まだ続けるか？　もしそうするなら、ほとぼりが冷めた頃にもう一度行くことになるが」

「──いや。それはいい」

「諦めるのか？」

　そうじゃない、とライオットは首を振った。

「さっき助けに入ったとき、レーコが俺の名前を呼んでくれたんだ。邪竜の奴やつに記憶を操作されて、俺のことも忘れちまってたのに……」

「邪竜の精神操作に抗あらがったというのか？」

「ああ、きっとレーコも頑張ってるんだ」

「ふ。さすがは俺の名を奪った少女だ。そのくらいしてもらわねば、俺の真名が泣くというものよ」

　何の力も持たないレーコが、己おのが心のみで邪竜に抗っている。

　ならば自分も独力で立ち向かえない道理があるだろうか。この期に及んで『手に入るかどうかも分からない特別な力』に固執するのは、単なる言い訳の逃避でしかない。

「……帰ったらまず、師匠に土下座しないとな」

　脱走の罰として半殺しにされるだろうが、それも邪竜との戦いを思えばいい修行である。

「もう少し待っていてくれ、レーコ」

　悲鳴にも似た風切り音が響く空の中で、ライオットは固く決意するのだった。







　あとがき




　お久しぶりです、榎えの本もと快かい晴せいです。

　二巻からずいぶんと間を空けてしまい申し訳ありません。およそ一年越しの続刊となってしまいましたが、こうして三巻をお買い上げくださり、本当に感謝の限りです。

　そして今回のあとがきなのですが、なんと四ページあります。

　四ページです。一巻では一ページ。二巻では二ページ。そこからまさかの四ページです。いきなり指数関数的な増加を見せてきました。あとがきという怪物が三巻にしてついに牙を剝むいてきたのです。

　というわけで、二巻までは禁じ手としていた作品解説をあっさり解禁していきます。

（※ネタバレはしない方針ですが、念のため後回しで読むことをお勧めいたします）

　この三巻のテーマは「友達」です。本作は各エピソードごとにテーマを決めて執筆しているのですが、今回は特にテーマの色が前面に出たものになっているかと思います。

　そして「友達」に主軸を置いたストーリーということもあり、今回ようやくレーコの「友達」であるライオットにも多少のスポットが当たりました。

　作中でも不ふ憫びんなキャラな彼ですが、実は制作上でもなかなか不憫な立ち位置のキャラです。一巻制作の際、主要キャラはしゅがお先生にカラーで設定画を描いてもらっていたのですが、そのカラー設定画に描かれたにも拘かかわらず、一巻挿絵に一度も登場できなかった唯一のキャラがライオットです。

　ムロコウイチ先生のコミカライズ版で幸いにもビジュアル登場を果たすことができましたが、原作挿絵での登場は結局この三巻までお預けとなっていました。

（ちなみに、コミカライズ版の単行本収録のオマケ漫画では彼のさらなる不憫エピソードが描かれていたりします。ぜひ買って読んでみてください）

　彼をはじめとした「友達」を巡る今回のエピソードの中で、邪竜様とレーコも誰かの支えに気付き、少し成長することができたかと思います。

　ついでにこの流れで一巻と二巻のテーマにも言及しますが、こちらはぜひ読み直してもらいたいので敢あえて具体的なフレーズでは語らず、どのあたりのシーンで特に描写しているかを簡潔に述べます。

（一巻）ラストバトル～レーコとの対話

（二巻）ヴァネッサ国王との酒盛り時のアルバムのくだり

　このあたりが各巻で一番テーマ色が強く出ているシーンだと思います。一年空けてしまったので、ぜひ既刊も読み直していただければ！




　また、ここからは恒例の告知パートとなるのですが、実はこの邪竜三巻と同時発売で私の新シリーズが始まっています。

　タイトルは【最低皇子たちによる皇位争『譲』戦　～貧乏くじの皇位なんて誰にでもくれてやる！～】です。相変わらず長いのは御ご愛あい嬌きようです。

　中華風ファンタジーとはなっておりますが、中身は純然たるコメディ作品です。邪竜認定よりもギャグ密度が濃いぐらいかもしれません。

　ストーリーは「ニート気質の皇子たち四人が、次期皇帝の指名を回避すべく下劣な策謀を凝らし続ける」という内容です。街角で公然露出行為に及んでわざと自らの風評を落とそうとする皇子もいれば、拾ってきた盗賊少女を『隠し子の第五皇子だ！』と主張して皇帝に認知を迫る皇子もいます。皇子の全員が救いようのない馬鹿です。

　イラストはnauribon先生が担当してくださっております。また、コミカライズも既に決定しており、今後ますます盛り上がっていく新シリーズとなっております！

　軽く読める愉快な内容となっておりますので、ぜひこの邪竜三巻と併せてご購入いただければと思います。

　そしてムロコウイチ先生による邪竜認定のコミカライズ版も引き続きよろしくお願いします。漫画単行本の四巻からは原作二巻のアスガ王国編へと突入し、ヴァネッサ国王やロゼッタなど新キャラたちの活き活きした姿が描かれていきます。

　ムロコウイチ先生の漫画は本当に最高で、シリアスとギャグを絶妙に切り替えながら邪竜様の旅路をとても魅力的に描いてくださっています。何より邪竜様の丸っこい姿がとても可愛かわいいです。ガンガンＪＯＫＥＲで連載中であり、Ｗｅｂやアプリでも追いかけ連載をしていますが、やはりオマケ漫画なども収録されている単行本を購入して読んでいただければと思います。本当にすごく素晴らしい漫画ですので、ぜひともよろしくお願いします。




　最後に各方面へのメッセージを。

　担当編集様、このあとがきが遅くなっており申し訳ありません。イラストのしゅがお先生、今巻でも素敵なキャライラストありがとうございます！　操そう々そうが特にお気に入りです！

　そして読者の皆様方。

　長くお待たせしてしまったにも拘らず三巻も読んでくださり、本当にありがとうございます！

　指数関数的に増えていけば次巻では八ページのあとがきになりそうですが、またみなさんとお会いできるなら少しも苦ではありません。次のあとがきでも会えるように努力していきますので、どうぞこれからも本作を応援よろしくお願いします！
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